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清
中
国
公
文

　

書
関
係
史
料
の
比
較
研
究
」
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。

�
本
共
同
研
究
の
構
成
員
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
代
表
者
…
渡
辺
美
季
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
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研
究
科
）、
共
同
研
究
者
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木
和
憲
（
国
立
歴
史
民

俗
博
物
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究
部
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史
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史
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版
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、
史
料
写
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蔵
機
関
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
、
お
よ
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オ
ン
ラ
イ
ン
に
てCCBY4.0

相
当
で
公
開

　

さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
を
掲
載
し
た
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な
お
顕
微
鏡
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影
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史
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纂
所
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る
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、
解
説
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に
は
、
史
料
名
�
員
数
�
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紙
の
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ま
た
は
主
原
料
�
法
量
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縦
×
横
、
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位
は
㎝
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年
月
日
�
所
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関
�

　

所
蔵
番
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求
記
号
�
架
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た
。
た
だ
し
各
項
目
に
つ
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記
載
を
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な

　

お
折
本
形
式
の
文
書
は
一
折
を
「
幅
」
と
表
記
し
た
。

一
、
年
表
記
は
各
文
書
の
記
載
に
従
い
、
参
考
と
し
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該
当
す
る
西
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付
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。

一
、
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文
の
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れ
る
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要
領
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。
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漢
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新
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体
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字
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。
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本
文
に
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点
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、）
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よ
び
並
列
点
（
�
）
を
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宜
加
え
た
。

③
文
字
の
欠
損
部
分
は
、
字
数
が
推
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で
き
る
も
の
は
□
で
示
し
、
字
数
不
明
の
場
合
は
［　

］
で
示
し
た
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判

読
不
能
な
も
の
は
☒
で
示
し
た
。

④
校
訂
注
は
〔　

〕、
人
名
な
ど
参
考
の
た
め
の
注
は
（　

）
で
、
本
文
の
傍
に
示
し
た
。

⑤
上
書
�
異
筆
�
印
文
等
は
「　

」
で
示
し
（　

）
で
傍
注
を
加
え
た
。
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解
説
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憲
�
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俊
�
岡
本
真
�
須
田
牧
子
�
辻
大
和
�
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辺
美
季
が
執
筆
し
た
。
分
担
は
各
解
説
の
最

　

後
に
付
し
た
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国
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俊
�
ト
ラ
ビ
ス
�
サ
イ
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［Travis Seifm

an

］（
史
料
編
纂
所
）�
李

　

侑
儒
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台
湾
�
国
家
海
洋
研
究
院
海
洋
政
策
及
文
化
研
究
中
心
）�
渡
辺
美
季
が
作
成
し
た
。
編
集
は
渡
辺
美
季
（
統

　

括
）�
黒
嶋
敏
�
須
田
牧
子
が
担
当
し
、
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
編
集
作
業
は
荒
木
和
憲
が
担
当
し
た
。
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［４］箚付 

参考 箚付 兵部箚付 明国箚付（万暦二十三年二月四
日　前田玄以宛）

万暦 23 年（1595）
2 月 4 日

東京大学史料編纂
所

1 箚付 両江総督箚付 兩江總督為軍務事 順治 17 年（1660）
2 月 16 日

中央研究院歴史語
言研究所

2 箚付 親軍後将軍戎旗副
総府庫箚付

王翀箚名王應祥訴請換箚錄用由 昭武元年（1678）
4 月 11 日

中央研究院歴史語
言研究所

3 箚付 安遠靖寇大将軍箚
付

安遠靖寇大將軍為獎勵歸誠事 康熙 18 年（1679）
2 月 24 日

中央研究院歴史語
言研究所

4 箚付 安遠靖寇大将軍箚
付

安遠靖寇大將軍為獎勵歸誠事 康熙 18 年（1679）
4 月 19 日

中央研究院歴史語
言研究所

5 箚付 安遠靖寇大将軍箚
付

安遠靖寇大將軍為獎勵歸誠事 康熙 18 年（1679）
4 月 19 日

中央研究院歴史語
言研究所

第Ⅲ章　上奏文書
［１］表文・箋文

1 表文 朝鮮国王李倧表文 清崇德二年朝鮮國王李倧上表　
一巻

崇徳 2 年 (1637)
4 月 19 日

中央研究院歴史語
言研究所

2 箋文 朝鮮国王李倧箋文 朝鮮國王箋進元旦奉物貢表   崇徳 8 年（1643）
正月 1 日

中央研究院歴史語
言研究所

3 表文 朝鮮国王李淏表文             朝鮮國王李淏表賀萬壽聖節      順治 8 年（1651）
正月 29 日

中央研究院歴史語
言研究所

4 表文 朝鮮国王李焞表文 朝鮮國王為慶賀長至令節事 康熙 56 年（1717）
11 月 20 日

中央研究院歴史語
言研究所

5 表文 朝鮮国王李昑表文 清乾隆二十八年朝鮮國王李昑上
表　一巻

乾隆 28 年 (1763)
11 月 2 日

中央研究院歴史語
言研究所

6 表文 琉球国王世子尚貞
表文

琉球國中山王世子為恭請新封事        康熙 19 年（1680）
9 月 30 日

中央研究院歴史語
言研究所

7 表文 琉球国王尚穆表文 琉球國中山王進貢方物表文 乾隆 45 年（1780）
11 月 6 日

中央研究院歴史語
言研究所

8 表文 孔子七十一代孫孔
昭煥表文 

孔子七十一代孫襲封衍聖公孔昭
煥長至進賀崇慶皇太后表文 

乾隆 24 年（1759）
11 月 4 日

中央研究院歴史語
言研究所

9 表文 提督湖北総兵官斐
凌阿巴図魯閆俊烈
表文 

提督湖北總兵官斐凌阿巴圖魯閆
俊烈進賀長至表文 

嘉慶 24 年（1819）
11 月 06 日

中央研究院歴史語
言研究所

［２］奏本

1 奏本 琉球国王世曽孫尚
敬奏本

琉球國王請封副奏 康熙 55 年 (1716)
10 月 11 日

中央研究院歴史語
言研究所

第Ⅳ章　書

1 書 石星書 （石星）與某人書 万暦 22 年（1594）
2 月 1 日

何創時書法芸術基
金会

2 書 楊鎬書 （楊鎬）與豐臣秀吉書 万暦 25 年（1597）
5 月 16 日

何創時書法芸術基
金会

3 書（拝帖） 毛文龍書（拝帖） 毛文龍致金國汗帖 年代未詳 中央研究院歴史語
言研究所

4 書 毛文龍書 毛文龍致清太宗書 天聡元年 (1627) 中央研究院歴史語
言研究所

5 書 金国汗書 金國汗致大明國皇帝書 天聡元年 (1627)
10 月 2 日

中央研究院歴史語
言研究所

6 書 毛文龍書 都督毛文龍致金國汗書 天聡 3 年（1629）
3 月 1 日

中央研究院歴史語
言研究所

7 書 平義成書 寬永十六己卯歲倭書 崇徳 4 年（1639） 中央研究院歴史語
言研究所

8 書（満文訳） 平義成書（満文訳） 日本國平義成與朝鮮國書 崇徳 4 年（1639）
9 月 10 日 ～ 10 月
21 日カ

中央研究院歴史語
言研究所
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番号 様式 史料名 所蔵機関登録名 年月日（西暦） 所蔵機関

第Ⅰ章　皇帝文書
［１］詔勅

1 詔書 清 太 宗（ 皇 太 極 ）
詔書

皇太極詔書 崇徳 5 年（1640）
5 月日

中央研究院歴史語
言研究所

2 詔書 清 世 祖（ 順 治 帝 ）
詔書

封琉球國中山王尚質詔書     順治 11 年（1654）
7 月 1 日

中央研究院歴史語
言研究所

3 詔書稿 清 世 祖（ 順 治 帝 ）
詔書稿

封琉球國王詔書稿 順治 11 年（1654）
7 月 1 日

中央研究院歴史語
言研究所

4 詔書稿 清 聖 祖（ 康 煕 帝 ）
詔書稿

康熙帝詔封尚貞為琉球國中山王
［稿］ 

康熙 21 年（1682）
5 月日

中央研究院歴史語
言研究所

5 勅諭 明 英 宗（ 正 統 帝 ）
勅諭

正統帝敕諭剌麻謹敦監參事   正統 8 年（1443）
10 月 25 日

中央研究院歴史語
言研究所

6 勅諭 清太祖（努爾哈斉）
勅諭 

天命癸亥年敕諭 天命 8 年（1623） 中央研究院歴史語
言研究所

7 勅諭 清 太 宗（ 皇 太 極 ）
勅諭 

禁止同族内結婚敕諭 天聡 5 年（1631）
7 月 8 日

中央研究院歴史語
言研究所

8 勅諭 明 毅 宗（ 崇 禎 帝 ）
勅諭

明崇禎三年諭朝鮮國王勿媾倭款
奴敕     

崇禎 3 年（1630）
6 月 19 日

中央研究院歴史語
言研究所

9 勅諭 明 毅 宗（ 崇 禎 帝 ）
勅諭

賜朝鮮國王文綺銀兩等物 崇禎 7 年（1634）
3 月 3 日

中央研究院歴史語
言研究所

10 勅諭 清 太 宗（ 皇 太 極 ）
勅諭 

元旦令節皇帝誕辰行禮儀注清字
敕諭 

崇徳元年（1636）
5 月 14 日

中央研究院歴史語
言研究所

11 勅諭 清 世 祖（ 順 治 帝 ）
勅諭

朝鮮國王李倧違旨復用廢員敕諭         順治元年（1644）
4 月 11 日

中央研究院歴史語
言研究所

12 勅諭 清 世 祖（ 順 治 帝 ）
勅諭

河南總兵劉洪起坐名敕書 順治 2 年（1645） 中央研究院歴史語
言研究所

参考 詔勅目録 明清冊封詔勅目録 明清冊封詔勅目録 明治 36 年（1903） 東京大学史料編纂
所

［２］官職・身分授与文書

参考 1 勅命 明 武 宗（ 正 徳 帝 ）
勅命

明孝宗皇帝弘治勅命 弘治 18 年（1505）
8 月 20 日

東京大学総合図書
館（鴎外文庫）

1 誥命 明 神 宗（ 万 暦 帝 ）
誥命

萬暦帝贈劉應節誥命 万暦 19 年（1591）
4 月 5 日

何創時書法芸術基
金会

参考 2 誥命 明 熹 宗（ 天 啓 帝 ）
誥命

明天啓帝制誥零文　天啓二年 天啓 2 年（1622） 東京大学史料編纂
所

2 勅書（誥命） 清太祖（努爾哈斉）
勅書（誥命）

天命丙寅年誥命 天命 11 年（1626） 中央研究院歴史語
言研究所

3 勅命 清 世 祖（ 順 治 帝 ）
勅命

趙國彥襲陞為三等阿達哈哈番敕
命 

順治 9 年（1652）
正月 26 日

中央研究院歴史語
言研究所

4 誥命 清 高 宗（ 乾 隆 帝 ）
誥命　 

福陵右翼副總管佟海為中憲大夫
誥命 

乾隆 16 年（1751）
11 月 25 日

中央研究院歴史語
言研究所

第Ⅱ章　官文書
［１］咨文

参考 1 咨文 大明副使蒋洲咨文 蒋洲咨文 嘉靖 35 年（1556）
11 月 3 日

東京大学史料編纂
所

1 咨文 朝鮮国王咨文 朝鮮國王為補賜符驗以便朝聘事 崇禎 3 年（1630）
12 月日

中央研究院歴史語
言研究所

参考 2 咨文 福建布政司咨文 道光福建布政司咨 道光 28 年（1848）
4 月 27 日

沖縄県立図書館 

［２］題行稿  

1 題行稿 兵部題行稿 兵部為倭情事  崇禎 8 年（1635）
9 月日

中央研究院歴史語
言研究所

［３］塘報

1 塘報 宣諭朝鮮副総兵官
塘報 

宣諭朝鮮副總兵官為塘報事 崇禎 14 年（1641）
10 月 13 日

中央研究院歴史語
言研究所

2 塘報 整飭懐隆兵備塘報 整飭懷隆兵備為飛報合勦叛兵事 崇禎 17 年（1644）
2 月 27 日

中央研究院歴史語
言研究所

3 塘報 天津総督塘報 天津總督為陳洪範等遠來進貢由 順治元年（1644）
8 月 29 日

中央研究院歴史語
言研究所

所収史料一覧
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総
論

　

本
書
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
二
〇
一
九
‐
二
〇
二
〇

年
度
一
般
共
同
研
究
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
明
清
中
国
公
文
書

関
係
史
料
の
比
較
研
究
」
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。

１　

本
研
究
の
概
要

  

史
料
編
纂
所
に
は
、
明
清
時
代
中
国
の
公
文
書
な
ら
び
に

そ
の
関
連
文
書
が
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、

日
本
（
一
部
は
琉
球
）
と
の
外
交
関
係
の
な
か
で
も
た
ら
さ

れ
た
「
外
交
文
書
」
で
あ
る
が
、
一
方
で
「
美
術
品
・
骨
董

品
」
の
類
と
し
て
日
本
に
流
入
し
た
（
外
交
と
は
無
関
係
な
）

文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
中
近
世
東
ア
ジ
ア
の
国

際
関
係
を
読
み
解
く
た
め
の
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
ま
た
日

本
に
お
け
る
中
国
公
文
書
の
社
会
的
価
値
を
具
体
的
に
検
討

し
得
る
好
素
材
で
あ
る
。

  

こ
れ
ら
の
文
書
に
関
し
て
は
、
す
で
に
史
料
原
本
の
基
礎

的
調
査
や
日
本
国
内
に
残
存
す
る
関
連
・
類
似
文
書
と
の
比

較
分
析
が
進
め
ら
れ
、
一
定
の
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
様
式
・
形
態
や
作
成
・
発
給
過
程
に
つ
い
て
の

制
度
的
研
究
、
お
よ
び
明
清
両
朝
―
―
特
に
そ
の
「
内
政
」

―
―
に
お
い
て
実
際
に
発
給
さ
れ
た
同
類
文
書
と
の
比
較
検

討
は
、
未
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
日
本
や
琉
球
に
発

給
さ
れ
た
「
外
交
文
書
」
は
、
明
清
両
朝
に
お
け
る
「
国
内

文
書
」
と
同
じ
な
の
か
違
う
の
か
。
日
本
社
会
で
「
美
術
品
・

骨
董
品
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
文
書
の
、
明
清
両
朝
に
お

け
る
「
本
来
の
姿
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

  

こ
う
し
た
関
心
を
出
発
点
と
し
て
、
本
研
究
で
は
、
こ
れ

ら
の
文
書
の
様
式
・
形
態
・
作
成
・
発
給
に
関
わ
る
明
清
の

諸
規
定
を
把
握
し
た
上
で
、
当
該
文
書
と
規
定
と
の
対
照
分

析
を
行
い
、
さ
ら
に
台
湾
所
在
の
関
連
・
同
類
文
書
と
の
比

較
検
討
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
規
定
と

実
態
の
両
面
か
ら
こ
れ
ら
の
文
書
の
古
文
書
学
的
な
位
置
づ

け
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
共
有
し

得
る
レ
ベ
ル
で
の
「
史
料
の
研
究
資
源
化
」
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

２　

史
料
編
纂
所
所
蔵
の
明
清
公
文
書

　

史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
明
清
公
文
書
の
原
本
は
、
清
と

日
本
（
江
戸
幕
府
）
の
間
に
公
的
関
係
が
形
成
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
の
影
響
も
あ
り
、
す
べ
て
明
代
の
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
登
録
名
称
を
年
代
順
に
挙
げ
る
と
、
①
蒋
洲
咨
文

（
一
五
五
六
年
）、②
明
国
福
建
巡
撫
許
孚
遠
回
文
（
一
五
九
四

年
）、③
同
前
檄
文
（
一
五
九
四
年
）、④
明
国
箚
付
（
一
五
九
五

年
）、
⑤
明
天
啓
帝
制
誥
零
文
（
一
六
二
二
年
）
の
五
点
で

あ
る
。
他
に
国
内
に
存
在
す
る
（
あ
る
い
は
か
つ
て
存
在
し

て
い
た
）
文
書
の
写
本
や
写
真
も
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

①
～
④
は
日
明
関
係
（
特
に
②
～
④
は
文
禄
慶
長
の
役
［
壬

辰
丁
酉
倭
乱
］）
の
な
か
で
明
の
官
人
が
日
本
の
大
名
な
ど

に
発
給
し
た
「
外
交
文
書
」
で
、
⑤
は
日
本
と
は
直
接
関
係

な
く
、
近
世
ま
た
は
近
代
に
お
い
て
日
本
に
流
入
し
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
⑤
と
同
様
の
史
料
と
し
て
東
京
大
学
総
合
図

書
館
に
は
、
文
豪
森
鴎
外
の
旧
蔵
書
で
あ
る
⑥
「
明
・
弘
治

十
八
年
（
一
五
〇
五
）
八
月
二
十
日
勅
命
」
も
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
史
料
編
纂
所
以
外
に
も
日
本
国
内
各
所
に
は
、
日
本

に
関
わ
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
日
本
と
は
無
関
係
な
明
清
公

文
書
が
比
較
的
良
好
な
状
態
で
伝
存
し
て
い
る
。
古
来
よ
り
、

唐
物
や
漢
籍
を
盛
ん
に
輸
入
し
、
中
国
文
化
の
咀
嚼
に
熱
心

で
あ
っ
た
日
本
社
会
で
は
、
発
給
先
を
問
わ
ず
明
清
公
文
書

そ
の
も
の

0

0

0

0

に
関
心
を
寄
せ
、
重
宝
・
珍
蔵
す
る
文
化
的
土
壌

が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
名
・
寺
社
・
学
者
・
商

人
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
、
明
清
（
特
に
明
）
公
文
書
の
収

集
・
伝
来
を
担
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
日
本
と
は
異
な
り
、
琉
球
は
明
清
時
代
を
通
じ
て

中
国
と
の
公
的
関
係
を
維
持
し
た
。
こ
の
た
め
中
国
か
ら
発

給
さ
れ
た
公
文
書
（
＝
「
外
交
文
書
」）
は
中
央
政
府
（
首

里
王
府
）
が
管
理
し
て
き
た
。
こ
の
内
、
明
代
の
文
書
は
、

数
次
に
わ
た
る
王
城
の
火
災
や
薩
摩
の
大
名
島
津
氏
に
よ
る

侵
攻
（
一
六
〇
九
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た

が
、
清
代
の
文
書
の
多
く
は
一
八
七
九
年
の
明
治
政
府
に
よ

る
琉
球
併
合
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し

主
要
な
文
書
は
明
治
政
府
に
ま
と
め
て
接
収
さ
れ
た
後
に
失

わ
れ
（
大
半
は
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に
て
焼
失
し

た
）、
ま
た
太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄
戦
（
一
九
四
五
年
）

な
ど
も
あ
っ
て
、
伝
存
状
況
は
芳
し
く
な
い
。
こ
う
し
た
な

か
史
料
編
纂
所
の
前
身
で
あ
る
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛

が
、
明
治
政
府
が
接
収
し
た
首
里
王
府
旧
蔵
の
明
清
皇
帝
の

詔
勅
目
録
を
作
成
し
、
そ
れ
が
⑦
明
清
冊
封
詔
勅
目
録

（
一
九
〇
三
年
）
と
し
て
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
⑧
道
光
福
建
布
政
司
咨
（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）
な
ど
、

沖
縄
県
内
を
中
心
に
明
清
公
文
書
の
原
本
・
謄
写
本
が
複
数

残
存
し
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
予
備
調
査
の
上
で
、
東
京
大
学
所
蔵
の
①
・

④
～
⑦
に
加
え
、
⑧
も
参
考
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
、
台
湾

所
在
文
書
と
の
比
較
検
討
の
素
材
と
す
る
こ
と
に
し
た
。 

３　

台
湾
調
査
の
概
要

　

台
湾
で
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
三
・
一
五
日
に
台
北
の

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
（
以
下
、
史
語
所
）
を
訪
問

し
、
明
清
檔
案
工
作
室
な
ら
び
に
劉
序
楓
氏
（
同
研
究
院
人

文
社
会
科
学
研
究
中
心
研
究
員
）
の
多
大
な
協
力
の
も
と
、

内
閣
大
庫
檔
案
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

内
閣
大
庫
檔
案
は
、
紫
禁
城
内
の
内
閣
大
庫
に
保
管
さ
れ

て
き
た
膨
大
な
各
種
公
文
書
（
檔
案
）
群
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
清
朝
滅
亡
後
、
部
分
的
に
散
逸
し
た
も
の
の
、
日
中
戦
争
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と
国
共
内
戦
に
よ
る
混
乱
を
経
て
、
現
在
は
主
に
北
京
の
第

一
歴
史
檔
案
館
（
約
一
〇
〇
〇
万
点

（

１

））
と
台
北
の
史
語
所
（
約

三
一
万
点
）
お
よ
び
故
宮
博
物
院
文
献
館
（
約
四
〇
万
件
）

に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
大
半
は
清
代
の
文
書
で
あ

り
、
明
代
の
文
書
は
第
一
歴
史
檔
案
館
に
約
三
〇
〇
〇
件
、

史
語
所
に
約
四
〇
〇
〇
件
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
多
く
が
明

末
（
天
啓
・
崇
禎
年
間
）
の
文
書
で
あ
る
。
な
お
清
代
の
文

書
は
、
内
閣
に
て
保
管
さ
れ
て
い
た
各
種
檔
案
の
ほ
か
に
、

「
瀋
陽
旧
檔
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
群
が
あ
り
、
こ
れ
は
入
関

前
の
清
の
檔
案
で
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
史
語
所
所
蔵
史
料
の
う
ち
、
参
考
史

料
と
し
て
取
り
上
げ
た
六
点
の
文
書
を
規
準
に
、
こ
れ
と
同

類
の
文
書
（
す
な
わ
ち
詔
書
・
勅
書
・
誥
命
・
勅
命
・
咨
文
・

箚
付
）、
な
ら
び
に
同
様
の
要
素
を
持
つ
文
書
（
例
え
ば
関

防
印
）
を
比
較
検
討
の
対
象
と
し
て
抽
出
し
、
検
討
を
行
っ

た
（
以
下
、
図
も
参
照
さ
れ
た
い
）。
ま
た
「
外
交
文
書
」

間
の
比
較
を
行
う
た
め
、
琉
球
・
朝

鮮
と
明
清
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た

文
書
も
積
極
的
に
抽
出
し
た
（
明
清

―
日
本
の
文
書
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
）。
さ
ら
に
日
本
に
関
わ
る

内
容
を
持
つ
も
の
は
、
参
考
史
料
と

の
関
連
を
問
わ
ず
抽
出
し
た
。
年
代

に
つ
い
て
は
、
参
考
史
料
と
の
比
較

の
観
点
か
ら
明
代
と
清
初
の
文
書
を

優
先
的
に
抽
出
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
一
四
日
に
は
、

多
く
の
明
清
書
蹟
を
所
蔵
す
る
何
創

時
書
法
芸
術
基
金
会
（
台
北
）
も
訪

問
し
、
そ
の
ご
高
配
を
得
て
、
慶
長

の
役
（
丁
酉
再
乱
）
の
際
に
明
の
援

軍
を
指
揮
し
て
い
た
楊
鎬
に
よ
る
豊

臣
秀
吉
宛
の
書
（
一
五
九
七
年
）
の

ほ
か
、
文
禄
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
に

関
わ
る
内
容
を
持
つ
兵
部
尚
書
石
星

の
書
、
明
神
宗
（
万
暦
帝
）
誥
命
な

ど
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
楊

鎬
の
書
は
、
咨
文
の
様
式
を
部
分
的

に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
私
的
な
文

書
と
し
て
の
書
の
体
裁
を
取
り
な
が

ら
公
的
な
案
件
の
処
理
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
日
明
間
の

「
外
交
文
書
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
咨
文
の
性
質
を
検
討
す

る
上
で
も
興
味
深
い
素
材
と
言
え
る
。
そ
こ
で
こ
れ
と
比
較

す
る
た
め
、
内
閣
大
庫
檔
案
に
含
ま
れ
る
同
時
期
の
書
の
う

ち
、
公
人
の
間
で
公
的
な
問
題
処
理
の
た
め
に
や
り
と
り
さ

れ
た
公
文
書
と
し
て
の
性
格
の
濃
い
書
も
調
査
し
た
。
な
お

石
星
の
書
は
私
人
の
間
で
私
的
に
や
り
と
り
さ
れ
た
、
非
公

文
書
で
あ
る
。

４　

本
研
究
の
成
果
と
課
題

　

台
湾
に
て
調
査
し
た
文
書
は
、
参
考
史
料
と
と
も
に
、「
皇

帝
文
書
」「
官
文
書
」「
上
奏
文
書
」
「
書
」
の
四
つ
に
大
別

し 

、
同
種
の
文
書
ご
と
に
下
位
区
分
を
設
け
て
整
理
し
た

（

２

）。

そ
の
上
で
、文
書
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
、文
書
の
様
式
（
主

に
書
式
・
文
体
）
・
形
態
（
主
に
素
材
・
書
体
・
封
式
）
や

内
容
を
分
析
・
検
討
す
る
と
同
時
に
、『
大
明
会
典
』『
大
清

会
典
』『
大
清
会
典
事
例
』
を
中
心
と
し
た
諸
規
定
を
確
認
し
、

文
書
の
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
作
業
を
行
っ
た
。

　

明
清
時
代
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
比
し
て
、
各
種
公
文

書
の
様
式
や
形
態
が
法
令
・
政
書
の
な
か
に
明
確
に
規
定
さ

れ
て
い
た
と
さ
れ
る

（

３

）。
今
回
調
査
し
た
文
書
や
参
考
史
料
も
、

少
な
く
と
も
様
式
は
概
ね
規
定
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い

た
。
と
は
い
え
規
定
と
十
分
整
合
し
な
い
も
の
（
例
：
箚
付

の
署
押
者
）、
規
定
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
（
例
：
誥
命
用

布
の
各
色
の
配
列
）、
文
書
自
体
の
規
定
が
存
在
し
な
い
も

の
（
例
：
題
行
稿
）、
明
代
に
規
定
を
伴
わ
ず
に
出
現
し
清

代
に
規
定
化
さ
れ
た
文
書
（
例
：
塘
報
）
な
ど
、
規
定
「
外
」

の
要
素
も
散
見
さ
れ
、
規
定
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
規
定
に

留
ま
ら
な
い
複
雑
な
運
用
実
態
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

  

た
だ
し
今
回
の
調
査
で
は
、
動
乱
期
で
あ
る
明
末
清
初
の

文
書
を
中
心
に
検
討
し
た
た
め
に
、
必
然
的
に
規
定
と
の
ブ

Ⅰ-[1]-参考 明清冊封詔勅目録
（⑦明清冊封詔勅目録）

Ⅰ-[2]-参考1 明武宗（正徳帝）勅命
（⑥明・弘治十八年八月二十日勅命）
Ⅰ-[2]-参考2 明熹宗（天啓帝）誥命
（⑤明天啓帝制誥零文）

Ⅱ-[1]-参考1 大明副使蒋洲咨文
（①蒋洲咨文）
Ⅱ-[1]-参考2 福建布政司咨文
（⑧道光福建布政司咨）

Ⅱ-[4]-参考 兵部箚付
（④明国箚付）

[1]詔書・勅書（含：琉球・朝鮮宛）

[2]誥命・勅命

[1]咨文

[2]題行稿

[3]塘報

[4]箚付

（関防印）

[1]表文・箋文

[2]奏本

書

（封筒）

（朝鮮差出）

（日本関係）

（含：琉球・朝鮮差出）

（琉球差出）

＊咨文の様式を取り
入れた書（楊鎬書）

（含：日本宛、日本関係）

Ⅰ.皇帝文書

Ⅱ.官文書

Ⅲ.上奏文書

Ⅳ.書（私文書）

日本所在史料 台湾所在史料

（参考史料）

＊（石星書）

公文書

非公文書
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レ
が
よ
り
多
く
見
出
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
意
味
で

は
本
研
究
に
よ
る
知
見
は
極
め
て
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
を
集
中
的
に
扱
っ
た
こ
と
で
、
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
状
況
の
な
か
で
、
規
定
が
ど
の
よ
う
に
機
能

し
た
の
か
／
し
な
か
っ
た
の
か
を
観
察
し
得
る
事
例
を
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は

な
い
か
。
例
え
ば
、
用
意
さ
れ
つ
つ
も
情
勢
変
化
や
戦
略
変

更
に
よ
り
撤
回
さ
れ
た
勅
諭
や
、
対
抗
勢
力
の
懐
柔
の
た
め

に
用
い
ら
れ
た
任
命
箚
付
、
明
制
を
模
倣
し
つ
つ
清
制
を
組

み
込
ん
だ
清
初
の
誥
命
・
勅
命
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

一
方
、
「
外
交
文
書
」
も
往
々
に
し
て
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

状
況
で
作
成
・
発
給
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
は
規
定
や
慣
例
に

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
参
考
史
料
の
「
兵

部
箚
付
」
（
任
命
箚
付
）
に
関
し
て
は
、
真
偽
判
別
の
た
め

の
割
印
・
割
字
が
な
い
こ
と
か
ら
、
「
明
朝
は
、
辺
境
の
番

夷
に
授
け
る
官
職
の
管
理
に
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
を
期
さ
な

か
っ
た
」
、
あ
る
い
は
「
発
給
者
で
あ
る
兵
部
が
、
対
象
者

の
北
京
へ
の
出
頭
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
」
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

（

４

）。
な
お
任
命
箚
付
の
割
印
・
割
字
は
、
規
定

に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
現
存
例

（

５

）な
ど
か
ら
、
通
常
は

な
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

  

他
方
、
今
回
調
査
し
た
任
命
箚
付
四
通
は
、
三
藩
の
乱
の

最
中
に
清
ま
た
は
呉
三
桂
の
陣
営
に
て
発
給
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
い
ず
れ
も
割
印
・
割
字
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

番
夷
（
「
国
外
」
）
か
中
華
（
「
国
内
」
）
か
、
あ
る
い
は
北
京

へ
出
頭
す
る
か
否
か
以
前
に
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
状
況
下
に

お
け
る
任
命
箚
付
が
「
あ
る
程
度
融
通
の
き
く
形
で
発
給
さ

れ
て
い
た
」
可
能
性
を
示
唆
す
る

（

６

）。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、

こ
の
柔
軟
性
は
、
他
の
明
清
公
文
書
に
も
見
出
し
得
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
い
っ
そ
う
の
事
例
分
析
と
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
王
朝
に
お

い
て
は
、
皇
帝
が
華
夷
の
別
な
く
「
天
下
」
を
支
配
す
る
と

い
う
理
念
上
、「
外
政
」
と
「
内
政
」
は
区
別
さ
れ
ず
、「
外

交
文
書
」
も
「
国
内
文
書
」
と
同
一
の
次
元
で
処
理
さ
れ
る

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

（

７

）。
実
際
、
明
清
諸
規
定
に
お
い
て

も
「
外
交
文
書
」
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
「
国

内
文
書
」
と
は
異
な
る
側
面
も
ま
た
看
取
で
き
る
。
例
え
ば

原
則
と
し
て
皇
帝
に
返
却
す
べ
き
詔
勅
は
、
少
な
く
と
も
琉

球
に
関
し
て
は
国
に
留
め
る
こ
と
が
特
例
と
し
て
許
可
さ
れ

て
お
り
、
参
考
史
料
『
明
清
冊
封
詔
勅
目
録
』
に
列
記
さ
れ

る
多
く
の
詔
勅
は
こ
の
特
例
の
結
果
と
言
え
る
（
朝
鮮
も
返

却
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る

（

８

））。
ま
た
清

代
中
期
に
は
、
上
奏
文
書
の
一
つ
で
あ
る
奏
本
の
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
が
、
朝
貢
国
の
国
王
だ
け
は
以
後
も
こ
れ
を
使
用

し
続
け
た
。
こ
の
た
め
奏
本
は
期
せ
ず
し
て
、
朝
貢
国
専
用

文
書
＝
「
外
交
」
専
用
文
書
と
な
っ
て
い
く

（

９

）。

  

さ
ら
に
朝
貢
国
の
方
か
ら
、
独
自
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
表
箋
文
に
お
け
る
朝
鮮
国
王

印
の
補
画
（
補
筆
）
は
そ
の
最
た
る
例
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
た
文
書
の
な
か
で
、
押
印
の
補
画
が
確
認
で
き
た
の
は
朝

鮮
の
表
箋
文
の
み
で
あ
り
（
朝
鮮
側
記
録
に
よ
れ
ば
咨
文
で

も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

）

（1

（

）、
明
清
諸
規
定
に
精
通
し
て
い

た
は
ず
の
朝
鮮
が
、
明
清
「
国
内
」
で
も
琉
球
で
も
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
押
印
補
画
を
、
な
ぜ
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
表
文
で
も
朝
鮮

と
琉
球
で
は
、
黄
籤
の
素
材
や
表
紙
の
付
け
方
な
ど
細
か
い

点
が
異
な
っ
て
お
り
、
何
を
参
考
に
ど
の
よ
う
な
過
程
で
作

成
し
て
い
た
の
か
、
本
国
の
文
書
作
成
過
程
に
遡
っ
て
検
討

す
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

以
上
、
甚
だ
粗
略
な
が
ら
、
台
湾
調
査
で
得
ら
れ
た
知
見

と
新
た
な
課
題
の
概
要
を
述
べ
た
。
本
研
究
で
は
、
台
湾
調

査
の
成
果
を
活
か
す
べ
く
、
続
い
て
韓
国
を
訪
問
し
、
明
清

中
国
か
ら
朝
鮮
に
発
給
さ
れ
た
公
文
書
（
原
本
）
の
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
流
行
の
前
に
、
韓
国
調
査
は
今
も
っ
て
果

た
せ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
台
湾
調
査
の
成
果
を
先
行
し
て
公

刊
す
る
こ
と
に
し
た
。
近
い
未
来
に
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
韓

国
調
査
の
実
現
を
経
て
、
本
書
の
続
編
を
ま
と
め
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

最
後
に
、
格
別
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
中
央
研
究
院
歴

史
語
言
研
究
所
（
特
に
明
清
檔
案
工
作
室
）
・
何
創
時
書
法

芸
術
基
金
会
、そ
し
て
劉
序
楓
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

   
 
   

   
   

     
   

     
   

     
  

（
渡
辺
美
季
） 

（
１
）
こ
の
内
、
元
来
故
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
は
約
五
〇
〇
万
点
で
、
残
り
は
全
国
か  

ら
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
こ
の
区
分
は
荒
木
和
憲
氏
が
、
古
代
・
中
世
の
日
本
の
往
復
外
交
文
書
の
文
書
様
式
―

―
氏
は
こ
れ
を
「
書
式
と
文
体
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
も
の
」
と
す
る
―
―
の
相
対
的
把
握

に
際
し
て
用
い
た
「
皇
帝
文
書
」「
官
文
書
」「
皇
帝
・
天
皇
へ
の
上
行
文
書
」「
書
簡
」
の
四

区
分
を
参
照
し
た
（
荒
木
和
憲
「
中
世
日
本
往
復
外
交
文
書
を
め
ぐ
る
様
式
論
的
研
究
」『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
四
、二
〇
二
一
年
、
二
一
五
頁
）。

（
３
）
黄
正
建
（
江
川
式
部
訳
）「
中
国
公
文
書
学
概
要
―
公
文
書
の
様
式
研
究
を
中
心
に
」

小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲
編
『
古
文
書
の
様
式
と
国
際
比
較
』
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
、
二
〇
二
〇
年
、
二
四
八
頁
。

（
４
）
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
論
考
に
て
指
摘
さ
れ
る
。
須
田
牧
子
「
原
本
調
査
か
ら
見
る
豊
臣
秀

吉
の
冊
封
と
陪
臣
へ
の
授
職
」『
琉
球
史
料
学
の
船
出
―
い
ま
、
歴
史
情
報
の
海
へ
』（
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
七
年
、
二
九
〇
―
二
九
一
頁
）、
大
野
晃
嗣
「
明
朝
と
豊
臣
政
権
交
渉
の
一
駒

―
明
朝
兵
部
発
給
「
箚
付
」
が
語
る
も
の
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
八
―
二
、
二
〇
一
九
年
、

一
三
六
―
一
三
七
頁
）。

（
５
）
夏
成
徳
宛
兵
部
箚
付
三
通
（
崇
禎
三
・
一
三
・
一
四
年
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
所
蔵
）

お
よ
び
張
乱
毅
宛
湖
広
容
美
等
処
軍
民
宣
慰
使
箚
付
一
通
（
康
煕
四
九
年
、
同
前
所
蔵
）。

（
６
）
本
書
九
八
―
九
九
頁
（
須
田
牧
子
氏
に
よ
る
Ⅱ-

［
４
］-

４
・
５
の
解
説
文
）。

（
７
）
註
２
所
掲
荒
木
論
文
、
二
一
六
―
二
一
七
頁
。

（
８
）
本
書
九
頁
（
渡
辺
に
よ
る
Ⅰ
詔
勅
の
解
説
文
）。

（
９
）
何
新
華
『
清
代
朝
貢
文
書
研
究
』
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
四
〇
頁
。

（
（1
）
本
書
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
（
辻
大
和
氏
に
よ
る
Ⅲ-

［
１
］-

２
の
解
説
文
）。
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明清中国関係文書の比較研究9

  第Ⅰ章　皇帝文書  

　　　　　 [1] 詔 勅 

　　　　龍紋（五爪龍）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「制誥之宝」　　

Ⅰ -[1]-1　清太宗（皇太極）詔書　崇徳 5年（1640）5 月日　



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 10

Ⅰ -[1]-2　清世祖（順治帝）詔書　順治 11 年（1654）7 月 1 日



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究11

Ⅰ -[1]-3　清世祖（順治帝）詔書稿　順治 11 年（1654）7 月 1 日

　　　　雲龍紋（上辺 ,加工画像）

　　　　雲龍紋（下辺 ,加工画像）



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 12



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究13

Ⅰ -[1]-4　清聖祖（康熙帝）詔書稿　康熙 21 年（1682）5 月日



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 14

Ⅰ -[1]-6　清太祖（努爾哈斉）勅諭　天命 8年（1623）



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究15

Ⅰ -[1]-5　明英宗（正統帝）勅諭　正統 8年（1443）10 月 25 日

Ⅰ -[1]-7　清太宗（皇太極）勅諭　天聡 5年（1631）7 月 8 日



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 16

Ⅰ -[1]-9　明毅宗（崇禎帝）勅諭　崇禎 7年（1634）3 月 3 日



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究17

Ⅰ -[1]-8　明毅宗（崇禎帝）勅諭　崇禎 3年（1630）6 月 19 日

Ⅰ -[1]-10　清太宗（皇太極）勅諭　崇徳元年（1636）5 月 14 日　



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 18

Ⅰ -[1]-11　清世祖（順治帝）勅諭　順治元年（1644）4 月 11 日



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究19

Ⅰ -[1]-12　清世祖（順治帝）勅諭　順治 2年（1645）



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 20

Ⅰ -[1]- 参考　明清冊封詔勅目録　明治 36 年（1903）



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究21

 [2] 官職 ・ 身分授与文書 

Ⅰ -[2]- 参考 1　明武宗（正徳帝）勅命　弘治 18 年（1505）8 月 20 日



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 22



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究23

Ⅰ -[2]-1　明神宗（万暦帝）誥命　万暦 19 年（1591）4 月 5 日



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 24

　　　　切断面①
　　　　（顕微鏡撮影 ,倍率 50 倍）

　　　　切断面②
　　　　（同右）



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究25

Ⅰ -[2]- 参考 2　明熹宗（天啓帝）誥命　天啓 2年（1622）

Ⅰ -[2]-2　清太祖（努爾哈斉）勅書（誥命）　天命 11 年（1626）



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 26

　　　　拡大図（冒頭部）　雲龍紋



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究27

Ⅰ -[2]-3　清世祖（順治帝）勅命　順治 9年（1652）正月 26 日

　　　　　　　　　　　拡大図（中央部）「勅命之宝」
　
　　 漢文（右から左）・満文（左から右）とも末尾の日付の上に押印される



Ⅰ　皇帝文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 28

　　　「奉天誥命」（漢文）

　　　「奉天誥命」（満文）



Ⅰ　皇帝文書

明清中国関係文書の比較研究29

Ⅰ -[2]-4　清高宗（乾隆帝）誥命　乾隆 16 年（1751）11 月 25 日

　　　　　　　「皇帝之宝」

漢文・満文とも末尾の日付の上に押印される



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 30

Ⅱ -[1]-1　朝鮮国王咨文　崇禎 3年（1630）12 月日

　  第Ⅱ章　官文書  

　　　　  [1] 咨 文 

Ⅱ -[1]- 参考 1　大明副使蒋洲咨文　嘉靖 35 年（1556）11 月 3 日

関防印「□□使□□蒋関防」



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究31

Ⅱ -[1]- 参考 2　福建布政司咨文　道光 28 年（1848）4 月 27 日

　　　拡大図（冒頭）

　　　拡大図（末尾）「福建等処承宣布政使司之印」



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 32

　   

　　 [2] 題行稿



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究33

Ⅱ -[2]-1　兵部題行稿　崇禎 8年（1635）9 月日



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 34

　   

　　 [3] 塘  報



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究35

Ⅱ -[3]-1  宣諭朝鮮副総兵官塘報　崇禎 14 年（1641）10 月 13 日

Ⅱ -[3]-2　整飭懐隆兵備塘報　崇禎 17 年（1644）2 月 27 日

関防印「整飭懐隆兵備関防」



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 36



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究37

Ⅱ -[3]-3　天津総督塘報　順治元年（1644）8 月 29 日

関防印「総督天津鹽課関防」



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 38

　  
　　　　  [4] 箚　付 

Ⅱ -[4]- 参考　兵部箚付　万暦 23 年（1595）2 月 4 日



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究39

Ⅱ -[4]-1　両江総督箚付　順治 17 年（1660）2 月 16 日

関防印「総督江南江西等處地方□
〔 軍 務 兼 〕

□□理糧餉関防」



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 40

Ⅱ -[4]-2　親軍後将軍戎旗副総府庫箚付　昭武元年（1678）4 月 11 日



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究41

Ⅱ -[4]-2- 付　王翀申状



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 42

Ⅱ -[4]-3　安遠靖寇大将軍箚付　康熙 18 年（1679）2 月 24 日



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究43

Ⅱ -[4]-3- 付　湖広総督蔡毓栄啓（封筒）　

関防印「総督湖広等処軍務兼理糧餉関防」

「安遠靖寇大将軍印」



Ⅱ　官文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 44

Ⅱ -[4]-4　安遠靖寇大将軍箚付　康熙 18 年（1679）4 月 19 日



Ⅱ　官文書

明清中国関係文書の比較研究45

Ⅱ -[4]-5　安遠靖寇大将軍箚付　康熙 18 年（1679）4 月 19 日



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 46

　  第Ⅲ章　上奏文書  

　　[1] 表文 ・ 箋文



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究47

Ⅲ -[1]-1　朝鮮国王李倧表文　崇徳 2年（1637）4 月 19 日

Ⅲ -[1]-2　朝鮮国王李倧箋文　崇徳 8年（1643）正月 1日



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 48

裏面 表面



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究49

Ⅲ -[1]-3　朝鮮国王李淏表文　順治 8年（1651）正月 29 日

Ⅲ -[1]-4　朝鮮国王李焞表文　康熙 56 年（1717）11 月 20 日　
裏面



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 50

「朝鮮国王之印」

表紙（第 1幅裏面）



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究51

Ⅲ -[1]-5　朝鮮国王李昑表文　乾隆 28 年（1763）11 月 2 日

「朝鮮国王之印」

裏表紙（第 6幅裏面）



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 52



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究53

Ⅲ -[1]-6　琉球国王世子尚貞表文　康熙 19 年（1680）9 月 30 日

「琉球国王之印」



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 54



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究55

Ⅲ -[1]-7　琉球国王尚穆表文　乾隆 45 年（1780）11 月 6 日

「皇帝陛下」を二字擡頭



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 56

封筒（裏） 封筒（表）束封



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究57

Ⅲ -[1]-8　孔子七十一代孫孔昭煥表文　乾隆 24 年（1759）11 月 4 日

副本

表文



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 58

束封 封筒（裏） 封筒（表）



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究59

Ⅲ -[1]-9　提督湖北総兵官斐凌阿把図魯閆俊烈表文　嘉慶 24 年（1819）11 月 6 日



Ⅲ　上奏文書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 60

　  
　　　　  〔2〕 奏　本 

「琉球国王之印」



Ⅲ　上奏文書

明清中国関係文書の比較研究61

Ⅲ -[2]-1　琉球国王世曽孫尚敬奏本　康熙 55 年（1716）10 月 11 日

「琉球国王之印」拡大図（押印部） 朱と墨



Ⅳ　書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 62

　  第Ⅳ章　書  



Ⅳ　書

明清中国関係文書の比較研究63

Ⅳ -1　石星書　万暦 22 年（1594）2 月 1 日



Ⅳ　書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 64

Ⅳ -2　楊鎬書　万暦 25 年（1597）5 月 16 日



Ⅳ　書

明清中国関係文書の比較研究65

関防印「経理朝鮮軍務関防」 継目印（関防印と同印を押印）



Ⅳ　書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 66

Ⅳ -3　毛文龍書（拝帖）　年代未詳

毛文龍私印「毛文龍印」

毛文龍私印（割印）

毛文龍私印（割印）

毛文龍私印（割印）

毛文龍私印



Ⅳ　書

明清中国関係文書の比較研究67

Ⅳ -4　毛文龍書　天聡元年（1627）

毛文龍私印（割印） 毛文龍私印



Ⅳ　書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 68

Ⅳ -5　金国汗書　天聡元年（1627）10 月 2 日



Ⅳ　書

明清中国関係文書の比較研究69

Ⅳ -6　毛文龍書　天聡 3年（1629）3 月 1 日

「平遼大将軍印」
満文書き入れ

（後筆）



Ⅳ　書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 70

私印（図書）「義成」



Ⅳ　書

明清中国関係文書の比較研究71

Ⅳ -7　平義成書　崇徳 4年（1639）

私印（図書）「義成」



Ⅳ　書

東京大学史料編纂所研究成果報告 2021-2  2021 年 9 月 72

Ⅳ -7　平義成書（満文訳）　崇徳 4年（1639）9 月 10 日～ 10 月 21 日ヵ
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第
Ⅰ
章
　
皇
帝
文
書

　

皇
帝
か
ら
臣
下
へ
の
下
行
文
書
（
詔
令
文
書
）
と
し
て
、

明
に
は
詔
・
誥
・
制
・
勅
・
冊
・
諭
・
書
・
符
・
令
・
檄
が

あ
り
、
全
て
内
閣
か
ら
頒
発
さ
れ
た
。
清
で
は
詔
・
誥
・
制
・

勅
・
諭
・
旨
な
ど
を
内
閣
か
ら
頒
発
す
る
と
と
も
に
、
軍
機

処
か
ら
「
寄
信
」
と
い
う
形
式
で
諭
旨
が
発
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
皇
帝
文
書
の
内
、
朝
鮮
・
日
本
・
琉
球
な
ど
の
周
辺
諸

国
に
対
し
て
は
詔
書
・
勅
書
・
勅
諭
・
誥
命
な
ど
が
発
給
さ

れ
た
。

［
１
］
詔
勅

　

詔
書
は
、
重
大
な
国
事
を
天
下
臣
民
に
布
告
し
、
内
容
を

周
知
さ
せ
る
文
書
で
あ
る
。
ま
た
朝
貢
国
の
王
を
冊
封
す
る

際
に
も
詔
書
が
用
い
ら
れ
た
。
本
文
は
「
奉
天
承
運
、
皇
帝

詔
し
て
曰
く
」
で
始
ま
り
、
「
天
下
に
布
告
し
て
咸

こ
と
ご
とく

聞
知

せ
し
め
よ
」
な
ど
の
天
下
に
知
ら
し
め
る
文
言
で
終
わ
る
。

末
尾
に
発
給
年
月
日
と
「
皇
帝
之
宝
」
の
玉
璽
が
押
さ
れ
る
。

明
代
の
皇
帝
文
書
で
は
玉
璽
は
年
号
の
一
字
目
に
掛
か
る
よ

う
に
押
さ
れ
た
が
、
清
代
で
は
二
字
目
な
い
し
は
年
数
か
ら

押
さ
れ
て
い
る
。

  

勅
書
・
勅
諭
は
、
官
吏
に
対
す
る
任
命
や
訓
示
、
朝
貢
国

の
王
に
対
す
る
礼
物
賞
賜
な
ど
の
際
に
用
い
ら
れ
た
。
詔
書

と
は
異
な
り
、
一
人
な
い
し
は
複
数
の
特
定
の
個
人
に
対
し

て
発
せ
ら
れ
る
。
本
文
は
「
皇
帝
、
某
に
勅
／
勅
諭
す
」
で

始
ま
り
「
故
に
諭
す
／
勅
す
」
な
ど
の
文
言
で
終
わ
る
。
末

尾
に
発
給
年
月
日
と
「
広
運
之
宝
」
の
玉
璽
が
押
さ
れ
る
。

　

詔
勅
と
も
に
巻
物
の
形
状
で
、
宣
読
の
儀
式
に
よ
っ
て
読

み
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
漢
文
の
場
合
は
句
読
点
を
示
す

圏
点
・
声
調
を
示
す
声
点
が
、
朱
丸
印
で
付
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
玉
璽
の
押
さ
れ
た
詔
勅
原
本
は
、
宣
読
に
よ
る
頒
布
後

（
あ
る
い
は
復
命
の
際
に
）
、
原
則
と
し
て
皇
帝
（
内
閣
大
庫
）

へ
返
還
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
内
閣
大
庫
檔
案
の
な

か
に
多
く
の
詔
勅
原
本
が
残
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ

る
。
例
え
ば
赤
城
美
恵
子
氏
は
、
清
代
に
各
地
に
派
遣
さ
れ

た
恤
刑
官
が
返
却
し
た
勅
諭
が
内
閣
大
庫
文
庫
に
複
数
現
存

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
琉
球
に
対
し
て

は
、
明
清
時
代
を
通
じ
て
詔
勅
を
国
に
留
め
置
く
こ
と
が
特

別
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
琉
球
で
は
こ
れ
を
首
里
城
正
殿
の

二
階
に
格
護
し
て
い
た
。
朝
鮮
で
も
、
承
文
院
が
詔
勅
の
保

管
を
担
当
し
、
一
七
六
九
年
以
降
は
新
設
の
敬
奉
閣
・
欽
奉

閣
に
保
管
し
て
い
る
の
で
、
返
還
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
し
明
清
が
こ
れ
を
公
的
に
承
認
し
て
い
た
の

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

清
代
の
詔
勅
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、
順
治
元
年

(

一
六
四
四)

に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
（
光
緒
『
大
清

会
典
事
例
』
巻
九
四
〇
工
部-

都
水
清
吏
司-

器
用
）。

　
　

詔
書
、
及
び
金
榜
（
科
挙
殿
試
の
合
格
者
を
示
す
黄
金

　
　

の
札
）
は
、
均
し
く
硬
黄
紙
を
用
い
、
表
裏
二
層
と
す
。

　
　

勅
書
は
三
等
に
分
け
、
一
に
金
龍
香
箋
な
り
。
表
裏
四

　
　

層
と
し
、
檀
香
屑
を
用
い
て
夾
造
す
。
面
に
泥
金
雲
龍

　
　

を
絵
き
、
背
は
灑さ

い
き
ん金

（
金
粉
を
蒔
い
た
地
）
と
す
。
一

　
　

に
画
龍
箋
な
り
。
表
裏
三
層
と
し
、香
墨
に
て
絵
画
す
。

　
　

一
に
印
辺
龍
箋
な
り
。
表
裏
二
層
と
し
、
香
墨
に
て
刷

　
　

印
す
。
均
し
く
黄
紙
を
用
う
。
内
閣
典
籍
庁
に
来
文
の

　
　

辦
造
を
准ゆ

る

す
。

　

す
な
わ
ち
詔
書
に
は
無
地
の
硬
黄
紙
、
勅
書
・
勅
諭
に
は

龍
紋
入
り
の
三
種
の
黄
紙
（
金
龍
香
箋
［
金
花
紙
］・
画
龍

箋
・
印
辺
龍
箋
）
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
詔
勅
に
お
け

る
黄
紙
の
使
用
は
唐
代
六
七
五
年
に
制
定
さ
れ
、
清
末
ま
で

こ
れ
が
踏
襲
さ
れ
た
。
清
初
の
崇
徳
元
年
（
一
六
三
六
）
に

は
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
が
「
親
王
以
下
、
臣
民
等
に
至
る

ま
で
、
均
し
く
黄
色
、
及
び
五
爪
龍
鳳
黄
色
緞
を
用
い
る
を

得
ず
」
と
し
て
皇
帝
以
外
の
黄
色
お
よ
び
五
爪
龍
紋
の
使
用

を
禁
じ
て
い
る
（
光
緒
『
大
清
会
典
事
例
』
巻
三
二
八
礼
部

-

冠
服-

冠
服
通
例
）。

　

明
代
で
は
詔
勅
の
用
紙
に
つ
い
て
の
規
定
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
陳
沂
（
一
四
六
九
―
一
五
三
八
年
）
が
撰
し
た
『
畜

徳
録
』
に
「
成
祖
（
永
楽
帝
）
手
授
金
龍
文
牋
、
命
書
外
国

詔
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
丁
春
梅
氏
は
外
国
に
発
す
る

詔
書
に
は
金
花
紙
（
洒し

ゃ
き
ん金

紙
、
黄
紙
の
加
工
紙
）
が
用
い
ら

れ
て
い
た
と
す
る
。
実
際
、
明
代
の
琉
球
に
発
給
さ
れ
た
詔

書
の
内
、唯
一
の
現
存
例
で
あ
る
万
暦
三
一
年
（
一
六
〇
三
）

の
冊
封
詔
書
（
Ⅰ-

［
１
］-

２
解
説
参
照
）
は
、
金
龍
雲

花
辺
紋
（
表
）、
金
雲
紋
（
裏
）
の
黄
紙
で
あ
り
、
こ
れ
が

当
時
の
金
花
紙
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
勅
書
・
勅
諭
の
現
存
例
を
見
る
と
、
一
五
世
紀
の

チ
ベ
ッ
ト
僧
宛
勅
諭
（
一
四
一
〇
年
、
Ⅰ-

［
１
］-

５
解

説
参
照
）、
琉
球
国
王
宛
勅
諭
二
点
（
一
四
五
四
・
一
四
八
七

年
、
Ⅰ-

［
１
］-

参
考
解
説
参
照
）
お
よ
び
日
本
（
①
堅

中
圭
密
・
中
立
［
一
四
〇
七
年
］
、
②
足
利
義
満
［
同
前
］、

③
龍
室
道
淵
［
一
四
三
三
年
］
）
宛
勅
書
（
①
・
②
）
・
勅
諭

（
③
）
三
点
は
全
て
金
花
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

同
じ
一
五
世
紀
で
も
、
正
統
八
年
（
一
四
四
三
）
の
チ
ベ
ッ

ト
僧
宛
勅
諭
（
Ⅰ-

［
１
］-

５
）
の
用
紙
は
印
辺
龍
箋
で

あ
り
、
用
紙
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て

い
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
な
お
現
存
す
る
一
五
九
五
年

の
豊
臣
秀
吉
宛
勅
諭
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
と
一
六
二
九
年

の
琉
球
国
王
宛
勅
諭
（
Ⅰ-

［
１
］-

２
解
説
参
照
）
や
内

閣
大
庫
檔
案
に
含
ま
れ
る
明
末
勅
諭
（
Ⅰ-

［
１
］-

８
・

９
）
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
末
に
は
勅
諭
の
用
紙
は
国

内
外
と
も
印
辺
龍
箋
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
真
栄
平
房
敬
『
首
里
城
物
語
』（
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
九
七
年
）
、
朱
淑
媛
「
新

発
現
的
明
代
冊
封
琉
球
国
王
詔
書
原
件
」（『
歴
史
檔
案
』
一
九
九
五
年
第
二
期
）、
丁

春
梅
「
明
代
官
府
公
文
用
紙
与
檔
案
的
保
護
」（『
福
建
師
範
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
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科
学
版
、二
〇
〇
三
年
第
三
期
）、丁
春
梅
「
中
国
古
代
詔
書
縦
横
談
」（
『
檔
案
学
研
究
』

二
〇
〇
五
年
第
一
期
）、
赤
城
美
恵
子
「
清
朝
初
期
に
お
け
る
「
恤
刑
」（
五
年
審
録
）

に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
五
五
、二
〇
〇
九
年
）、洪
性
鳩
（
林
慶
俊
訳
）

「
韓
国
所
蔵
清
朝
（
満
文
）
文
書
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年

報
』
五
、
二
〇
一
九
年
）、
荒
木
和
憲
「
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書
―
一
五
～
一
六

世
紀
の
現
存
例
を
中
心
と
し
て
―
」（
小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲
編
『
古
文

書
の
様
式
と
国
際
比
較
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

１

清
太
宗
（
皇
太
極
）
詔
書 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

五
一
・
二
×
五
八
・
六

　
　

崇
徳
五
年
（
一
六
四
〇
）
五
月
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
六
三
六
〇
二

　

清
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
が
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
出
し

た
モ
ン
ゴ
ル
文
（
蒙
文
）
の
詔
書
。
本
文
書
の
冒
頭
に

は
、
モ
ン
ゴ
ル
文
で
「
聖
な
る
ハ
ー
ン
の
詔
書boγda qa-

γan-u ǰarlaγ bičiγ

」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
「boγda

」
と

「qaγan

」
は
そ
れ
ぞ
れ
擡
頭
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

満
洲
語
の
「enduringge

」
と
「han

」
に
対
応
す
る
モ
ン

ゴ
ル
語
で
、
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
を
指
す
。
「ǰarlaγ bičiγ

」
は
、

正
確
に
は
「ǰarliγ bičiγ

」
で
、
満
洲
語
の
「hese

」
と
同

様
に
皇
帝
が
下
す
命
令
文
書
の
総
称
で
あ
る
。
中
国
式
の
文

書
区
別
法
で
は
「
勅
書
」
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
皇
帝
（M

o.
qaγan

／M
a.han

）
の
名
義
で
天
下
官
民
に
頒
布
す
る
公

文
書
と
い
う
意
味
で
は
、
「
詔
書
」
の
方
が
適
切
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

年
月
日
は
右
端
に
「deγedü erdem

-tü-yin tabuduγar 
on

」
と
あ
る
の
で
、
「
崇
徳
五
年
五
月
」
に
発
給
さ
れ
た
文

書
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
内
容
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対

し
て
清
朝
へ
の
忠
順
を
尽
く
す
こ
と
を
促
し
、
ま
た
明
朝
に

一
緒
に
対
抗
す
る
よ
う
に
懐
柔
す
る
文
句
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
「
明
朝
」
は
、
原
文
で
は
「kitad ulus

」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
漢
人
の
国
」
で
あ
り
な

が
ら
満
洲
語
の
「nikan gurun

」
に
対
応
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
文
書
が
発

給
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
検
討
が
待
た
れ

る
。

　

庄
声
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
国
初
は
、
満
文
の
印
を
捺
し

た
用
紙
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
き
、
文
書
を
発
給
す
る

際
に
、
そ
こ
に
伝
え
る
べ
き
内
容
を
記
入
す
る
形
で
文
書
行

政
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
仕
組
み
は
、『
内
国

史
院
檔
』
な
ど
の
文
献
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
本
文

書
も
そ
の
一
例
で
あ
る
と
、 

庄
声
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
文
書
の
見
た
目
の
状
態
か
ら
は
、
押
印
と
記
載
の
ど

ち
ら
が
先
か
は
判
断
し
難
い
。

　

印
文
は
漢
文
篆
書
体
の「
制
誥
之
宝
」で
あ
る
。
こ
の
印
は
、

か
つ
て
大
元
皇
帝
の
遺
物
と
し
て
そ
の
直
系
で
あ
る
チ
ャ
ハ

ル=

ウ
ル
ス
（čaqar ulus

）
の
リ
ン
ダ
ン=

ハ
ー
ン
（Ligdan 

Qaγan

）
に
引
き
継
が
れ
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
元

伝
国
の
璽
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
天
聡
九
年
（
一
六
三
五
）、

リ
ン
ダ
ン=

ハ
ー
ン
の
急
逝
後
ま
も
な
く
清
に
帰
順
し
た

チ
ャ
ハ
ル
は
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
こ
の
国
璽
を
献
上
し
た
。
こ

れ
こ
そ
、
翌
年
に
お
け
る
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
大
清
皇
帝
即
位
の

直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
と
知
ら
れ
て
い
る
。

　

元
来
、詔
書
に
は
「
皇
帝
之
宝
」
を
使
う
べ
き
で
あ
る
が
、

殊
更
に
こ
こ
で
「
制
誥
之
宝
」
の
印
を
捺
し
た
の
は
、
大
元

の
大
ハ
ー
ン
の
地
位
を
継
承
し
た
こ
と
を
対
外
的
に
誇
示
す

る
と
い
う
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
政
治
的
意
図
を
読
み
取
り
う
る

部
分
で
あ
る
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
朝
鮮
王
朝
に
対
し
て
出
し

た
「
清
太
宗
南
漢
山
城
諭
」（
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
）

で
も
、
本
文
書
と
同
様
に
「
制
誥
之
宝
」
を
捺
し
て
い
た
。

用
紙
は
黄
紙
の
印
辺
龍
箋
で
、
明
代
の
勅
諭
の
用
紙
を
模
倣

し
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
火
焔
宝
珠
の
描
き
方
が
明
代
の

も
の
と
は
大
幅
に
異
な
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階

で
は
比
較
的
大
雑
把
な
模
倣
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
中
村
栄
孝
「
清
太
宗
の
朝
鮮
征
伐
に
関
す
る
古
文
書
」（『
日
鮮
関
係
史
の
研

究
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、
岩
井
茂
樹
「
大
清
帝
国
と
伝
国
の
璽
」（『
ア

ジ
ア
遊
学
』
五
六
、
二
〇
〇
三
年
）、
片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書

店
、
二
〇
〇
八
年
）、
庄
声
『
帝
国
を
創
っ
た
言
語
政
策
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
一
六
年
）、
洪
性
鳩
（
林
慶
俊
訳
）「
韓
国
所
蔵
清
朝
（
満
文
）
文
書
に
つ
い
て
」

（『
学
習
院
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
五
、二
〇
一
九
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

２

清
世
祖
（
順
治
帝
）
詔
書 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

八
九
・
三
×
四
一
・
七

　
　

順
治
一
一
年
（
一
六
五
四
）
七
月
一
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

二
九
五
六
〇
二

　

王
世
子
尚
質
（
第
二
尚
氏
王
統
九
代
国
王
、
在
位

一
六
四
九
―
六
八
年
）
を
琉
球
国
王
に
封
ず
る
清
世
祖
（
順

治
帝
）
の
詔
書
の
残
簡
。
清
『
世
祖
実
録
』
一
一
年
七
月
戊

子
条
、『
歴
代
宝
案
』
一
集
三
巻
六
号
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

明
清
皇
帝
か
ら
琉
球
国
王
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
詔
勅
（
詔

書
・
勅
諭
）
の
内
、
最
も
重
要
だ
っ
た
の
が
冊
封
時
に
発
給

さ
れ
る
詔
書
（
国
王
の
冊
封
）
・
勅
諭
（
冊
封
の
礼
物
賞
賜
）

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
明
清
交
替
（
一
六
四
四
年
）
の
二
年
後
、

順
治
帝
は
尚
質
に
勅
諭
を
発
し
、
清
へ
の
帰
順
を
命
じ
る
と

と
も
に
、
明
が
与
え
た
冊
封
の
「
印
・
勅
」
（
国
王
印
と
冊

封
の
詔
勅
）
の
返
還
を
求
め
た
。

　

こ
の
要
請
を
受
け
た
尚
質
は
、
一
六
五
三
年
、
使
者
馬
宗

毅
（
大お

お
さ
と里

親
ウ
ェ
ー
カ
タ方

良り
ょ
う
り理

）
ら
を
派
遣
し
て
清
へ
の
帰
順
を
告

げ
、「
琉
球
で
は
国
王
の
死
去
に
伴
い
勅
も
と
も
に
埋
葬
す

る
」
と
し
て
「
未
だ
埋
葬
し
て
い
な
い
」
―
―
琉
球
で
は
遺

体
は
一
定
期
間
安
置
し
た
後
、
洗
骨
を
経
て
埋
葬
（
改
葬
）
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し
た
―
―
七
代
尚
寧
王
（
一
六
二
〇
年
死
去
）
の
万
暦
三
一

年
（
一
六
〇
三
）
の
冊
封
詔
書
①
と
八
代
尚
豊
王
（
一
六
四
〇

年
死
去
）
の
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
の
冊
封
詔
書
②
・
勅

諭
③
の
計
三
点
の
詔
勅
と
明
印
を
清
に
返
還
し
た
。
こ
の
内

①
・
③
は
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
・
旅
順
博
物
館
に
現
存
し

て
い
る
（
た
だ
し
①
は
残
簡
）。
な
お
琉
球
で
は
歴
代
の
冊

封
詔
勅
は
首
里
王
府
が
保
管
し
て
お
り
、
清
に
対
す
る
琉
球

の
説
明
（
＝
国
王
と
と
も
に
勅
も
埋
葬
す
る
）
は
虚
偽
で
あ

る
。
明
復
活
の
可
能
性
な
ど
を
考
慮
し
て
敢
え
て
三
点
し

か
返
還
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
島
津
氏
の
侵
攻

（
一
六
〇
九
年
）
な
ど
に
よ
り
明
代
の
詔
勅
の
多
く
が
す
で

に
失
わ
れ
て
お
り
、
全
面
的
な
返
還
が
物
理
的
に
不
可
能
で

あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

尚
質
が
馬
宗
毅
ら
を
派
遣
し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
四
年
、

順
治
帝
は
冊
封
を
決
定
し
、
張
学
礼
・
王
垓
を
正
・
副
使
に

任
命
し
た
。
彼
ら
に
託
さ
れ
た
冊
封
の
詔
書
が
本
文
書
で
あ

る
。
一
行
は
琉
球
に
赴
く
た
め
福
州
に
到
っ
た
が
、
東
南
の

制
海
権
を
握
っ
て
い
た
鄭
氏
勢
力
の
阻
害
に
よ
り
渡
海
で
き

ず
、
結
局
、
五
八
年
に
い
っ
た
ん
帰
京
し
、
詔
書
（
お
よ
び

勅
諭
と
鍍
金
駱
紐
の
「
琉
球
国
王
之
印
」）
を
返
納
し
た
。

や
が
て
六
一
年
一
月
に
順
治
帝
が
死
去
す
る
と
、
後
継
の
康

煕
帝
は
冊
封
の
未
遂
を
咎
め
、
康
煕
元
年
（
一
六
六
二
）
に

改
め
て
張
・
王
の
琉
球
行
き
を
命
じ
た
。
そ
こ
で
康
煕
帝

が
、
大
学
士
の
伊
図
（Itu

）・
蘇
納
海( Subahai)

に
命
じ

て
順
治
一
一
年
（
一
六
五
四
）
の
詔
書
（
旧
詔
）
を
調
べ
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
年
月
の
経
過
に
よ
り
紙
は
退
色
し
、
文
字
も

不
鮮
明
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
年
月
日
ご
と
旧
詔
の
通
り
に

謄
写
し
て
新
た
に
発
布
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

旧
詔
（
＝
本
詔
書
）
は
、
発
給
さ
れ
る
こ
と
な
く
内
閣
大
庫

に
保
管
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
冊
封
の
勅
諭
は
、

康
煕
帝
が
新
た
に
発
給
し
て
い
る
が
、琉
球
の
『
歴
代
宝
案
』

に
は
順
治
帝
の
勅
諭
（
旧
勅
）
も
収
録
さ
れ
て
お
り
（
一
集

五
巻
七
号
）、
こ
れ
も
合
わ
せ
て
発
給
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
旧
勅
も
旧
詔
同
様
に
作
成
し
直
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は

判
然
と
し
な
い
。

　

康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）、
張
学
礼
ら
は
琉
球
に
到
着
し
、

尚
質
の
冊
封
式
典
を
挙
行
し
た
。
名
実
と
も
に
国
王
と
な
っ

た
尚
質
は
、
翌
年
、
康
煕
帝
に
謝
恩
の
表
文
を
送
り
、「
先

帝
の
勅
書
（
詔
勅
）・
皇
上
の
勅
諭
」
を
国
に
留
め
て
伝
国

の
宝
と
す
る
こ
と
を
求
め
、許
可
さ
れ
て
い
る（『
歴
代
宝
案
』

一
集
五
巻
五
号
・
一
四
巻
五
号
）。
冊
封
使
は
任
務
の
完
遂
後
、

詔
書
を
持
ち
帰
っ
て
礼
部
に
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
琉
球
は
毎
回
同
様
の
請
願
を
行
い
、
特
例
と
し
て
認
可

さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
清
代
に
琉
球
が
実
際
に
受
領
し
た
詔

勅
は
、
明
治
政
府
の
接
収
（
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
に
よ
り

消
失
）な
ど
を
経
て
、一
例
の
現
存
も
確
認
で
き
な
い
。
従
っ

て
断
簡
か
つ
未
発
給
と
は
い
え
、
本
詔
書
は
清
代
詔
書
の
実

像
を
今
に
伝
え
る
極
め
て
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
。

　

さ
て
規
定
に
よ
れ
ば
、
清
の
詔
書
の
用
紙
は
無
地
の
硬
黄

紙
で
あ
る
。
実
際
に
発
給
さ
れ
た
詔
書
を
見
る
と
、
崇
徳
八

年
（
一
六
四
三
）
の
世
祖
即
位
大
赦
詔
書
（
内
閣
大
庫
檔
案

一
六
七
五
七
五
）、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
の
聖
祖
親
政

詔
（
同
一
〇
四
七
八
二
）
な
ど
に
は
確
か
に
無
地
の
黄
紙
が

用
い
ら
れ
て
い
る
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
歴
史
文

物
陳
列
館
叢
書
七
『
皇
帝
的
第
一
道
與
最
後
一
道
命
令
』
参

照
）。
し
か
し
本
詔
書
は
、
Ⅰ-
［
１
］-

１
同
様
、
印
辺
龍

箋
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
勅
諭
の
用
紙
と
同
じ
も
の

で
あ
る
。
「
国
内
」
と
「
国
外
」
で
詔
書
の
用
紙
が
区
別
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
草
稿
で
は
あ
る
が

順
治
一
八
年
（
一
六
六
一
）
の
遺
詔
稿
（
内
閣
大
庫
檔
案

〇
八
七
五
〇
六
）に
は
金
龍
香
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、

清
初
に
は
「
国
内
」
詔
書
に
も
龍
紋
黄
紙
が
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
清
初
以
降
、
無
地
の
硬
黄

紙
、
な
い
し
は
別
の
用
紙
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
、
印
辺
龍
箋
が
使
用
さ
れ
続
け
た
の
か
、「
国
外
」
向
け

の
詔
書
は
現
存
事
例
が
極
め
て
少
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
判

断
が
つ
か
な
い
。

　

な
お
明
末
に
琉
球
に
発
給
さ
れ
た
冊
封
詔
勅
の
用
紙
は
、

詔
書
＝
金
花
紙
（
金
龍
香
箋
）・
勅
諭
＝
印
辺
龍
箋
で
あ
っ

た
が
、
本
詔
書
か
ら
は
清
が
こ
れ
を
踏
襲
し
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
明
の
制
度
（
な
い
し
は
発
給
実
態
）
を
十
分
把

握
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
高
瀬
恭
子
「
明
清
交
替
期
に
お
け
る
琉
球
国
の
対
中
国
姿
勢
に
つ
い
て
」（『
お

茶
の
水
史
学
』
二
二
、
一
九
七
九
年
）、
徐
恭
生
「
崇
禎
二
年
〝
皇
帝
敕
諭
〟
に
つ
い

て
の
一
考
察
」（『
歴
代
宝
案
研
究
』
三
・
四
合
併
、
一
九
九
三
）、
朱
淑
媛
「
新
発
現

的
明
代
冊
封
琉
球
国
王
詔
書
原
件
」（『
歴
史
檔
案
』
一
九
九
五
年
第
二
期
）、
呉
元
豊

「
清
朝
初
期
に
お
け
る
琉
球
国
王
尚
質
の
冊
封
に
つ
い
て
」（『
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
第
三
回
、
一
九
九
六
年
）、
渡
辺
美
季
「
琉
日
関
係

に
お
け
る
明
清
詔
勅
」（『
第
十
二
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

論
文
集
』、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

３

清
世
祖
（
順
治
帝
）
詔
書
稿　

 

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

六
八
・
〇
×
一
二
二
・
〇

　
　

順
治
一
一
年
（
一
六
五
四
）
七
月
一
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
八
一
六
二

　

清
世
祖
（
順
治
帝
）
の
詔
書
（
Ⅰ-

［
１
］-

２
）
の
草

稿
。
漢
文
だ
が
左
か
ら
右
へ
と
行
が
進
む
。
こ
の
た
め
李
光

濤
氏
は
、
満
文
翻
訳
の
た
め
の
底
本
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
。
冒
頭
部
に
の
み
二
箇
所
の
朱
圏
点
が
記
さ
れ
て
い

る
。
満
文
で
は
こ
う
し
た
朱
圏
点
は
用
い
な
い
た
め
、
後
続

の
朱
圏
点
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

順
治
帝
に
関
し
て
は
、
崇
徳
八
年
（
一
六
四
三
）
の
即

位
大
赦
詔
書
（
内
閣
大
庫
檔
案
一
六
七
五
七
五
）
は
満
文

の
み
、
翌
年
の
登
極
恩
詔
（
同
〇
三
八
一
八
七
）
は
漢
文
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の
み
だ
が
、
順
治
一
八
年
（
一
六
六
一
）
の
遺
詔
稿
（
同

〇
八
七
五
〇
六
）
は
満
文
・
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
康
煕

帝
の
親
政
詔
（
一
六
六
七
年
、
同
一
〇
四
七
八
二
）
も
満
漢

併
記
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
る
に
、
一
六
五
四
年

に
琉
球
王
世
子
尚
質
宛
の
清
世
祖
詔
書
（
Ⅰ-

［
１
］-

２
）

が
ま
ず
漢
文
の
み
で
作
成
さ
れ
、
一
六
六
二
年
の
再
発
布
の

際
に
新
た
に
満
文
部
分
が
翻
訳
・
追
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
本
文
書
は
そ
の
た
め
の
草
稿
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
琉
球
国
王
に
対
し
て
は
清
に

よ
る
最
初
の
冊
封
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
満
漢
合
璧
」
の
詔
書

が
発
給
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
も
推

測
で
あ
る
が
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
、
一
九
五
九
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

４

清
聖
祖
（
康
煕
帝
）
詔
書
稿 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書

　
　

康
煕
二
一
年
（
一
六
八
二
）
五
月
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
五
八
八
〇
九

　

王
世
子
尚
貞
（
第
二
尚
氏
王
統
一
一
代
国
王
、
在
位

一
六
六
九
―
一
七
〇
九
年
）
を
琉
球
国
王
に
封
ず
る
清
聖
祖

（
康
煕
帝
）
の
詔
書
稿
。

　

一
六
八
一
年
、
尚
貞
は
清
に
遣
使
し
て
父
王
尚
質
の
死
去

（
一
六
六
八
年
）
を
伝
え
、
冊
封
を
求
め
た
。
こ
れ
を
受
け

て
翌
年
四
月
七
日
、
清
は
汪
楫
・
林
麟
焻
を
正
・
副
使
と
し

て
派
遣
し
、
尚
貞
を
冊
封
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
『
聖
祖

実
録
』
同
月
辛
卯
（
一
五
日
）
条
に
本
文
書
同
様
の
冊
封
詔

書
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
文
書
（
草
稿
）
の
日

付
は
「
康
煕
貮
拾
壹
年
伍
月　

日
」
（
一
六
八
二
）
と
な
っ

て
い
る
が
、『
歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
ぼ
同
文

の
詔
書
（
第
一
集
三
巻
一
六
号
）
の
日
付
は
「
六
月
十
一
日
」

で
あ
り
、こ
れ
が
実
際
の
発
給
月
日
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

汪
楫
ら
は
同
年
八
月
、
紫
禁
城
で
康
煕
帝
に
謁
見
し
、
そ
の

後
、
福
州
を
経
由
し
て
琉
球
へ
と
渡
海
し
た
。
一
行
は
八
三

年
六
月
に
那
覇
に
入
港
し
、
八
月
に
首
里
城
に
て
詔
勅
を
宣

読
し
て
尚
貞
を
冊
封
し
た
。
こ
の
時
、
尚
貞
は
詔
勅
を
留
め

て
「
伝
国
の
宝
」
と
す
る
こ
と
を
請
願
し
、
汪
楫
ら
は
前
回

の
冊
封
の
詔
勅
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。

　

本
文
書
は
満
文
・
漢
文
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
で
記

さ
れ
た
『
歴
代
宝
案
』
等
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
少
な
く
と
も
詔
書
は
（
恐
ら
く
は
勅
諭
も
）、
清
初

か
ら
満
漢
併
記
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
Ⅰ-

［
１
］-

３

解
説
参
照
）。
満
漢
文
の
日
付
部
分
に
押
さ
れ
た
玉
璽
は
「
皇

帝
之
宝
」
で
（
汪
楫
『
冊
封
疏
鈔
』）、康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）

の
聖
祖
親
政
詔
（
内
閣
大
庫
檔
案
一
〇
四
七
八
二
）
な
ど
を

鑑
み
る
に
、こ
れ
も
満
漢
併
記
の
印
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
同
時
に
発
給
さ
れ
た
冊
封
の
勅
諭
に
は
「
広
運
之
宝
」

が
押
さ
れ
た（『
冊
封
疏
鈔
』）。　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
汪
楫
（
原
田
禹
雄
訳
注
）『
冊
封
琉
球
使
録
三
篇
』（
榕
樹
書
林
、一
九
九
七
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

５

明
英
宗
（
正
統
帝
）
勅
諭 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

四
三
・
八
×
一
一
五
・
七

　
　

正
統
八
年
（
一
四
四
三
）
一
〇
月
二
五
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
七
〇
二
三

　

明
英
宗
（
正
統
帝
、
在
位
一
四
三
五
―
四
九
年
）
よ
り
チ

ベ
ッ
ト
（
西
番
）
の
仏
僧
（
ラ
マ
）
の
謹
敦
監
参
に
下
賜
さ

れ
た
勅
諭
。
善
行
を
修
め
、
朝
廷
に
事つ

か

え
た
た
め
、「
慈
善

利
済
」
の
図
書
（
私
印
）
を
特
に
授
け
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
史
語
所
所
蔵
の
勅
諭
は
、
明
・
宣
徳
二
年
（
一
四
二
七
）

の
勅
諭
二
点
を
最
古
と
し
て
、
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）

の
勅
諭
一
点
ま
で
、
古
い
順
に
計
一
〇
点
が
全
て
チ
ベ
ッ
ト

寺
院
や
仏
僧
宛
の
勅
諭
で
あ
る
。
本
文
書
は
そ
の
四
番
目
に

当
た
る
。
清
代
順
治
七
―
一
〇
年
（
一
六
五
〇
―
五
三
）
頃
、

順
治
帝
は
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
・
寺
院
に
、
明
の
勅
印
を
返

却
さ
せ
て
新
た
な
冊
封
関
係
を
結
ん
だ
。
史
語
所
に
チ
ベ
ッ

ト
僧
・
寺
院
宛
の
勅
諭
が
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
明
代
の
勅
諭
は
、
い
ず

れ
も
漢
文
（
右
側
）・
チ
ベ
ッ
ト
文
（
左
側
）
の
「
漢
蔵
合
璧
」

文
書
で
あ
る
。

　

明
『
英
宗
実
録
』
に
は
「
謹
敦
監
参
」
と
い
う
仏
僧
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
正
統
八
年
一
〇
月
甲
辰
（
二
三
日
）
条
に

「
西
番
の
大
隆
善
寺
、
都
綱
（
僧
官
職
）
の
羅
竹
箚
失
ら
に

印
を
給
う
」
と
あ
り
、
李
光
濤
氏
は
本
文
書
と
同
時
期
の
出

来
事
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
西
番
は
朝
貢
国
の

一
つ
で
あ
り
（
万
暦
『
大
明
会
典
』
一
〇
八
巻
礼
部-

朝
貢

四-

西
戎
下
）、
明
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
（
ラ
マ
教
）
各
派
の

長
に
法
号
を
与
え
た
り
、
明
に
帰
順
し
た
高
僧
・
部
族
長
に

土
司
土
官
制
度
を
施
行
し
、
法
号
や
土
司
土
官
職
を
帯
び
た

チ
ベ
ッ
ト
人
に
は
茶
葉
交
易
等
の
経
済
的
特
典
を
与
え
て
い

た
。

　

本
文
書
は
、
黄
紙
（
た
だ
し
大
分
退
色
し
て
い
る
）
の
印

辺
龍
箋
が
用
い
ら
れ
、
漢
文
部
分
に
は
圏
点
・
声
点
を
示
す

朱
丸
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
と
チ
ベ
ッ
ト
文
の
年
号
・

年
月
日
が
並
べ
て
記
さ
れ
、
そ
の
上
か
ら
「
広
運
之
宝
」
の

玉
璽
が
押
さ
れ
て
い
る
。
印
は
年
号
の
一
字
目
（「
正
」
）
に

か
け
て
押
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
代
の
皇
帝
文
書
の
特
徴
で

あ
る
。
ま
た
一
五
世
紀
の
琉
球
・
日
本
宛
の
勅
書
・
勅
諭
に

は
全
て
金
花
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
勅
諭
は
印
辺
龍

箋
で
あ
る
。
一
方
で
永
楽
八
年
（
一
四
一
〇
）
に
失
家
摂
聶

な
る
ラ
マ
宛
に
発
給
さ
れ
た
勅
諭
は
金
花
紙
で
あ
る
（
中
国

第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
）。
こ
う
し
た
用
紙
の
使
い
分
け
が
、
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何
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
、
一
九
五
九
年
）、
池
尻
陽
子
「
内
秘
書
院
モ
ン
ゴ
ル
文
案
に
み
る
一
七
世
紀
ア

ム
ド
東
部
の
ゲ
ル
ク
派
諸
寺
院
と
清
朝
」（
岩
尾
一
史
・
池
田
巧
編
『
チ
ベ
ッ
ト
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
文
明
の
歴
史
的
展
開
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）、
伴
真

一
朗
「
明
朝
に
よ
る
ア
ム
ド
地
域
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
の
保
護
事
業
―
―
漢
語
・
チ

ベ
ッ
ト
語
対
訳
碑
刻
「
重
修
涼
州
広
善
寺
碑
」
両
言
語
面
の
比
較
か
ら
」（『
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
一
〇
〇
、二
〇
二
〇
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

６

清
太
祖
（
努
爾
哈
斉
）
勅
諭   

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

五
九
・
〇
×
七
五
・
三

　
　

天
命
八
年
（
一
六
二
三
）

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
六
三
六
〇
七

　

清
太
祖
（
ヌ
ル
ハ
チ
）
の
命
令
で
出
さ
れ
た
規
定
を
ま
と

め
て
い
る
文
書
。
無
圏
点
の
旧
満
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
ハ

ン
に
上
奏
す
る
際
に
守
る
べ
き
こ
と
、
城
垜
口
の
運
用
方
式
、

刀
の
帯
び
方
な
ど
に
関
わ
る
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
編

纂
史
料
に
は
見
え
な
い
内
容
な
の
で
、
発
令
に
関
わ
る
具
体

的
な
経
緯
や
事
情
は
知
り
得
な
い
。
い
ず
れ
も
史
料
の
少
な

い
国
初
の
事
情
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と

い
え
る
。

　

日
付
は
、
文
書
の
右
端
に
「abkai fulingga han i shali-

yan eilgiyan biyai

」
と
あ
り
、
「
天
命
八
年
」
（
一
六
二
三
）

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「eilgiyan

」
は
旧
満
文
の
書

き
方
で
あ
り
、
新
満
文
の
正
書
法
で
は
「ulgiyan

」
と
書

く
べ
き
で
あ
る
。
日
付
の
上
に
は
印
璽
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、

印
文
は
「aisin gurun i han i doron

」
、
す
な
わ
ち
「
金
国

汗
印
」
で
あ
る
。
用
紙
は
無
地
の
白
紙
（
ま
た
は
退
色
し
た

黄
紙
）
と
み
ら
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
文
書
の
左
右
端
に
小
さ
い
文
字
の
新
満

文
で
書
か
れ
た
補
足
情
報
で
あ
る
。
ま
ず
左
端
に
は
「
ニ

ル=

ジ
ャ
ン
ギ
ン
の
バ
ヤ
ン
（
に
）
与
え
よnirui janggin 

bayan buo

」と
あ
る
。
末
尾
の「buo

」は
、も
と
も
と「buhe

」

と
書
い
た
の
を
「buo

」
へ
と
改
め
た
跡
が
あ
る
。
次
に
右

端
に
は
「
正
黄
旗
蒙
古
グ
サ
の
ニ
ル=

ジ
ャ
ン
ギ
ン
で
あ
る

バ
ヤ
ン=

ボ
ー
ク
に
与
え
たgulu suw

ayan i m
onggo gū-

sai nirui janggin bayan booku de buhe

」
と
あ
る
。
詳

細
は
知
り
得
な
い
が
本
文
書
の
性
格
を
解
き
明
か
す
一
つ
の

鍵
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。                

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
、
庄
声
『
帝

国
を
創
っ
た
言
語
政
策
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

７

清
太
宗
（
皇
太
極
）
勅
諭   

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

四
三
・
八
×
四
七
・
二

　
　

天
聡
五
年
（
一
六
三
一
）
七
月
八
日　
　

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
六
七
四
三
〇

　

満
洲
人
の
逆
縁
婚
を
禁
じ
る
清
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
の

禁
令
が
記
さ
れ
て
い
る
文
書
。
無
圏
点
の
旧
満
文
で
書
か
れ

て
い
る
。
『
天
聡
五
年
檔
』
七
月
初
八
日
条
に
も
ほ
ぼ
同
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
の
日
付
も
満
文
で
「
ス
レ=

ハ
ン
（
＝
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
の
五
年
の
七
月
初
日sure han i 

sunjaci aniya nadan biyai ice jakūn

」
と
あ
り
、『
天
聡

五
年
檔
』
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。

　

逆
縁
婚
と
は
、「
レ
ビ
レ
ー
ト
（levirate

）
婚
」
と
も
い

い
、
死
ん
だ
夫
の
兄
弟
が
寡
婦
を
娶
る
慣
習
を
指
す
。
天
聡

五
年
（
一
六
三
一
）
は
、
行
政
機
構
と
し
て
六
部
が
設
け
ら

れ
、
ま
た
功
臣
襲
職
例
や
諸
貝
勒
違
法
懲
罰
例
の
よ
う
な
規

定
が
定
め
ら
れ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
「
レ
ビ
レ
ー
ト
婚
」

に
対
す
る
規
制
も
、
こ
の
よ
う
な
制
度
と
慣
習
の
再
整
備
の

ひ
と
つ
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

日
付
の
部
分
に
は
「
天
命
金
国
汗
之
宝abkai fulingga 

aisin gurun han i doron

」
の
印
が
押
さ
れ
る
。
用
紙
は
無

地
の
白
紙
（
ま
た
は
退
色
し
た
黄
紙
）
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
増
井
寛
也
「
女
真
族
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
婚
小
考
」（『
立
命
館
史
学
』
一
、

一
九
八
〇
年
）、
片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、

増
井
寛
也
「
ギ
ョ
ロ=

ハ
ラGioro 

hala

再
考——

特
に
外
婚
規
制
を
て
が
か
り
に
」

（『
立
命
館
文
学
』
六
一
九
、
二
〇
一
〇
年
）、
庄
声
『
帝
国
を
創
っ
た
言
語
政
策
』（
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

８

明
毅
宗
（
崇
禎
帝
）
勅
諭   

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

五
五
・
三
×
一
三
七
・
三

　
　

崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
六
月
一
九
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
八
一
二
九

　

明
毅
宗
（
崇
禎
帝
）
か
ら
第
一
六
代
朝
鮮
国
王
仁
祖
（
李

倧
）
に
宛
て
た
勅
諭
。
前
半
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
が
、「
媾

倭
款
奴
」
―
―
倭
奴
と
媾
款
す
る
（
交
わ
り
親
し
む
）
こ
と

―
―
を
禁
じ
る
内
容
と
み
ら
れ
る
。
朝
鮮
『
仁
祖
実
録
』
七

年
（
崇
禎
二
、
一
六
二
九
）
五
月
乙
巳
（
二
一
日
）
条
に
よ

れ
ば
、
冬
至
使
（
朝
貢
使
）
が
も
た
ら
し
た
「
貢
道
」
に
関

す
る
礼
部
の
咨
文
に
、
礼
部
の
上
奏
文
（
題
本
）
が
引
用
さ

れ
て
お
り
、そ
こ
に
「
媾
倭
款
奴
」
の
語
が
あ
っ
た
と
い
う
。   

 

一
六
二
一
年
、
後
金
が
瀋
陽
・
遼
陽
を
占
領
し
た
た
め
、

朝
鮮
の
朝
貢
路
（
貢
道
）
は
海
路
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ

に
関
し
て
一
六
二
八
年
に
山
東
東
部
（
登
州
・
萊
州
）
を
管

掌
す
る
登
萊
巡
撫
が
使
節
の
上
陸
地
点
（
登
州
）
を
変
更
す

る
よ
う
上
奏
し
て
お
り
、
そ
の
上
奏
文
（
題
本
）
の
中
で
「
朝

鮮
が
倭
と
和
を
交
え
て
お
り
、
万
一
倭
奴
が
窃
か
に
朝
鮮
貢

使
に
付
い
て
来
れ
ば
登
萊
が
国
家
の
患
い
と
な
る
」
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
朝
関
係
は
、
文
禄
慶
長
の
役(

壬
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辰
丁
酉
倭
乱)

を
経
て
回
復
し
て
お
り
、
朝
鮮
と
対
馬
は

一
六
〇
九
年
の
己
酉
約
条
に
よ
っ
て
釜
山
の
倭
館
に
お
い
て

貿
易
を
再
開
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
一
六
〇
九
年
に
薩
摩
に

よ
る
琉
球
侵
攻
が
な
さ
れ
、
明
は
日
本
へ
の
警
戒
を
強
め
る

と
と
も
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
倭
館
貿
易
も
問
題
視
し
た
が
、

結
局
、
一
六
一
三
年
に
は
倭
館
貿
易
の
継
続
を
承
認
し
て
い

る
。
一
方
、
一
六
二
七
年
に
朝
鮮
は
後
金
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
に

よ
る
侵
攻
を
被
り
（
丁
卯
の
役
）
、
講
和
を
結
ん
で
お
り
、
明
・

後
金
・
日
本
の
間
で
複
雑
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

前
記
の
『
仁
祖
実
録
』
七
年
五
月
乙
巳
条
で
は
、
「
媾
倭

款
奴
」
の
語
に
関
し
て
国
王
が
弁
明
の
使
者
派
遣
を
検
討
し

て
お
り
、
李
光
濤
氏
は
、
こ
の
弁
明
が
な
さ
れ
た
た
め
に
本

勅
諭
は
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

な
お
同
年
七
月
に
「
進
賀
兼
辨
誣
使
」
と
し
て
李
忔
が
北
京

へ
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
本
件
の
弁
明
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

本
勅
諭
は
黄
紙
の
印
辺
龍
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ⅰ-

［
１
］-

５
と
同
様
の
雲
龍
紋
だ
が
、
雲
の
部
分
が
一
重
線

で
描
か
れ
る
な
ど
、
細
か
い
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
圏
点
を

示
す
朱
丸
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
声
点
は
確
認
で
き
な
い
。

年
号
・
年
月
日
の
上
に
、
年
号
の
一
字
目
（
「
崇
」
）
に
か
け

て
「
広
運
之
宝
」
の
玉
璽
が
押
さ
れ
て
い
る
。
（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
、
一
九
五
九
年
）、
辻
大
和
「
朝
鮮
の
対
日
通
交
再
開
と
朝
明
関
係
」（『
朝
鮮
王

朝
の
対
中
貿
易
政
策
と
明
清
交
替
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

９

明
毅
宗
（
崇
禎
帝
）
勅
諭 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

四
六
・
六
×
八
五
・
九

　
　

崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
三
月
三
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
〇
六
〇
八
八

　

朝
鮮
国
王
仁
祖
（
李
倧
）
の
王
世
子
冊
封
に
と
も
な
い
礼

物
を
下
賜
す
る
明
毅
宗
（
崇
禎
帝
）
の
勅
諭
の
付
属
文
書
（
頒

賜
品
目
録
）と
み
ら
れ
る
。
勅
使
は
司
礼
監
太
監
盧
維
寧
で
、

崇
禎
七
年
（
仁
祖
一
二
、
一
六
三
四
）
六
月
に
漢
城
に
到
着

し
、
李
倧
長
男
の
昭
顕
を
王
世
子
と
し
て
冊
封
し
た
。
そ
の

後
一
六
三
六
―
三
七
年
、
朝
鮮
は
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
よ
る
二
度

目
の
侵
攻
（
丙
子
の
役
）
を
経
て
、
清
に
降
伏
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
昭
顕
世
子
は
弟
の
鳳
林
大
君
と
と
も
に
清
の
人
質

と
な
り
、
四
五
年
に
帰
国
す
る
も
直
後
に
変
死
し
て
い
る
。

　

な
お
丙
子
の
役
に
お
け
る
朝
鮮
の
降
伏
直
後
、
ホ
ン
タ
イ

ジ
は
「
明
朝
が
与
え
る
所
の
誥
命
・
冊
（
詔
勅
）・
印
を
献

納
し
て
請
罪
（
過
ち
を
詫
び
る
）
せ
よ
」
と
命
じ
て
い
る
。

本
文
書
は
こ
れ
に
応
じ
て
清
に
提
出
さ
れ
、
こ
の
た
め
に
内

閣
大
庫
に
伝
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
文
書
は
前
半
お
よ
び
上
部
を
欠
い
て
い
る
が
、
国
王
へ

の
下
賜
品
（
文
綺
一
襲
・
銀
一
〇
〇
両
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

琉
球
の
場
合
、
明
初
を
除
い
て
冊
封
の
勅
諭
と
頒
賜
品
の
目

録
は
一
紙
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
た
が
、『
同
文
彙
考
』
所
収

の
後
年
の
外
交
文
書
や
伝
存
す
る
勅
諭
類
か
ら
類
推
す
る
に

朝
鮮
で
は
勅
諭
と
頒
給
品
は
別
々
の
紙
に
記
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
琉
球
で
は
国
王
・
王
妃
に
対
す
る
頒
給
品
が
一

紙
に
記
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
で
は
別
紙
に
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
昭
顕
世
子
の
冊
封
の
際
に
も
国

王
・
王
妃
・
世
子
の
頒
給
品
を
記
載
す
る
勅
諭
が
別
個
に
発

給
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
琉
球
に
対
し

て
は
世
子
の
冊
封
は
行
わ
れ
ず
、
国
王
冊
封
の
み
で
あ
る
。

　

本
文
書
は
、
黄
紙
の
印
辺
龍
箋
が
用
い
ら
れ
、
圏
点
・
声

点
は
確
認
で
き
な
い
。
年
号
・
年
月
日
の
上
に
、
年
号
の
一

字
目
（「
崇
」）
に
か
け
て
「
広
運
之
宝
」
の
玉
璽
が
押
さ
れ

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
辻
大
和
「
丙
子
の
乱
後
朝
鮮
の
対
清
貿
易
に
つ
い
て
」（『
朝
鮮
王
朝
の
対
中
貿

易
政
策
と
明
清
交
替
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）、
洪
性
鳩
（
林
慶
俊
訳
）「
韓
国
所
蔵

清
朝
（
満
文
）
文
書
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
年
報
』
五
、二
〇
一
九
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

10

清
太
宗
（
皇
太
極
）
勅
諭   

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

六
〇
・
九
×
一
〇
〇
・
八

　
　

崇
徳
元
年
（
一
六
三
六
）
五
月
一
四
日　
　

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
六
三
六
〇
六

　

清
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
が
大
清
皇
帝
即
位
に
と
も
な
い

叩
頭
す
る
礼
を
制
定
し
た
勅
諭
。
新
満
文
で
記
さ
れ
て
い

る
。
『
満
文
原
檔
』
崇
徳
元
年
五
月
一
四
日
条
（
第
一
〇
冊
、

「
日
字
檔
」
一
八
五-

一
八
八
頁
、『
満
文
老
檔
』
太
宗
三
、

一
〇
五
〇-

一
〇
五
四
頁
）
に
も
、
同
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
君
主
が
定
め
た
各
種
規
定
を
伝
え
る
目
的
と
い
う
点
で

は
、
基
本
的
に
Ⅰ-

［
１
］-

６
・
７
と
同
じ
性
格
の
文
書
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
一
六
三
六
年
四
月
に
八
旗
・
モ
ン
ゴ
ル

王
公
・
漢
人
軍
団
の
推
戴
を
う
け
て
皇
帝
位
に
即
き
、
年
号

を
従
来
の
天
聡
か
ら
崇
徳
へ
と
改
元
す
る
と
と
も
に
、
国
号

を
ダ
イ
チ
ン=

グ
ル
ン
（daicing gurun

）、
す
な
わ
ち
大

清
国
へ
と
改
め
た
。
本
文
書
が
出
さ
れ
た
同
年
五
月
は
、
こ

う
し
た
皇
帝
即
位
と
国
号
改
称
に
と
も
な
う
制
度
・
規
定
の

整
備
が
進
め
ら
れ
た
時
期
に
当
た
る
。

　

本
文
書
で
は
、
元
旦
と
皇
帝
の
誕
生
日
の
際
に
八
旗
王
公

と
大
臣
た
ち
が
行
な
う
べ
き
叩
頭
礼
の
儀
式
だ
け
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
の
内
容
が
収
録
さ
れ
た
『
満
文
原

檔
』
の
「
日
字
檔
」
に
は
、
ほ
か
に
も
都
察
院
の
官
員
に
下

し
た
訓
戒
、
后
妃
を
は
じ
め
と
す
る
帝
室
成
員
の
称
号
、
王

公
と
大
臣
が
着
用
す
る
帽
子
・
腰
帯
の
規
格
や
色
の
規
定
な

ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
自
ら
「
我
が
国
は
礼

制
を
創
立
し
た
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
ま
だ
礼
に
慣
れ
な
い

の
で
あ
る
」
（
前
掲
『
満
文
原
檔
』
一
八
四
頁
、『
満
文
老
檔
』
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一
〇
五
〇
頁
）
と
説
く
よ
う
に
、
本
文
書
は
、
彼
が
進
め
て

い
た
礼
制
整
備
の
最
中
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
書

は
、
そ
う
し
た
規
定
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
式
の
文
書

に
よ
っ
て
頒
布
さ
れ
た
の
か
を
知
り
得
る
貴
重
な
実
物
資
料

で
あ
る
。

　

文
書
の
形
式
と
し
て
は
、
ま
ず
「
ハ
ンhan

」
と
「
天

abka

」
の
両
字
が
忠
実
に
擡
頭
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
こ
の
文
書
と
同
性
格
の
も
の
と
い
え
る
Ⅰ-

［
１
］

-

６
・
７
に
擡
頭
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
比
べ
る
と
、

文
書
の
形
式
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
を
う
か
が
い
得
る
。

ま
た
、
日
付
は
、
文
書
の
右
端
に
「
崇
徳
元
年
五
月
一
四

日
に w

esihün erdem
ungge scungga aniya sunja biya i 

juw
an duin de

」
と
書
い
て
お
り
、
『
満
文
原
檔
』
の
記
載

と
一
致
す
る
。
冒
頭
の
「w

esihün

」
は
、
新
満
文
の
正
書

法
で
は
「w

esihun

」
と
書
く
べ
き
が
、
「u

」
を
「ū
」
に

書
く
、
旧
満
文
で
よ
く
見
か
け
る
く
せ
が
表
れ
て
お
り
、
旧

満
文
と
新
満
文
の
混
在
が
確
認
さ
れ
る
。
年
号
の
部
分
に
は

印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
印
文
は
、
Ⅰ-

［
１
］-

１
と
同
一

の
漢
文
篆
書
体
の
「
制
誥
之
宝
」
で
あ
る
。
用
紙
は
無
地
の

黄
紙
と
み
ら
れ
る
。

　

文
書
の
右
下
段
に
は
、
Ⅰ-

［
１
］-

６
・
７
に
も
あ
っ

た
、
小
さ
い
文
字
で
書
か
れ
た
メ
モ
の
よ
う
な
も
の
が
付
さ

れ
て
い
る
。
「
正
黄
旗
蒙
古
グ
サ
の
メ
イ
レ
ン=

ジ
ャ
ン
ギ

ン
で
あ
る
兵
部
侍
郎
・
ニ
ル=

ジ
ャ
ン
ギ
ン
の
カ
ム
ト
ゥ
に

（
後
欠
）gulu suw

ayan i m
onggo gūsai m

eiren i jang-
gin bim

e coohai jurgan ashan i am
ban nirui janggin 

kam
tu de

（
後
欠
）
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
Ⅰ

-

［
１
］-

６
・
７
の
記
載
と
同
様
に
、
こ
の
文
書
を
カ
ム
ト
ゥ

と
い
う
人
に
与
え
た
こ
と
を
示
す
文
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
石
橋
崇
雄
「
清
初
皇
帝
権
の
形
成
過
程
―
特
に
「
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉
登

ハ
ン
大
位
檔
」
に
み
え
る
太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
記
事
を
中
心
と
し
て
」（『
東

洋
史
研
究
』
五
三-

一
、
一
九
九
四
年
）、
片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方

書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
杉
山
清
彦
「
ホ
ン
タ
イ
ジ
政
権
論
覚
書
」『
大
清
帝
国
の
形

成
と
八
旗
制
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）、
庄
声
『
帝
国
を
創
っ
た
言

語
政
策
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

11

清
世
祖
（
順
治
帝
）
勅
諭 

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

五
三
・
八
×
七
五
・
八

　
　

順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
四
月
一
一
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
八
一
六
三

　

清
世
祖
（
順
治
帝
）
か
ら
朝
鮮
国
王
仁
祖
（
李
倧
）
に
宛

て
た
勅
諭
。
罷
免
さ
れ
た
官
人
を
清
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）

の
旨
に
背
い
て
再
び
登
用
し
た
こ
と
を
咎
め
る
内
容
で
あ

る
。

　

一
六
四
三
年
二
月
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
明
に
与く

み

し
た
罪
で

瀋
陽
（
当
時
の
清
の
首
都
）
に
拘
禁
し
て
い
た
朝
鮮
の
官
僚

李
敬
輿
・
李
明
漢
・
許
啓
を
赦
免
釈
放
し
、
代
わ
り
に
贖
罪

の
費
用
と
し
て
一
人
一
〇
〇
〇
両
（
許
啓
は
後
に
六
〇
〇
両

に
減
額
）
を
支
払
う
よ
う
命
じ
た
。
朝
鮮
で
は
費
用
を
工
面

で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
清
の
人
質
と
な
っ
て
い
た
昭
顕

世
子
の
周
旋
に
よ
り
、
同
年
三
月
、
三
名
は
帰
国
し
た
。
な

お
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
九
月
に
死
去
し
た
。

　

一
六
四
四
年
一
月
、
昭
顕
世
子
の
帰
国
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
こ
れ
に
謝
恩
し
世
子
を
迎
え
る
使
者
と
し
て
国
王
は
李

敬
輿
（
右
議
政
）・
李
明
漢
（
右
賓
客
）
ら
を
瀋
陽
へ
と
派

遣
し
た
。
世
子
は
清
の
新
都
と
な
る
北
京
に
出
向
い
て
い
た

が
三
月
に
瀋
陽
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
か
つ
て
明
に
与
し
た

罪
で
免
官
と
な
っ
た
李
敬
輿
・
李
明
漢
ら
が
、
再
び
任
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
清
が
問
題
視
し
た
（
朝
鮮
『
仁
祖
実
録
』

二
二
年
四
月
丁
卯
［
一
〇
日
］
条
）。
清
『
世
祖
実
録
』
に

よ
れ
ば
、
順
治
帝
は
四
月
一
一
日
に
諭
を
下
し
、
李
明
漢
・

李
敬
輿
・
許
啓
な
ど
は
罪
に
よ
り
免
官
し
再
任
用
し
て
は
な

ら
な
い
と
か
つ
て
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
命
じ
た
の
に
、
朝
鮮
国
王

が
李
敬
輿
を
派
遣
し
て
き
た
こ
と
を
咎
め
た
上
で
、
李
敬
輿

の
復
用
に
つ
い
て
は
不
問
と
す
る
が
、
そ
の
他
の
官
に
つ
い

て
は
以
前
の
よ
う
に
罷
免
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
い
う
（
元

年
四
月
戊
辰
［
一
一
日
］
条
）。
日
付
と
内
容
の
一
致
か
ら
、

こ
の
勅
諭
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
の
が
本
文
書
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
『
仁
祖
実
録
』
二
三
年
六
月
庚
寅
（
一
〇
日
）
条

に
よ
れ
ば
、
翌
年
二
月
、
昭
顕
世
子
の
帰
国
と
と
も
に
朝
鮮

を
訪
れ
た
清
使
が
も
た
ら
し
た
順
治
帝
の
勅
諭
に
は
「
李
敬

輿
・
李
明
漢
・
李
景
奭
・
閔
聖
徽
の
四
員
は
、
世
子
の
求
め

に
応
じ
て
任
用
を
許
し
、
そ
の
他
の
任
用
は
認
め
な
い
」
と

記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
勅
諭
は
『
同
文
彙
考
』
原
編

-

巻
四
一
飭
諭
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
次
は
順
治
元

年
一
一
月
一
九
日
で
あ
る
。
一
方
、
同
年
四
月
一
一
日
付
の

本
勅
諭
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
る
に
、

本
勅
諭
は
実
際
に
は
朝
鮮
に
発
給
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
に
内

閣
大
庫
に
残
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
文
書
は
、
黄
紙
の
印
辺
龍
箋
が
用
い
ら
れ
、
圏
点
が
施

さ
れ
て
い
る
（
声
点
は
確
認
で
き
な
い
）。
後
部
欠
落
の
た

め
年
号
・
年
月
日
や
押
印
は
確
認
で
き
な
い
。
満
文
部
分
が

後
続
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
森
岡
康
「
第
二
次
清
軍
入
寇
後
の
朝
鮮
人
捕
虜
の
賣
買
」（『
東
洋
学
報
』

六
五
巻
一
・
二
号
、
一
六
八
四
年
）
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Ⅰ-

［
１
］-

12

清
世
祖
（
順
治
帝
）
勅
諭 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

五
五
・
六
×
一
五
〇
・
八

　
　

順
治
二
年
（
一
六
四
五
）

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
八
一
九
二

　

清
世
祖
（
順
治
帝
）
が
河
南
総
兵
官
劉
洪
起
を
招
撫
す
る

勅
諭
。
劉
洪
起
に
総
兵
官
の
職
を
与
え
、
汝
寧
府
の
鎮
守
の

任
に
就
か
せ
る
の
で
、
官
の
派
遣
を
待
っ
て
表
文
を
提
出
し

て
清
に
帰
順
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
ま
た
他
の
将
帥
と
協

力
し
て
逆
賊
（
反
清
勢
力
）
を
討
つ
よ
う
指
示
し
、
兵
部
に

「
空
銜
の
（
官
職
名
の
な
い
）
箚
付
十
道
」
を
送
ら
せ
る
の
で
、

劉
洪
起
の
裁
量
に
て
発
給
す
る
こ
と
を
許
す
と
し
て
い
る
。

　

劉
洪
起
は
明
末
に
河
南
の
総
兵
官
を
勤
め
、
明
滅
亡
後
は

南
部
の
汝
寧
府
で
農
民
軍
を
組
織
し
て
清
に
抵
抗
し
た
人
物

で
あ
る
。
清
『
世
祖
実
録
』
二
年
六
月
二
九
日
条
に
は
「
故

明
の
投
降
し
た
河
南
総
兵
太
子
太
保
左
都
督
劉
洪
起
が
疏
し

て
（
上
奏
し
て
）
回
籍
を
請
う
。
命
じ
て
京
に
赴
か
せ
朝
見

し
、
別
に
行
し
て
（
公
文
書
を
送
っ
て
）
任
用
す
る
」
と
の

記
事
が
あ
り
、
本
勅
諭
は
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
劉
洪
起
が
実
際
に
投
降
し
た
の
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。

　

た
だ
し
本
勅
諭
は
右
下
に
「
（
順
治
）
二
年
六
月
二
十
四

日
到
銷
訖
（

と
り
け

銷
し
訖お

わ

る
に
到
る
）
」
と
朱
書
き
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
は
発
給
さ
れ
ず
、
取
り
消
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
『
世

祖
実
録
』
二
年
七
月
一
九
日
条
に
は
、
内
大
臣
と
河
南
巡
撫

が
清
軍
が
河
南
省
西
平
県
に
進
軍
し
て
「
賊
首
劉
洪
起
」
を

伏
誅
（
処
刑
）
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
李
光
濤
氏
は
、

勅
諭
の
取
り
消
し
の
背
景
と
し
て
、
清
の
方
針
が
「
招
撫
」

か
ら
「
掃
討
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

本
勅
諭
は
黄
紙
の
印
辺
龍
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ⅰ-

［
１
］-

５
と
同
様
に
、
雲
の
部
分
が
二
重
線
で
描
か
れ
る

タ
イ
プ
の
龍
雲
紋
で
あ
る
。
圏
点
・
声
点
も
施
さ
れ
て
い
る
。

後
部
欠
落
の
た
め
年
号
・
年
月
日
や
押
印
は
確
認
で
き
な
い
。

満
文
部
分
が
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
作
者
不
詳
の
明
末
の
小
説
『
金
瓶
梅
』
に
は
、

主
人
公
の
山
東
商
人
西
門
慶
が
、
首
都
の
宰
相
蔡
京
（
蔡
太

師
）
に
使
者
を
派
遣
し
て
財
物
を
届
け
、
山
東
提
刑
所
の
理

刑
（
副
長
官
）
と
副
千
戸
（
武
官
）
の
地
位
を
得
る
場
面
が

あ
る
（『
金
瓶
梅
』
第
三
〇
回
）。
こ
の
時
蔡
京
は
「
朝
廷
か

ら
昨
日
欽
賜
さ
れ
た
何
枚
か
の『
空
名
告
身
箚
付
』」を
用
い
、

署
名
捺
印
し
て
西
門
慶
の
名
前
を
書
き
込
ん
で
い
る
（
官
職

名
は
す
で
に
記
し
て
あ
っ
た
よ
う
だ
）。
ま
た
使
者
は
翌
日

吏
部
へ
赴
き
登
録
を
済
ま
せ
て
証
明
書
を
得
て
い
る
。
本
勅

諭
に
見
ら
れ
る
「
空
銜
の
箚
付
」
と
は
、
こ
の
「
空
名
告
身

箚
付
」と
近
い
性
質
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
考
ま
で
に
付
言
し
て
お
く
。　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
、
一
九
五
九
年
）、
小
野
忍
・
千
田
九
一
訳
『
金
瓶
梅
』
三
（
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
）

Ⅰ-

［
１
］-

参
考

明
清
冊
封
詔
勅
目
録 　

一
冊

　
　

紙
本
墨
書　

二
六
・
五
×
一
七
・
九

　
　

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

Ｒ
Ｓ
四
一
五
一
・
九-

八
四

　

明
治
政
府
が
首
里
城
か
ら
接
収
し
た
明
清
詔
勅
の
目
録
。

一
八
七
九
年
三
月
末
、
明
治
政
府
は
警
察
・
軍
隊
と
と
も
に

内
務
大
丞
の
松
田
道
之
を
「
処
分
官
」
と
し
て
琉
球
に
派
遣

し
、
当
時
内
務
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
琉
球
を
強
制
的
に
日

本
へ
と
併
合
し
た
。
こ
の
時
、
内
務
卿
の
伊
藤
博
文
は
松
田

に
対
し
て
事
前
に
、「
島
津
氏
の
琉
球
統
制
に
関
す
る
文
書
」

や
「
中
国
と
の
関
係
書
類
」
を
残
ら
ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
命

じ
て
お
り
、
首
里
城
内
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
他
の

多
く
の
文
書
（
大
半
は
評
定
所
文
書
で
あ
っ
た
）
と
と
も
に

接
収
さ
れ
、
東
京
へ
と
移
送
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
内
務
省
総

務
局
文
書
課
が
保
管
し
て
い
た
が
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大

震
災
に
伴
う
火
災
で
大
半
が
焼
失
し
た
。
し
か
し
幸
い
に
も

そ
れ
以
前
に
、
一
部
の
文
書
に
関
し
て
は
目
録
や
写
本
が
作

成
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
本
目
録
で
あ
り
、
明
治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
（
現
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
目
録
冒
頭
に

記
さ
れ
た
編
纂
掛
事
務
主
任
（
所
長
に
相
当
）
の
三
上
参
次

の
言
に
よ
れ
ば
、
内
務
省
か
ら
江
戸
幕
府
の
寺
社
奉
行
文
書

を
引
き
継
い
だ
際
に
、
琉
球
か
ら
接
収
し
た
書
類
も
引
き
継

ぐ
こ
と
を
求
め
た
が
、
「
な
お
外
交
上
の
秘
密
書
類
に
属
し

て
い
る
」と
断
ら
れ
た
た
め
目
録
の
み
を
謄
写
し
た
と
い
う
。

　

本
目
録
に
は
一
―
一
六
七
号
の
文
書
番
号
と
そ
の
年
号
が

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
第
一
四
四
号
は
抹
消
表
示
（
見
せ

消
ち
）
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
総
数
は
一
六
六
点
で

あ
る
。
そ
の
内
、
明
代
は
二
点
の
み
で
、
残
り
は
清
代
で
あ

る
。
琉
球
併
合
の
時
点
で
、
明
代
の
詔
勅
は
す
で
に
ほ
と
ん

ど
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
清
代
の
詔
勅
は
実
際
の

受
給
総
数
よ
り
は
や
や
少
な
い
も
の
の
、
大
半
が
残
存
し
て

い
た
よ
う
だ
。
数
か
ら
し
て
冊
封
の
み
な
ら
ず
朝
貢
そ
の
他

の
理
由
で
発
給
さ
れ
た
詔
勅
も
含
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
本
目
録
に
は
、
そ
の
他
に
番
外
と
し
て
冒
頭
に
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
の
一
点
、
末
尾
に
清
代
の
勅
諭
三
点
が
載

る
。
前
者
は
明
治
天
皇
に
よ
る
琉
球
藩
設
置
の
勅
諭
で
あ
る
。

　

な
お
本
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
琉
球
国
王
に

発
給
さ
れ
た
詔
勅
の
内
、
過
去
に
日
本
本
土
に
流
出
し
た
と

み
ら
れ
る
明
代
勅
諭
二
点
が
現
存
し
て
い
る
。
一
つ
は
景
泰

五
年
（
一
四
五
四
）
の
尚
泰
久
宛
勅
諭
（
個
人
蔵
）、
も
う

一
つ
は
成
化
二
三
年
（
一
四
八
七
）
の
尚
真
宛
勅
諭
（
沖
縄

県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
金
花
紙
が
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用
い
ら
れ
、
「
広
運
之
宝
」
の
玉
璽
が
押
さ
れ
る
。
他
に
清

に
返
却
し
た
明
代
の
勅
諭
・
詔
書
が
一
点
ず
つ
現
存
し
て
い

る
（
Ⅰ-

［
１
］-

２
解
説
参
照
）。
一
方
、
清
代
に
発
給

さ
れ
た
詔
勅
の
現
存
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
Ⅰ-

［
１
］-

２
の
未
発
給
詔
書
（
断
簡
）
と
、
一
八
世
紀
前
半

頃
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
康
煕
二
八
年
（
一
六
八
九
）

の
尚
貞
王
宛
勅
諭
の
精
巧
な
写
本
（
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
、
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
）
が
、
清
代
の
詔
勅
の
「
実
物
」
の
姿
を
知

る
上
で
の
二
大
手
が
か
り
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
カ
ー
ロ
リ
，ロ
ー
ザ
「
国
宝
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
」
の
旅
」（『
沖
縄
文
化
』

五
〇
―
一
、二
〇
一
六
年
）、黒
嶋
敏
「
影
印
本
「
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
」
に
つ
い
て
」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
六
―
一　

琉
球
王
府
発
給
文
書
の

基
礎
的
研
究
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
一
六
年
）、
真
栄
平
房
昭
「
琉
球
処
分

と
軍
隊
・
歴
代
宝
案
の
ゆ
く
え
―
「
尚
家
文
書
」
新
出
史
料
を
手
が
か
り
と
し
て
」（『
沖

縄
史
料
編
集
紀
要
』
四
一
、
二
〇
一
八
年
）、
渡
辺
美
季
「
琉
日
関
係
に
お
け
る
明
清

詔
勅
」（『
第
十
二
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
沖
縄

県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）

［
２
］
官
職
・
身
分
授
与
文
書

　

誥
命
・
勅
命
（
誥
勅
）
と
は
、
明
清
時
代
に
お
い
て
皇
帝

が
臣
下
や
そ
の
配
偶
者
・
父
祖
に
爵
位
を
賜
与
す
る
際
に
発

す
る
文
書
で
あ
る
。
誥
命
は
五
品
以
上
の
、
勅
命
は
六
品
以

下
の
官
吏
に
授
封
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
外
国
国

王
に
誥
命
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
本
で
は
足
利

義
満
・
豊
臣
秀
吉
を
日
本
国
王
に
冊
封
す
る
際
に
誥
命
が
発

給
さ
れ
、
後
者
は
現
存
し
て
い
る
（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）。

琉
球
で
は
永
楽
一
三
年
（
一
四
一
五
）
に
山
南
王
他
魯
毎
を

冊
封
す
る
際
に
誥
命
が
発
給
さ
れ
た
（
明
『
太
宗
実
録
』
同

五
月
己
酉
［
一
三
日
］
条
）。
琉
球
へ
の
誥
命
発
給
は
こ
の

事
例
の
み
し
か
確
認
で
き
な
い
。
朝
鮮
に
対
し
て
は
、
明
清

時
代
を
通
じ
て
国
王
の
み
な
ら
ず
王
世
弟
・
王
世
子
・
王
妃

な
ど
王
室
に
対
す
る
冊
封
誥
命
が
発
給
さ
れ
た
。

　

誥
勅
は
巻
軸
形
式
で
、誥
命
は
五
色
の
紵
糸（
繻
子
織
か
）、

勅
命
は
純
白
の
綾
を
用
い
、昇
降
龍
と
「
奉
天
誥
命
／
勅
命
」

の
篆
書
が
織
り
込
ま
れ
る
。
布
は
南
京
の
織
染
局
（
明
）・

江
寧
の
織
造
局
（
清
）
で
織
造
さ
れ
、
末
尾
に
は
「
某
年
月

日
造
」
の
篆
字
が
織
り
込
ま
れ
た
。
駢
体
文
（
対
句
で
構
成

し
た
文
体
）
で
書
か
れ
、
清
代
は
漢
文
・
満
文
併
記
に
よ
り
、

両
文
の
末
尾
が
中
央
で
合
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
発
給
年
月

日
の
上
に
、
誥
命
は
「
制
誥
之
宝
」、
勅
命
は
「
勅
命
之
宝
」

の
玉
璽
を
押
す
。
ま
た
最
後
尾
に
は
発
給
台
帳
と
の
割
印
と

し
て
「
広
運
之
宝
」
の
玉
璽
が
押
さ
れ
た
。　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
大
庭
脩
「
豊
臣
秀
吉
を
日
本
国
王
に
封
ず
る
誥
命
に
つ
い
て
―
我
が
国
に
現

存
す
る
明
代
の
誥
勅
―
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
四
、
一
九
七
一
年
）、

村
井
章
介
「
明
代
「
冊
封
」
の
古
文
書
学
的
検
討
―
日
中
関
係
史
の
画
期
は
い
つ
か
―
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
二
七
―
二
、
二
〇
一
八
年
）、
小
島
浩
之
「
中
国
に
お
け
る
記
録
媒

体
の
変
遷
再
考
―
文
書
料
紙
を
中
心
と
し
て
」（
同
編
『
東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
構
築

―
現
状
と
課
題
―
』
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
、
二
〇
一
八
年
）、
洪
性
鳩
（
林
慶

俊
訳
）「
韓
国
所
蔵
清
朝
（
満
文
）
文
書
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー

研
究
年
報
』
五
、二
〇
一
九
年
）

Ⅰ-

［
２
］-
参
考
１

明
武
宗
（
正
徳
帝
）
勅
命　

一
巻

　
　

絹
本
墨
書　

二
九
・
七
×
一
四
八
・
三

　
　

弘
治
一
八
年
（
一
五
〇
五
）
八
月
二
〇
日

　
　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵 
鴎
Ａ
〇
〇
：
六
二
七
〇

　

南
京
広
西
道
監
察
御
史
王
欽
の
父
王
聡
を
文
林
郎
南
京
広

西
道
監
察
御
史
に
、母
譚
氏
を
孺
人
に
封
じ
た
文
書
。
明
代
、

官
職
を
授
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
妻
の
ほ
か
、
一
品
官
は
三
代
、

二
・
三
品
官
は
二
代
、
四
―
七
品
官
は
一
代
を
遡
っ
て
封
贈

さ
れ
る
（
万
暦
『
大
明
会
典
』[

以
下
『
会
典
』]

巻
六
文

官
封
贈
）。
南
京
広
西
道
監
察
御
史
は
七
品
官
で
、し
た
が
っ

て
父
母
と
妻
が
対
象
と
な
る
。
こ
の
規
定
に
沿
っ
て
王
欽
の

父
母
も
授
封
さ
れ
、
七
品
で
あ
る
の
で
勅
命
が
賜
給
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
文
林
郎
は
七
品
相
当
の
散
官
、
ま
た
孺
人
は

七
品
官
の
母
・
妻
に
与
え
ら
れ
る
称
号
で
あ
る
（
『
会
典
』

巻
六
文
官
封
贈
・
散
官
）。
な
お
弘
治
一
八
年
八
月
二
〇
日

当
時
の
皇
帝
は
武
宗
（
正
徳
帝
）
で
、
孝
宗
（
弘
治
帝
）
は

こ
の
年
五
月
に
没
し
て
い
る
。
年
号
が
弘
治
の
ま
ま
な
の
は

踰
年
改
元
の
慣
行
に
よ
る
。

　

附
属
の
木
箱
に
は
「
明
孝
宗
皇
帝
弘
治
勅
命　

一
巻
」
と

表
書
き
さ
れ
る
。
巻
装
部
分
の
端
裏
に
「
東
京
帝
国
大
学

図
書
印
」
の
朱
印
お
よ
び
「
寄
贈
／
昭
和
拾
壱
年
壱
月
拾

日
／
故
森
林
太
郎
氏
」
の
黒
印
が
み
ら
れ
、
昭
和
一
一
年

（
一
九
三
六
）
森
鴎
外
の
所
蔵
品
を
東
京
帝
国
大
学
に
遺
族

が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
森
鴎
外
が
本

文
書
を
い
つ
ど
こ
で
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

本
体
は
白
綾
で
、
冒
頭
に
は
昇
降
龍
に
取
り
巻
か
れ
た

「
奉
天
勅
命｣

の
文
字
を
織
り
出
す
、『
会
典
』
の
規
定
通
り

の
勅
命
で
あ
る
が
（
巻
二
〇
一
誥
勅
）
、
表
装
は
後
代
の
も

の
で
原
軸
・
原
帯
等
は
失
わ
れ
、
背
面
に
あ
る
は
ず
の
表
装

の
年
月
日
お
よ
び
工
匠
の
記
載
も
み
え
な
い
。
ま
た
少
な
く

と
も
後
半
部
は
切
断
さ
れ
て
亡
失
し
て
お
り
、「
広
運
之
宝
」

の
朱
方
印
や
文
書
番
号
を
割
書
し
た
墨
書
は
見
当
た
ら
ず
、

そ
の
奥
に
織
り
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
織
造
年
月
日
も
見
え

な
い
。
現
状
は
、
年
記
の
上
に
捺
さ
れ
た
約
一
一
㎝
四
方
の

「
勅
命
之
宝
」
の
朱
方
印
が
ぎ
り
ぎ
り
収
ま
る
形
で
表
装
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
「
勅
命
之
宝
」
は
年
号
の
一
字
目
の
中
央

部
か
ら
捺
さ
れ
て
お
り
、
皇
帝
印
を
捺
す
際
の
慣
例
に
沿
っ

て
い
る
。

　

な
お
本
例
の
よ
う
に
、
日
本
と
は
直
接
関
係
の
な
い
、

明
の
国
内
文
書
と
し
て
の
誥
勅
の
日
本
現
存
例
は
、
Ⅰ-

［
２
］-

参
考
２
の
ほ
か
、
毛
利
公
爵
家
旧
蔵
の
嘉
靖
一
三

年
（
一
五
三
四
）
四
月
二
〇
日
付
の
明
世
宗
（
嘉
靖
帝
）
勅
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命
（
現
・
山
口
県
立
山
口
博
物
館
蔵
、
史
料
編
纂
所
台
紙
付

写
真-

八
七
〇-

一
一
二
二
五
）
な
ど
数
例
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
あ
る
い
は
近
代
、
骨
董
品
と
し
て
流
入
し
て

き
た
も
の
か
と
推
察
さ
れ
る
が
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
小
島
浩
之
「
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
鴎
外
文
庫
「
明
代
勅
命
」
管
見
」（『
漢

字
文
献
情
報
処
理
研
究
』
一
〇
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
勅
諭
・
誥
命
」（
村
井
章
介
ほ

か
編
『
日
明
関
係
史
研
究
入
門
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

Ⅰ-

［
２
］-

１

明
神
宗
（
万
暦
帝
）
誥
命　

一
巻

　
　

絹
本
墨
書　

　
　

万
暦
一
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
五
日

　
　

何
創
時
書
法
芸
術
基
金
会
蔵

　

明
代
の
誥
命
は
、
唐
代
の
告
身
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
、

皇
帝
が
臣
下
を
五
品
以
上
の
官
職
に
任
ず
る
と
き
に
使
用
さ

れ
た
文
書
様
式
で
あ
る
。
本
文
書
に
み
え
る
太
子
少
保
は
正

二
品
官
で
あ
る
。

　

誥
命
の
基
盤
材
に
つ
い
て
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
（
以
下

『
会
典
』
）
は
「
五
色
紵
糸
」
と
規
定
し
、
勅
命
（
六
品
以
下
）

に
使
用
す
る
「
白
綾
」
と
の
差
別
化
を
図
る
（
巻
二
〇
一
誥

勅
）。
冒
頭
に
双
龍
文
（
昇
降
龍
文
）
と
「
奉
天
誥
命
」
の

篆
文
を
織
り
出
し
、
そ
の
後
は
雲
文
を
織
り
出
す
。
『
会
典
』

は
文
官
二
品
に
は
「
獅
子
」
文
を
使
用
す
る
と
規
定
し
て
お

り
（
巻
二
一
二
雑
行-

中
書
舎
人
）
、
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。

末
尾
に
「
万
暦
九
秊　

月　

日　

誥
」
と
織
り
出
し
て
お

り
、
万
暦
九
年
に
織
造
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
表
装
（
裏

打
）
さ
れ
た
の
は
三
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
軸
巻
紙
に
「
万

暦
「
十
二
」
年
「
三
」
月　

表
背
匠
「
王
本
」
／
織
匠
「
陳

山
」
／
挽
匠
「
周
清
」
」
と
あ
る
（
「 

」
は
異
筆
）。
『
会
典
』

は
、
南
京
織
造
局
が
織
造
し
、
工
部
に
送
ら
れ
た
の
ち
、
印

綬
官
と
掌
印
官
が
品
質
検
査
を
行
い
、
合
格
し
た
も
の
を
貯

蔵
す
る
と
規
定
す
る
（
巻
二
一
二
雑
行-

中
書
舎
人
）。
本

文
書
の
場
合
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
表
装
か
ら
六
年

後
の
万
暦
一
九
年
で
あ
る
。

　

誥
命
の
冒
頭
句
は
「
奉
天
承
運
皇
帝
制
曰
」
で
あ
り
、
以

下
に
皇
帝
の
命
令
を
引
用
す
る
。
「
奉
天
承
運
皇
帝
」（
天
を

奉
じ
運
を
承
け
た
る
皇
帝
）
は
、
元
代
の
「
上
天
眷
命
皇

帝
」（
上
天
の
眷
命
せ
る
皇
帝
）
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
本
文
は
楷
書
体
で
書
す
。
各
行
を
七
字
に
収
め
る
の

を
基
本
と
し
、「
天
」「
皇
帝
」「
三
朝
」
の
文
言
に
双
擡
を

施
す
。
年
月
日
の
「
万
暦
」
の
「
万
」
字
に
か
け
て
朱
印
の
「
制

誥
之
宝
」
を
押
す
。
そ
の
左
上
に
勘
合
原
簿
を
重
ね
て
文
書

番
号
を
割
書
し
て
割
印
を
押
す
。
そ
の
朱
印
の
印
文
は
「
広

運
之
宝
」
で
あ
る
。
「
奉
天
承
運
皇
帝
」
が
そ
の
「
運
」
を

臣
下
に
普
及
さ
せ
る
と
い
う
理
念
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
誥
命
は
、
万
暦
一
九
年
四
月
五
日
付
で
故
人
の
劉
応

節
に
対
し
て
太
子
少
保
を
追
贈
し
た
辞
令
書
で
あ
る
。
明
『
神

宗
実
録
』
万
暦
一
九
年
閏
三
月
四
日
条
に
よ
る
と
、
劉
応
節

は
前
年
六
月
に
卒
し
て
お
り
、
先
例
ど
お
り
「
祭
葬
」
さ
れ

て
い
る
。
本
文
は
「
三
朝
」（
嘉
靖
・
隆
慶
・
万
暦
）
に
仕

え
た
事
蹟
を
修
辞
的
に
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
列
伝

（
『
明
史
』
列
伝
巻
二
二
〇
・
列
伝
第
一
〇
八
）
を
参
照
す
る

こ
と
で
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
概
ね
理
解
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
詳
述
を
避
け
た
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
。
劉

応
節
は
万
暦
五
年
に
協
理
戎
政
兵
部
尚
書
の
任
に
あ
っ
た
と

こ
ろ
、
同
年
閏
八
月
に
弾
劾
を
受
け
て
致
仕
し
た
（『
神
宗

実
録
』万
暦
五
年
閏
八
月
二
七
日
条
）。
し
か
し
、翌
年
二
月
、

娘
の
劉
氏
が
神
宗
の
后
（
昭
后
）
に
冊
立
さ
れ
た
た
め
、
皇

帝
の
親
衛
軍
で
あ
る
錦
衣
衛
の
正
千
戸
と
な
り
、
俸
禄
（
価

五
〇
〇
〇
両
・
荘
田
一
〇
〇
頃
）
を
帯
び
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
（
同
六
年
二
月
二
二
日
条
、二
六
日
条
、六
月
二
六
日
条
）。

そ
の
後
、指
揮
僉
事
を
経
て
、
刑
部
尚
書
に
任
じ
ら
れ
た
（
同

一
〇
年
三
月
七
日
条
、
一
二
年
一
〇
月
九
日
条
）。
劉
応
節

は
皇
帝
権
力
に
密
着
す
る
こ
と
で
、
復
権
を
果
た
し
た
の
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
荒
木
和
憲
）

〔
参
考
〕
大
庭
脩
『
古
代
中
世
に
お
け
る
日
中
関
係
史
の
研
究
』（
同
朋
社
出
版
、

一
九
九
六
年
）、
小
島
浩
之
「
勅
諭
・
誥
命
」（
村
井
章
介
ほ
か
編
『
日
明
関
係
史

研
究
入
門
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
河
上
繁
樹
「
織
技
か
ら
見
た
明
代
の
誥

勅
」(

小
島
浩
之
編
『
東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
構
築
』
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
、

二
〇
一
八
年
）

Ⅰ-

［
２
］-

参
考
２

明
熹
宗
（
天
啓
帝
）
誥
命　

一
巻

　
　

絹
本
墨
書　

二
八
・
四
×
一
六
八
・
一

　
　

天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）

　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

貴
一
六-

二

　

某
氏
に
一
品
夫
人
を
遺
贈
し
た
文
書
。
本
文
の
前
半
お
よ

び
中
間
部
を
欠
く
た
め
、
対
象
者
の
名
前
は
不
明
で
あ
る
。

万
暦
『
大
明
会
典
』（
以
下
『
会
典
』）
巻
六
「
文
官
封
贈
」

に
は
、「
正
従
一
品
曽
祖
母
・
祖
母
・
母
・
妻
、
各
封
贈
夫

人
後
称
一
品
夫
人
」
と
あ
る
か
ら
、
正
従
一
品
に
任
じ
ら
れ

た
男
性
の
曽
祖
母
・
祖
母
・
母
・
妻
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
の

だ
ろ
う
が
、
該
当
男
性
の
名
前
も
不
明
で
あ
る
。
な
お
誥
勅

の
軸
数
は「
一
品
四
軸
、
二
品
三
品
三
軸
、四
品
至
七
品
二
軸
」

（『
会
典
』
巻
六
誥
勅
）
と
定
め
ら
れ
る
。
一
品
官
を
授
職
さ

れ
れ
ば
三
代
に
封
贈
さ
れ
る
の
で
、
四
軸
と
す
る
と
、
本
人

夫
妻
・
父
母
・
祖
父
母
・
曾
祖
父
母
宛
の
誥
命
が
作
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
現
存
例
も
Ⅰ-

［
２
］-

参
考
１
の
勅
命

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
夫
妻
へ
の
封
贈
が
一
軸
に
ま
と
め
て

記
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
本
文
書
も
一
品
夫
人

の
授
職
だ
け
で
な
く
、
失
わ
れ
た
前
半
部
に
男
性
へ
の
授
職

が
記
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
残
存
す
る
本
文
か
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ら
そ
の
要
素
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

附
属
の
木
箱
に
は
「
明
天
啓
帝
制
誥
零
文　

一
幀
」
と
表

書
き
さ
れ
、
蓋
裏
に
は
「
閑
雲
清
玩
」
の
墨
書
・「
五
百
四
十

円
」
と
墨
書
し
た
紙
片
・
「
寄
贈
／
昭
和
参
年
十
二
月
十
八

日
／
辻
善
之
助
氏
」
と
記
し
た
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
巻
装
部
分
の
奥
裏
に
「
大
阪
富
田
仙
助
氏
恵
寄
／
史
料
編

纂
掛
ニ
転
贈　

辻
善
之
助
（
花
押
）
／
昭
和
三
年
十
一
月

二
十
六
日
」
と
あ
る
。
富
田
仙
助
は
丹
後
出
身
の
実
業
家
で

兵
庫
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
も
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の

人
物
が
、
お
そ
ら
く
五
四
〇
円
で
購
入
し
た
も
の
を
辻
善
之

助
に
贈
り
、
そ
れ
を
辻
が
史
料
編
纂
所
（
当
時
は
史
料
編
纂

掛
）
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
辻
は
史
料
編
纂
所
の

所
長
で
あ
っ
た
。

　

文
書
冒
頭
に
は
『
会
典
』
の
規
定
通
り
に
、
昇
降
龍
に
取

り
巻
か
れ
た
「
奉
天
誥
命
」
の
文
字
を
織
り
出
す
が
、
前
部

の
昇
龍
に
は
欠
損
が
み
ら
れ
、
後
部
は
続
く
「
友
」
か
ら
始

ま
る
本
文
の
書
か
れ
た
部
分
の
布
地
と
は
織
目
が
連
続
し
な

い
の
で
、
「
奉
天
誥
命
」
の
前
後
は
と
も
に
切
断
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
後
の
方
の
切
断

面
は
か
が
ら
れ
た
う
え
で
本
文
の
方
の
布
地
と
接
合
さ
れ
て

お
り
、
丁
寧
な
処
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る

（
図
版
篇
二
四
頁
「
切
断
面
①
」
参
照
）。
地
紋
は
雲
鶴
で
、

こ
れ
は
『
会
典
』
の
定
め
る
一
品
官
の
誥
の
地
紋
に
該
当
す

る
が
（
巻
二
一
二
雑
行
）
、
同
条
に
は
一
品
官
の
夫
人
の
誥

は
雲
鸞
と
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
鶴
で
は
な
く
鸞
か
も
し
れ

な
い
。

　

『
会
典
』
に
は
、
誥
の
布
地
に
つ
い
て
は
五
色
の
紵
糸
と

の
み
あ
っ
て
（
巻
二
〇
一
誥
勅
）
、
五
色
の
順
列
や
各
色
の

長
さ
に
つ
い
て
の
規
定
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
豊
臣
秀
吉
を

日
本
国
王
に
封
じ
た
誥
命
は
雲
鶴
紋
で
一
品
官
相
当
格
と
し

て
作
成
さ
れ
、
青
赤
黄
白
黒
の
順
で
約
四
〇
㎝
ご
と
に
変
化

す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
・
四
品
官
の
例
で
は
、
色
の
順
は

同
じ
だ
が
約
七
〇
㎝
ご
と
に
変
化
し
、
品
階
に
よ
り
各
色
の

長
さ
が
異
な
る
こ
と
が
大
庭
脩
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

本
文
書
は
全
体
に
褪
色
し
、
冒
頭
の
青
以
外
、
地
色
は
そ

れ
ほ
ど
明
瞭
で
な
い
が
、冒
頭
か
ら
①
青
一
二
・
四
、②
黄
八
・

九
、
③
白
三
六
・
〇
、
④
赤
三
七
・
二
、
⑤
黄
三
七
・
〇
、
⑥

白
三
六･

六
㎝
と
い
う
構
成
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

①
②
以
外
は
い
ず
れ
も
地
紋
の
鳥
が
横
に
四
羽
、
織
り
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
標
準
に
考
え
る
と
、
③
⑥
が
や
や
短
い

も
の
の
、
約
三
七
㎝
ご
と
に
変
化
す
る
パ
タ
ー
ン
で
織
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
お
お
む
ね
秀
吉
の
誥
と
同
じ
で
、

す
な
わ
ち
一
品
官
の
誥
の
例
に
合
致
す
る
。
そ
う
な
る
と
①

は
前
後
あ
わ
せ
て
約
二
五
㎝
、②
は
③
と
は
連
続
す
る
か
ら
、

前
半
部
に
約
二
八
㎝
の
亡
失
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

③
④
の
間
に
も
切
断
が
あ
る
。
紋
様
を
合
わ
せ
て
丁
寧
に
接

合
し
全
体
を
裏
打
ち
し
て
表
装
し
て
い
る
の
で
分
か
り
づ
ら

い
が
、
顕
微
鏡
で
見
る
と
織
糸
が
切
れ
て
繋
が
っ
て
い
な
い

の
が
明
白
で
あ
る
（
図
版
篇
二
四
頁
「
切
断
面
②
」
参
照
）。

③
が
や
や
短
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

色
の
順
列
が
仮
に
秀
吉
宛
の
誥
命
と
同
じ
く
青
赤
黄
白
黒

で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
①
青
の
あ
と
に
、
赤
と
黄
の
一
部
が

亡
失
し
、
②
黄
の
残
部
③
白
と
き
て
、
黒
・
青
部
が
亡
失
し
、

④
赤
⑤
黄
⑥
白
と
続
く
形
と
推
定
さ
れ
る
。
③
か
ら
⑤
の
本

文
は
八
字
（
擡
頭
分
を
考
慮
す
れ
ば
一
〇
字
）
×
九
行
で
あ

る
か
ら
、
前
半
に
一
六
行
、
中
間
に
一
八
行
分
の
文
章
の
抜

け
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
Ⅰ-
［
２
］-

参
考
１
・
１
の

例
に
照
ら
す
に
、
全
体
で
六
三
行
に
及
ぶ
よ
う
な
長
文
を
想

定
し
う
る
か
ど
う
か
躊
躇
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
場

合
は
色
の
順
列
の
多
様
性
を
想
定
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

年
記
の
上
に
は
一
二
・
八
㎝
四
方
の
「
制
誥
之
宝
」
の
朱
郭

方
印
が
捺
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
年
号
の
一
字
目
の
中
央
部

か
ら
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
末
尾
に
は
割
書
が
施
さ
れ
、
そ

の
割
書
に
右
側
面
の
朱
郭
が
か
か
る
形
で
一
一
・
二
㎝
四
方

の
「
広
運
之
宝
」が
捺
さ
れ
る
。
割
書
は「
□
□
□
□
十
三
號
」

と
読
み
取
れ
、
こ
れ
を
大
庭
氏
は
意
か
ら
「
仁
字
九
百
十
三

號
」と
読
ま
れ
る
。
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
な
お
Ⅰ-

［
２
］

-

１
は
「
広
運
之
宝
」
を
割
印
に
す
る
が
、
本
文
書
は
割
印

で
は
な
い
。
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
の
天
啓
三
年
一
一
月
八

日
付
誥
命
・
天
啓
四
年
三
月
二
六
日
付
勅
命
・
崇
禎
元
年
九

月
付
誥
命
な
ど
も
本
文
書
と
同
様
に
、
割
印
で
は
な
く
割
書

に
朱
郭
を
か
け
る
形
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
の
使
い
分
け

は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

Ⅰ-

［
２
］-

参
考
１
と
同
様
、
本
来
末
尾
に
あ
る
は
ず

の
織
造
年
月
日
は
み
あ
た
ら
ず
、
末
尾
も
切
断
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
改
装
さ
れ
て
い
る
た
め
、
背
面
に
あ
る
は

ず
の
表
装
の
年
月
日
お
よ
び
工
匠
の
記
載
も
み
え
な
い
。
い

つ
の
段
階
の
細
工
か
は
不
明
だ
が
、
本
文
書
は
相
当
の
改
変

が
加
え
ら
れ
て
現
状
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
大
庭
脩
「
豊
臣
秀
吉
を
日
本
国
王
に
封
ず
る
誥
命
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学

東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
四
、
一
九
七
一
年
）、
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博

物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書
』
明
清
檔
案
巻
明
代
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、

『
衆
議
院
議
員
列
伝
』（
衆
議
院
議
員
列
伝
発
行
所
、
一
九
〇
一
年
）

Ⅰ-

［
２
］-

２

清
太
祖
（
努
爾
哈
斉
）
勅
書
（
誥
命
）　

一
巻

　
　

絹
本
墨
書　

五
三
・
〇
×
一
二
四
・
四

　
　
　
　
　
　
　

（
本
紙
五
三
・
〇
×
六
六
・
六
）

　
　

天
命
一
一
年
（
一
六
二
六
）

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

二
一
九
八
二
〇

　

清
太
祖
（
ヌ
ル
ハ
チ
）
がLio Jung Ciyang

と
い
う
人
物

（
恐
ら
く
漢
人
）
に
対
し
て
発
給
し
た
勅
書
（M

a.ejehe

）

の
残
簡
。
旧
満
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
下
地
の
紙
の
中
央
部
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か
ら
右
に
む
け
て
、
右
端
が
切
れ
た
黄
紙
の
満
洲
語
文
書
が

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
勅
書
は
、
ふ
つ
う
満
文
と
漢
文
が

併
記
さ
れ
る
満
漢
合
璧
で
作
ら
れ
た
た
め
、
切
れ
た
右
端
に

は
現
存
す
る
満
文
に
対
応
す
る
漢
文
が
書
か
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
左
側
に
は
白
地
に
薄
い
淡
褐
色
の
漢
文
断

片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
書
と
は
関
係
の
な
い

内
容
で
あ
る
。
檔
案
を
整
理
す
る
た
め
に
裏
打
ち
す
る
際
に
、

性
格
の
異
な
る
二
つ
の
文
書
を
一
つ
に
し
た
も
の
だ
と
推
定

さ
れ
る
。

　

本
文
書
に
は
、
発
給
対
象
で
あ
るLio Jung Ciyang

が
、

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
備
禦
（M

a.beiguan

）
の

位
に
任
じ
ら
れ
た
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
清
の
支
配
体
制
の

根
幹
を
な
す
の
は
八
旗
で
あ
り
、
そ
れ
に
属
す
る
人
々
を
旗

人
と
い
う
。
旗
人
は
、
世
職
（M

a.hergen
）
と
呼
ば
れ
る

独
特
の
位
階
制
に
よ
っ
て
序
列
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

位
階
は
、
最
終
的
に
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
と
い
う
漢
称

の
爵
位
へ
と
帰
着
す
る
が
、
ヌ
ル
ハ
チ
の
創
設
当
初
に
は
、

明
の
武
官
制
を
借
用
し
た
総
兵
官
―
副
将
―
参
将
―
遊
撃
・

備
禦
か
ら
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
本
文
書
はLio Jung 

Ciyang

の
世
職
を
備
禦
に
し
た
際
に
交
付
し
た
辞
令
書
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ふ
つ
う
、
こ
う
し
た
爵
位
授
与
文
書
は
品
階
に
よ
っ
て
「
誥

命
」
（
五
品
以
上
）
と
「
勅
命
」
（
六
品
以
下
）
と
に
区
別
さ

れ
る
が
、
入
関
前
の
清
朝
で
は
、
皇
帝
が
出
す
文
書
と
い
う

意
味
で
、
お
し
な
べ
て
「
勅
書ejehe

」
と
呼
称
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
入
関
後
、
文
書
行
政
が
確
立
し
て
く
る
に
と
も

な
い
、
次
第
に
「
誥
命
」
と
「
勅
命
」
を
区
別
す
る
よ
う
に

な
る
。
後
掲
の
Ⅰ-

［
２
］-

３
と
Ⅰ-

［
２
］-

４
は
そ
の

実
例
に
当
た
る
。
世
職
授
与
の
際
に
交
付
さ
れ
る
勅
書
と
し

て
、
本
文
書
は
「
佟
延
天
命
丙
寅
年
勅
書
」
（
『
清
代
檔
案
史

料
叢
編
』
第
七
輯
）
と
と
も
に
現
存
す
る
数
少
な
い
例
で
あ

り
、
内
容
的
に
は
入
関
後
の
「
誥
命
」
に
相
当
す
る
。

　

満
洲
語
で
記
さ
れ
た
国
初
の
年
代
記
史
料
で
あ
る
『
満
文

老
檔
』
の
巻
一
五
に
は
、「
ス
レ=

ハ
ン
（
＝
ホ
ン
タ
イ
ジ
）

の
時
に
漢
人
の
大
臣
・
官
員
ら
に
与
え
た
勅
書sure han i 

forgon de nikan am
basa hafasa de buhe ejehe

」
と
い

う
題
目
で
、
五
六
件
の
勅
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
勅
書

に
は
、
①
発
行
者
②
受
給
者
③
授
与
事
項
（
功
績
・
世
職
・

刑
罰
免
除
な
ど
）
④
発
給
日
付
な
ど
の
事
項
が
書
か
れ
て
い

る
が
、
本
文
書
や
「
佟
延
天
命
丙
寅
年
勅
書
」
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
文
言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
書
が
発
給
対

象
者
に
交
付
し
た
勅
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
満
文
老
檔
』

に
収
録
さ
れ
た
勅
書
の
檔
冊
は
、
交
付
し
た
勅
書
を
抄
録
し

た
台
帳
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
『
満
文
老
檔
』
に
は
本

文
書
の
発
給
対
象
者
で
あ
るLio Jung Ciyang

は
確
認
で
き

な
い
が
、
本
文
書
も
同
様
の
檔
冊
に
登
録
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
佟
延
天
命
丙
寅
年
勅
書
」
の
佟
延

は
、『
満
文
老
檔
』
の
檔
冊
の
三
番
目
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

用
紙
は
、
黄
紙
の
印
辺
龍
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
Ⅰ-

［
１
］-

１
参
照
）。
『
満
文
老
檔
』
天
命
八
年
（
一
六
二
三
）

五
月
三
日
条
に
、「
黄
色
の
勅
書
に
書
い
て
捺
印
し
、
ヤ
ン

グ
リ
（Yangguri

）
に
与
え
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
こ

こ
で
い
う
「
黄
色
の
勅
書
」
と
は
、
お
そ
ら
く
本
文
書
の
黄

紙
と
同
一
の
材
質
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
文
書
に
用
い
ら
れ
た
印
辺
龍
箋
は
、
通
常
、
誥
命
で
は
な

く
勅
諭
に
用
い
ら
れ
る
文
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ⅰ-

［
１
］

-

１
の
例
と
同
様
に
、
こ
の
段
階
の
満
洲
人
は
、
明
代
の
勅

諭
を
大
雑
把
に
模
倣
し
つ
つ
も
、
ま
だ
文
書
様
式
の
区
別
を

徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

発
給
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
文
書
の
右
端
に
「
天
命
丙
寅

年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヌ
ル
ハ
チ
治
世
の
最
晩

年
の
天
命
一
一
年
（
一
六
二
六
）
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
末
尾
の
月
は
数
字
に
当
た
る
部
分
が
欠
損

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
左
側
の
満
文
に

「am
agan i ninggun biyai

」
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
「
閏
六
月
」

と
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
佟
延
天
命
丙
寅
年
勅
書
」（
『
清

代
檔
案
史
料
叢
編
』
第
七
輯
）
も
、
発
給
日
付
が
「
天
命

丙
寅
年
六
月
」（
満
文
は
「abkai fulingga fulgiyan tasha 

aniya am
agan i ninggun biyai

」）
と
な
っ
て
お
り
、
本
文

書
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
給
さ
れ
た
同
じ
性
格
の
文
書
で
あ
る

と
い
え
る
。

　

日
付
の
年
号
の
上
に
印
が
捺
さ
れ
た
よ
う
な
跡
が
あ
る

が
、
ひ
ど
く
滲
ん
で
い
る
た
め
、
印
文
を
確
認
で
き
な
い
。

た
だ
、
印
文
の
跡
は
上
下
で
細
長
い
直
線
の
形
と
な
っ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
漢
文
で
は
な
く
満
文
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。
本
文
書
と
同
種
の
文
書
と
さ
れ
る
「
佟
延
天

命
丙
寅
年
勅
書
」
に
も
、
や
は
り
満
文
の
「abkai fulingga 

aisin gurun han i doron

」
と
い
う
印
文
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
文
書
の
印
文
も
「
佟
延
天
命
丙
寅
年
勅

書
」
と
同
様
に
、
満
文
印
が
捺
印
さ
れ
た
と
み
て
大
過
あ
る

ま
い
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
文
書
冒
頭
に
「
ハ
ン
が
言
う
に
はhan 

hendum
e

」
と
あ
る
部
分
と
、
そ
の
次
の
文
章
の
筆
体
が
明

ら
か
に
異
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
定
型
句
で
あ

る
「han hendum

e

」
を
予
め
記
入
し
た
文
書
を
大
量
に
作
っ

て
お
き
、
文
書
を
発
給
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
、
こ
れ
を

持
ち
出
し
て
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

一
九
五
九
年
）、
松
浦
茂
「
天
命
年
間
の
世
職
制
度
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
二

-

四
、一
九
八
四
年
）、細
谷
良
夫
「「
満
文
原
檔
」「
黄
字
檔
」
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』

四
九-

四
、一
九
九
一
年
）、片
岡
一
忠『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書
店
、二
〇
〇
八
年
）、

杉
山
清
彦
「
清
初
マ
ン
ジ
ュ
（
満
洲
）
人
の
「
家
」
と
国
家
」（
加
藤
雄
三
・
大
西
秀
之
・

佐
々
木
史
郎
編
『
東
ア
ジ
ア
内
海
世
界
の
交
流
史
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、 

杉
山

清
彦
『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
一
五
年
）、庄
声
『
帝

国
を
創
っ
た
言
語
政
策
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
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Ⅰ-

［
２
］-

３

清
世
祖
（
順
治
帝
）
勅
命　

一
巻

　
　

紙
本
墨
書　

四
二
・
四
×
三
〇
二
・
五

　
　

順
治
九
年
（
一
六
五
二
）
正
月
二
六
日　
　

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
〇
三
九
一
九

　

清
世
祖
（
順
治
帝
）
が
趙
国
彦
と
い
う
人
に
下
し
た
満
漢

合
璧
の
勅
命
。
昇
降
龍
紋
の
黄
紙
に
、
右
側
に
は
漢
文
、
左

側
で
は
満
文
が
書
か
れ
て
お
り
、
漢
文
は
右
か
ら
、
満
文
は

左
か
ら
中
央
部
に
む
け
て
読
解
す
る
典
型
的
な
満
漢
合
璧
の

詔
令
文
書
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
漢
文
部
分
の
冒
頭
は
「
奉

天
承
運
皇
帝
制
曰
」
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
本
文
書
が
皇
帝

の
発
給
す
る
誥
命
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
満
文
は
「
天
命
の
運
を
う
け
た
ハ
ン
の
旨abkai hesei 

forgon be aliha han i hese

」
と
あ
り
、
単
に
「
ハ
ン
の
旨

han i hese

」
と
い
う
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
る
。　

　

本
文
書
の
内
容
は
、
お
そ
ら
く
八
旗
漢
軍
に
属
す
る
趙
国

彦
が
爵
位
で
あ
る
世
職
を
授
か
っ
た
縁
由
と
、
彼
の
死
後
、

息
子
の
趙
完
璧
が
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
許
可
す
る
命
令

が
中
心
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
趙
国
彦
は
も
と

も
と
「
白
身bai niyalm

a

」
、
す
な
わ
ち
職
の
な
い
白
衣
よ

り
身
を
起
こ
し
、
遼
東
の
松
山
・
錦
州
で
の
戦
や
そ
の
後
の

漢
地
征
服
戦
な
ど
で
軍
事
的
に
活
躍
し
た
功
績
を
認
め
ら

れ
、
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
に
世
職
を
授
か
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
趙
国
彦
に
与
え
ら
れ
た
世
職
は
、

ト
ゥ
ワ
シ
ャ
ラ=

ハ
フ
ァ
ン
（tuw

ašara hafan

）
と
い
う

後
の
雲
騎
尉
に
当
た
る
も
の
で
、
そ
の
継
承
は
一
回
し
か
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

翌
年
に
趙
国
彦
が
病
死
す
る
と
、
息
子
の
趙
完
璧
が
爵
位

を
継
承
す
る
。
趙
完
璧
は
、
順
治
七
年
（
一
六
五
〇
）
に
バ

イ
タ
ラ
ブ
レ=

ハ
フ
ァ
ン
（baitalabure hafan

／
騎
都
尉
）
、

順
治
九
年
（
一
六
五
二
）
に
三
等
ア
ダ
ハ=

ハ
フ
ァ
ン
（adaha 

hafan

）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
昇
級
し
て
い
く
。
本
文
書
に
は
、

こ
れ
ら
の
昇
級
契
機
に
つ
い
て
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
世

職
の
授
与
・
継
承
の
保
証
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
前
掲
の
勅
書
Ⅰ-

［
２
］-

２
と
同
様
の
性
格

を
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
入
関
後
に
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
を
知
り
得
る
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

形
式
と
し
て
は
、
Ⅰ-

［
２
］-

２
の
例
と
同
様
に
勅
諭

の
印
辺
龍
箋
の
文
様
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
入
関
し
た
と
は

い
え
、
依
然
と
し
て
入
関
前
の
文
書
様
式
が
引
き
継
が
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
印
章
は
、
趙
氏
父
子
の
世
職
に

変
動
が
あ
っ
た
日
付
の
と
こ
ろ
に
、
満
漢
合
璧
の
「
勅
命
之

宝hese i tacibure boobai

」
の
印
が
漢
文
部
分
と
満
文
部

分
に
そ
れ
ぞ
れ
四
回
ず
つ
捺
さ
れ
て
い
る
。　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕 

松
浦
茂
「
天
命
年
間
の
世
職
制
度
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
二-

四
、

一
九
八
四
年
）、
細
谷
良
夫
「「
満
文
原
檔
」「
黄
字
檔
」
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研

究
』
四
九-

四
、
一
九
九
一
年
）、
片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）、
杉
山
清
彦
「
清
初
マ
ン
ジ
ュ
（
満
洲
）
人
の
「
家
」
と
国
家
」（
加

藤
雄
三
・
大
西
秀
之
・
佐
々
木
史
郎
編
『
東
ア
ジ
ア
内
海
世
界
の
交
流
史
』
人
文
書

院
、
二
〇
〇
八
年
）、 

杉
山
清
彦
『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』（
名
古
屋
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
五
年
）、
庄
声
『
帝
国
を
創
っ
た
言
語
政
策
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
一
六
年
）

Ⅰ-

［
２
］-

４

清
高
宗
（
乾
隆
帝
）
誥
命　

一
巻

　
　

絹
本
墨
書　

四
〇
・
三
×
二
九
八
・
〇

　
　

乾
隆
一
六
年
（
一
七
五
一
）
一
一
月
二
五
日　
　

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 
〇
三
八
二
五
〇

　

清
高
宗
（
乾
隆
帝
）
か
ら
佟
海
と
い
う
人
に
発
給
さ
れ
た

誥
命
。
黒
・
赤
・
白
・
紅
の
四
色
を
繋
い
だ
絹
に
漢
文
と
満

文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
発
給
対
象
で
あ
る
佟
海
に
つ
い
て
は
、

清
『
世
宗
実
録
』『
高
宗
実
録
』
の
よ
う
な
年
代
記
史
料
お

よ
び
『
八
旗
通
志
初
集
』『
欽
定
八
旗
通
志
』『
八
旗
満
洲
氏

族
通
譜
』
な
ど
の
清
代
の
政
書
に
同
名
の
人
物
が
頻
出
す
る

が
、
同
一
人
物
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
書
で
は
、
彼

の
肩
書
を
「
福
陵
右
翼
副
総
管
」
と
し
て
お
り
、
清
の
創
業

者
で
あ
る
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
陵
墓
の
守
役
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
官
撰
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。

　

文
書
の
左
端
と
右
端
に
あ
る
昇
降
龍
紋
の
と
こ
ろ
に
は
、

満
文
「abkai hesei g’om

ing

」
と
漢
文
「
奉
天
誥
命
」
が

そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
漢
文
は
篆
書
体
で

あ
る
。
「g’om

ing

」
は
、「
誥
命
」
の
満
文
表
記
で
あ
る
の

で
、
こ
の
文
書
が
任
命
文
書
に
属
す
る
誥
命
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
本
文
は
、
皇
帝
の
名
義
で
発
給
さ
れ
る
文
書
の
定

型
句
で
あ
る
「
奉
天
承
運
皇
帝
制
曰
」
よ
り
始
ま
っ
て
お

り
、
満
文
も
こ
れ
に
対
応
し
て
「
天
命
の
運
を
う
け
た
皇
帝

の
旨abkai hesei forgon be aliha hūw

angdi hese

」
と

あ
る
。
清
世
祖
勅
命
（
Ⅰ-

［
２
］-

３
）
で
は
「abkai 

hesei forgon be aliha han i hese

」
と
あ
り
、
「han

」
が

「hūw
angdi

」
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

　

文
書
の
中
央
部
の
左
右
に
は
、
満
文
と
漢
文
で
「abkai 

w
ehiyehe i juw

an ningguci aniya om
šon biyai orin 

sunja

」
と
「
乾
隆
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
」
と
発
給
さ

れ
た
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
満
漢
合
璧
の
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
印
文
は
「
皇
帝
之
宝hūw

angdi i 
boobai

」
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕 

片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
杉
山
清

彦
『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
一
五
年
）、庄
声
『
帝

国
を
創
っ
た
言
語
政
策
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
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第
二
章　

官
文
書

　

官
文
書
に
は
、
上
行
文
書
・
下
行
文
書
・
平
行
文
書
が
あ
る
。

明
代
に
は
、
上
行
文
書
と
し
て
咨
呈
・
呈
状
・
申
状
・
牒
呈
・

牒
上
、
下
行
文
書
と
し
て
照
会
・
箚
付
・
下
帖
・
故
牒
、
平

行
文
書
と
し
て
平
咨
・
平
関
・
手
本
・
平
牒
な
ど
が
あ
っ
た
。

清
は
明
制
を
踏
襲
し
つ
つ
改
変
を
加
え
た
。
そ
の
上
行
文
書

と
し
て
は
咨
呈
・
呈
文
・
申
文
・
申
呈
・
詳
文
・
牒
呈
・
廩

文
な
ど
が
、
下
行
文
書
と
し
て
は
箚
文
・
箚
付
・
牌
文
・
票

文
・
牌
檄
な
ど
が
、
平
行
文
書
と
し
て
は
咨
文
・
移
会
・
移

文
・
関
文
・
照
会
な
ど
が
あ
っ
た
。

［
１
］
咨
文

　

平
行
文
書
の
一
つ
。
咨
は
「
は
か
る
・
問
う
」
の
意
味
で
、

明
代
に
は
二
品
以
上
の
、
清
代
で
は
道
（
四
品
）
以
上
の
同

等
官
署
間
で
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
冊
封
を
受
け
た
外
国
国
王

と
明
清
官
署
（
礼
部
・
布
政
使
司
な
ど
）
と
の
交
換
文
書
と

し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
清
代
に
「
礼
部
の
外
裔

各
国
に
行
す
は
、
均
し
く
咨
を
用
い
る
。
来
文
も
亦
た
咨
を

用
い
る
」
（
光
緒
『
大
清
会
典
』
巻
三
〇
礼
部
）
と
し
て
規

定
上
に
明
文
化
さ
れ
た
。
な
お
冊
封
の
際
に
頒
賜
さ
れ
た
常

服
の
仕
様
に
よ
れ
ば
、
明
は
琉
球
国
王
を
二
品
相
当
官
、
朝

鮮
国
王
を
一
品
相
当
官
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
日
本
国

王
も
二
品
相
当
官
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
る
。
ま
た
清
も
琉
球
・
朝
鮮
国
王
を
明
と
同
様
に
位

置
づ
け
て
い
た
。

　

万
暦
『
大
明
会
典
』
（
巻
七
六
礼
部
三
四-

行
移
署
押
体

式
）
に
載
せ
ら
れ
た
六
部
か
ら
都
指
揮
使
司
宛
の
平
咨
の
書

式
（
平
咨
式
）
は
、
「
某
部
、
某
事
の
為
に
す
。
云
々
。
合ま

行さ

に
移
咨
す
べ
し
。
請
う
ら
く
は
照
験
し
て
施
行
せ
ん
こ
と

を
。
須
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
末
尾

に
「
右
、
某
都
指
揮
使
司
に
咨
す
」
と
年
号
・
月
日
が
記
さ
れ
、

年
号
の
下
の
位
置
か
ら
官
印
が
押
さ
れ
る
。
ま
た
紙
幅
の
左

端
上
部
に
「
咨
」
の
字
を
記
し
、そ
の
下
方
上
段
に
尚
書
（
部

の
長
官
）、
下
方
下
段
に
侍
郎
二
名
（
部
の
次
官
）
が
押
字

を
加
え
る
と
す
る
。
明
代
の
咨
文
で
あ
る
Ⅱ-

［
１
］-

参

考
１
に
も
「
咨
」
字
の
残
画
と
押
字
一
点
が
確
認
で
き
る
。

　

清
代
の
咨
文
も
概
ね
明
代
同
様
で
、「
某
官
署
、
咨
行
す

る
事
の
為
に
す
」「
某
官
署
、
何
の
事
の
為
に
す
」
な
ど
の

文
言
で
始
ま
り
、「
須
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
」
で
締
め
、

末
尾
に
「
右
、
某
官
署
に
咨
す
」
と
年
号
・
月
日
が
記
さ
れ
、

官
印
が
押
さ
れ
る
。
白
紙
・
折
本
の
形
式
で
、
Ⅱ-

［
１
］

-

参
考
２
や
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
に
所
蔵
さ
れ
る
一
九

世
紀
の
朝
鮮
国
王
・
議
政
府
宛
の
礼
部
咨
文
約
三
〇
〇
点
の

カ
ラ
ー
写
真
を
見
る
に
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
に
は
縦
約

六
〇
㎝
の
折
本
を
さ
ら
に
二
つ
折
に
し
、
上
面
に
「
咨
」
の

字
を
書
く
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
封

筒
に
収
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
Ⅱ-

［
１
］-

参
考
２
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
編
『
국
립
중
앙
도
서
관　

고
문
서
해
제
（
国
立
中
央

図
書
館
古
文
書
解
題
）Ⅹ
―
외
교
문
서
류
（
外
交
文
書
類
）
―
』（
同
館
、二
〇
一
三
年
）、

河
上
繁
樹
「
外
交
の
装
い
―
足
利
義
満
の
冊
封
に
関
す
る
服
装
―
」（
村
井
章
介
ほ
か

編
『
日
明
関
係
史
研
究
入
門
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

Ⅱ-

［
１
］-

参
考
１

大
明
副
使
蒋
洲
咨
文　

一
幅

  　

紙
本
墨
書　

五
六
・
七
×
五
一
・
七

　
　

嘉
靖
三
五
年
（
一
五
五
六
）
一
一
月
三
日

　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

Ｓ
〇
八
三
五-

一
〇

　

明
朝
の
使
者
蒋
洲
が
「
対
馬
島
」
宛
て
に
倭
寇
禁
圧
を
求

め
た
文
書
。
宛
先
で
あ
る
宗
家
に
伝
来
し
、
朝
鮮
総
督
府
・

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
の
所
蔵
を
経
て
、
そ
の
後
一
九
七
七

年
に
書
店
か
ら
の
購
入
に
よ
り
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
と
な
っ

た
。
購
入
当
時
か
ら
広
げ
る
の
に
困
難
な
ほ
ど
に
痛
み
が
ひ

ど
く
、修
復
の
め
ど
が
立
た
な
い
ま
ま
に
歳
月
を
重
ね
た
が
、

二
〇
〇
七
―
〇
八
年
に
史
料
編
纂
所
修
復
室
に
お
い
て
、
湿

気
を
吸
っ
て
泥
状
を
呈
し
て
い
た
本
紙
か
ら
後
補
の
裏
打
紙

を
剥
離
す
る
な
ど
の
処
理
が
行
な
わ
れ
、
改
め
て
軸
装
に
仕

立
て
ら
れ
た
。
付
属
の
木
箱
は
こ
の
際
に
新
調
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

用
紙
は
竹
紙
を
用
い
、
年
記
の
上
に
一
一
・
二
×
六
㎝
の

朱
郭
長
方
印
を
捺
す
。
本
紙
の
痛
み
に
よ
り
、
印
文
は
ほ
と

ん
ど
読
み
取
れ
な
い
が
、
毛
利
博
物
館
に
現
存
す
る
「
明
嘉

靖
年
号
書
囊
」（
Ⅱ-

［
２
］-

３
の
解
説
参
照
）
に
捺
さ
れ

る
同
印
影
と
併
せ
る
と
、辛
う
じ
て
「
□
□
使
□
□
蒋
関
防
」

と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
蒋
洲
の
関
防
印
で

あ
る
。

　

関
防
印
と
は
、
皇
帝
か
ら
特
命
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
る
官

員
（
欽
差
官
員
）
に
給
さ
れ
た
官
印
で
、
印
文
は
「
特
命
内

容
（
特
命
官
職
名
）
＋
関
防
」
で
構
成
さ
れ
、
制
度
内
の
官

衙
の
印
が
方
印
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
方
印
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
そ
の
発
給
は
明
正
統
年
間
に
始
ま
り
、
清
末

ま
で
継
続
さ
れ
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
大
官
だ
け
で
な
く

多
種
多
様
な
職
種
に
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
官
員
の

品
級
や
職
責
の
軽
重
に
よ
る
規
格
の
差
は
な
か
っ
た
よ
う

で
、
実
際
、
関
防
印
の
実
例
と
し
て
本
書
で
は
、
Ⅱ-

［
３
］

-

１
～
３
、Ⅱ-

［
４
］-

１
や
３-

付
な
ど
を
確
認
し
た
が
、

い
ず
れ
も
概
ね
一
〇
～
一
一
㎝
×
六
㎝
程
度
の
大
き
さ
で
あ

り
、
本
文
書
に
捺
さ
れ
る
蒋
洲
の
関
防
印
も
こ
の
範
囲
に
収

ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
後
掲
の
例
の
印
文
は
「
官
職
名
＋
関

防
」
で
あ
り
、
個
人
名
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て

「
蒋
」
は
別
字
か
も
知
れ
な
い
が
、
蒋
洲
の
肩
書
は
本
文
書

内
で
は
「
大
明
副
使
」
で
、
印
文
の
文
字
数
に
対
し
て
不
足

し
て
い
る
。
な
お
後
述
の
よ
う
に
蒋
洲
は
欽
差
官
員
で
は
な

く
、
浙
江
巡
撫
に
よ
っ
て
起
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
い
ず
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れ
に
し
ろ
こ
の
関
防
印
は
、
中
央
の
鋳
印
局
で
鋳
さ
れ
た
正

規
の
印
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

関
防
印
の
脇
に
あ
る
墨
書
は
「
咨
」
の
残
画
、
そ
の
下
の

押
署
は
蒋
洲
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
本
文
の
位
置
か
ら
し

て
文
書
の
天
は
裁
断
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た

「
咨
」
の
残
画
の
大
き
さ
か
ら
左
部
分
も
欠
損
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
現
状
よ
り
も
大
き
な
文
書
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
文
書
に
残
る
折
跡
か
ら
す
る
と
、
横
約
九
㎝
間
隔
で
縦

に
六
つ
折
に
し
た
上
で
縦
三
〇
㎝
程
度
の
所
で
二
つ
折
に
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
、
そ
う
だ
と
す
る

と
五
四
㎝
×
六
〇
㎝
程
度
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
折
跡
は
後
代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、

ま
た
九
㎝
程
度
の
横
幅
と
想
定
す
る
と
、
「
咨
」
の
字
が
第

六
面
の
中
央
に
来
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
可
能
性
の
提
示
に

留
め
て
お
く
。

  

本
文
書
の
差
出
人
の
蒋
洲
は
寧
波
出
身
で
、
通
番
の
疑
い

に
よ
り
官
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
浙
江
巡
撫
（
の
ち

浙
直
総
督
）
胡
宗
憲
に
よ
り
起
用
さ
れ
、
日
本
に
派
遣
さ
れ

た
。
胡
宗
憲
は
、
江
南
諸
鎮
を
占
拠
し
て
い
た
倭
寇
の
頭
目

徐
海
を
討
滅
し
、
王
直
を
捕
縛
・
斬
首
し
て
嘉
靖
倭
寇
を
終

焉
に
導
い
た
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
、
蒋
洲
の
起
用
も
そ

の
過
程
で
、
王
直
の
招
撫
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
蒋
洲
は
本
文
書
内
で
「
大
明
副
使
」
と
称
す
る
が
、
蒋

洲
と
一
緒
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
者
に
陳
可
願
な
る
人
物
が

お
り
、
彼
は
五
島
で
王
直
と
接
触
し
た
の
ち
、
王
直
の
部
下

ら
と
先
に
帰
国
し
た
。
こ
ち
ら
が
大
明
「
正
使
」
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

  

本
文
書
に
よ
る
と
、
一
五
五
五
年
一
一
月
に
五
島
に
到
着

し
た
蒋
洲
は
、
松
浦
・
博
多
を
経
て
豊
後
大
友
氏
の
も
と
に

至
っ
た
。
大
友
氏
（
大
友
義
鎮
）
は
倭
寇
禁
圧
を
約
束
す
る

と
も
に
、
使
者
を
明
朝
に
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
こ
れ

を
う
け
、
対
馬
島
と
し
て
も
倭
寇
を
取
り
締
ま
る
よ
う
に
要

求
し
た
の
が
、
本
文
書
の
主
旨
で
あ
る
。
し
か
し
対
馬
宗
氏

が
こ
の
要
求
に
直
接
回
答
し
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
朝
鮮
王

朝
に
向
け
て
こ
の
よ
う
な
文
書
が
来
た
旨
、
報
告
し
た
こ
と

が
朝
鮮
『
明
宗
実
録
』
一
二
年
三
月
庚
午
条
に
見
え
る
。
朝

鮮
は
検
討
の
上
、
我
が
国
に
は
関
わ
り
の
な
い
こ
と
と
の
判

断
を
下
し
た
。
一
方
、
同
一
の
要
請
は
九
州
各
地
に
発
せ
ら

れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
こ
れ
に
応
え
て
周
防
の
大
内
義
長

は
、
大
友
義
鎮
の
使
者
に
書
状
と
被
虜
人
を
託
し
明
に
送
っ

た
。
一
五
五
七
年
、
蒋
洲
は
大
友
氏
使
者
ら
と
と
も
に
帰
国

し
た
が
、紆
余
曲
折
の
末
に
投
獄
さ
れ
、王
直
も
投
降
し
（
の

ち
斬
首
）、
大
友
氏
使
者
は
明
軍
と
合
戦
の
う
え
逃
亡
し
た
。

近
年
で
は
、
こ
の
胡
宗
憲
に
よ
る
一
連
の
倭
寇
鎮
圧
の
戦
勲

を
称
え
る
た
め
に
描
か
れ
た
図
巻
か
ら
派
生
し
た
の
が
、
史

料
編
纂
所
所
蔵
『
倭
寇
図
巻
』・
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
『
抗

倭
図
巻
』で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　

（
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
田
中
健
夫
「
明
人
蒋
洲
の
日
本
宣
諭
」（
同
『
中
世
対
外
関
係
史
の
研
究
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）、
片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方

書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
山
崎
岳
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
後
篇
）」（『
東
方
学
報
』

九
〇
、
二
〇
一
五
年
）、
須
田
牧
子
「「
蒋
洲
咨
文
」
―
倭
寇
禁
圧
要
請
の
手
紙
」（
同

編
『「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
を
よ
む
』
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）、黒
嶋
敏
「
明
・

琉
球
と
戦
国
大
名
」（『
中
国
』
三
一
、
二
〇
一
六
年
）、
須
田
牧
子
「
最
末
期
の
遣
明

船
の
動
向
と
「
倭
寇
図
巻
」」（
上
田
信
・
中
島
楽
章
編
『
ア
ジ
ア
の
海
を
渡
る
人
々
』

春
風
社
、
二
〇
二
一
年
）

Ⅱ-

［
１
］-

１

朝
鮮
国
王
咨
文　

一
通

    

紙
本
墨
書　

三
八
・
七
×
六
三
・
八

　
　

崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
一
二
月
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
八
一
三
一

　

朝
鮮
国
王
仁
祖
（
李
倧
）
が
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
に

兵
部
に
あ
て
た
咨
文
で
あ
り
、
失
わ
れ
た
符
験
三
部
に
つ
い

て
、
補
賜
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る
内
容
で
あ
る
。
内
容
の
翻

刻
が
『
明
清
史
料
』
甲
編
第
一
本
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
写

真
図
版
が
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。

　

形
態
と
し
て
は
折
本
で
五
幅
あ
り
、
一
行
四
二
字
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
「
朝
鮮
国
王
之
印
」
は
押
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
見
え
、
実
際
に
押
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
押
さ
れ
た
が

そ
の
後
退
色
し
た
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
李
善
洪
氏
は
こ

の
史
料
に
御
押
が
見
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
万
暦
三
三
年

（
一
六
〇
五
）
に
明
で
表
䇳
文
な
ど
の
定
式
が
改
め
ら
れ
た

こ
と
の
影
響
を
推
測
す
る
が
、
万
暦
四
〇
年
に
朝
鮮
国
王
光

海
君
が
礼
部
に
対
し
て
、
中
江
開
市
の
廃
止
を
求
め
た
咨
文

（
中
国
国
家
博
物
館
蔵
、「
万
暦
四
十
年
朝
鮮
国
王
致
礼
部
請

罷
中
江
関
市
以
清
疆
界
以
防
奸
弊
事
咨
文
」
）
で
は
「
朝
鮮

国
王
之
印
」
が
押
さ
れ
て
お
り
、
判
断
が
難
し
い
。  

　

史
料
の
主
た
る
内
容
と
し
て
は
、
洪
武
年
間
に
朝
鮮
が

賜
っ
た
達
字
号
の
符
験
は
七
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
三

部
の
符
験
が
（
朝
鮮
使
節
の
柳
澗
・
朴
彝
叔
・
尹
安
国
が
各
々

水
難
に
遭
っ
て
）
失
わ
れ
、
そ
の
後
の
燕
行
使
で
三
部
が
用

い
ら
れ
て
、
朝
鮮
国
内
に
は
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
、
そ

の
た
め
、
三
部
の
補
賜
を
願
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

符
験
は
元
来
、
明
初
期
に
官
員
の
駅
站
利
用
に
関
し
、
兵

部
が
発
行
し
た
文
書
で
あ
る
が
、
朝
鮮
に
も
発
行
さ
れ
、
朝

鮮
燕
行
使
が
使
行
時
に
携
行
し
た
。
燕
行
使
は
従
来
、
明
へ

は
陸
路
で
使
行
し
て
い
た
が
、
一
六
二
一
年
に
瀋
陽
が
後
金

に
陥
落
し
た
こ
と
で
、
海
路
に
よ
る
使
行
を
行
っ
た
。
柳
澗

は
一
六
二
一
年
に
、
朴
彝
叔
は
一
六
二
一
年
に
、
尹
安
国
は

一
六
二
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
使
行
中
に
遭
難
し
て
い
る
。

　

な
お
洪
武
年
間
に
朝
鮮
に
発
給
さ
れ
た
符
験
が
韓
国
国
立

中
央
博
物
館
に
現
存
す
る
こ
と
が
ソ
・
ソ
ン
ホ
氏
の
研
究
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
辻
大
和
）

〔
参
考
〕
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書
』
明
清
檔
案
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巻
明
代
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
李
善
洪
『
朝
鮮
対
明
清
外
交
文
書

研
究
』（
吉
林
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
서
성
호
「
덕
수 

一
七
八
四
〝
織
物

馬
牌
〟
의 

正
体
와 

明 

符
験
」『
동
원
학
술
논
문
집
』
一
六
、 

二
〇
一
五
年
（
ソ
・

ソ
ン
ホ

「
徳
寿
一
七
八
四
〝
織
物
馬
牌
〟
の
正
体
と
明
符
験
」 『
東
垣
学
術
論
文
集
』

一
六
、
二
〇
一
五
年
）、
辻
大
和
「
朝
鮮
の
対
明
朝
貢
使
節
が
携
帯
し
た
文
書
―
符
験
と

勘
合
―
」（『
韓
国
朝
鮮
文
化
研
究
』
一
六
、二
〇
一
七
年
）

Ⅱ-
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福
建
布
政
司
か
ら
琉
球
国
王
尚
育
（
第
二
尚
氏
王
統
第

一
八
代
、
在
位
一
八
三
五
―
四
七
年
）
に
宛
て
た
咨
文
。

た
だ
し
尚
育
は
道
光
二
七
年
（
一
八
四
七
）
九
月
に
病
死

し
、
王
世
子
尚
泰
が
六
歳
で
即
位
し
て
い
た
（
尚
泰
冊
封
は

一
八
六
六
年
）。
尚
泰
は
道
光
二
八
年
の
進
貢
使
と
と
も
に

報
喪
使
を
派
遣
し
、
尚
育
の
死
を
清
に
報
じ
て
い
る
。
布
政

司
（
承
宣
布
政
使
司
）
は
民
政
を
掌
る
省
の
行
政
機
関
で
、

福
建
布
政
司
は
福
州
に
入
貢
す
る
琉
球
使
節
の
対
応
を
担
っ

た
。

　

本
咨
文
は
、
道
光
二
七
年
八
月
四
日
付
で
国
王
尚
育
か
ら

福
建
布
政
司
に
宛
て
ら
れ
た
二
通
の
密
咨
に
対
す
る
返
信

（
咨
覆
）
で
あ
る
。
『
歴
代
宝
案
』
別
集
の

「咈
𠸄
情
状
」・「
咈

𠸄
啞
三
国
情
状
」
に
は
、
道
光
二
四
年
（
一
八
四
四
）
か
ら

咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）
ま
で
の
欧
米
船
・
欧
米
人
へ
の
対

応
を
め
ぐ
る
琉
清
間
の
外
交
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
咨
文
は
後
者
の
三
点
目
（
別
鎌-

三
）
の
原
本
で
あ
る
（
以

下
、
別
集
の
文
書
は
「
別
台
ま
た
は
別
鎌-

番
号
」
と
表
記

す
る
）。
ま
た
薩
摩
藩
に
異
国
情
報
と
し
て
提
出
さ
れ
た「
漢

文
外
国
一
件
書
類
」（『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
一
八
所
収
）

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
二
五
号
）。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
琉
球
に
来
航
す
る
欧
米
船
が
急
増
し
、

特
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
は
和
好
・
貿
易
・
布
教
を
要
求

し
始
め
た
。
道
光
二
四
年
三
月
に
は
デ
ュ
プ
ラ
ン
（Du

pla
n

／
夥
爾
烈
路
僕
朗
）
を
艦
長
と
す
る
仏
艦
ア
ル
ク
メ
ー
ヌ

号
が
那
覇
へ
入
港
し
て
交
易
を
求
め
、
琉
球
が
拒
否
す
る

と
、
宣
教
師
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
（Forcade

／
夥
爾
加
助
）
と

通
訳
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
コ
ウ
（Augustin 

Ko

／
粤
五

思
単
）
を
残
し
て
去
っ
た
。
道
光
二
六
年
四
月
に
は
、
米
国

船
（
た
だ
し
琉
球
は
英
国
船
と
認
識
）
ス
タ
ー
リ
ン
グ
号
が

来
航
し
て
、
英
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
（Bettelhe

i
m

／
伯
徳
令
）
と
家
族
を
留
置
し
て
去
り
、
前
後
し
て
提
督
セ

シ
ー
ユ
（Cécille

／
謝
西
耳
）
ら
の
率
い
る
仏
艦
三
隻
（
サ

ビ
ー
ヌ
号
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ュ
ー
ズ
号
・
ク
レ
オ
パ
ト
ー
ラ
号
）

―
―
「
大
総
兵
船
」
―
―
が
琉
球
に
集
結
し
、「
和
好
・
貿

易
」
に
関
す
る
条
約
締
結
を
迫
っ
た
。
琉
球
の
拒
絶
に
よ
り

仏
艦
は
約
一
ヶ
月
後
（
閏
五
月
二
四
日
）
に
フ
ォ
ル
カ
ー
ド

と
コ
ウ
を
連
れ
て
退
去
し
た
が
、
宣
教
師
ル
・
テ
ュ
ル
デ
ュ

（Leturdu

／
伯
多
禄
）
を
残
し
、
ま
た
そ
の
二
ヶ
月
後
に

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ュ
ー
ズ
号
が
再
来
し
て
宣
教
師
ア
ド
ネ（Ad

n
et

／
亜
臬
徳
）
を
留
置
し
た
。

　

西
里
喜
行
氏
や
岡
部
敏
和
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

「
大
総
兵
船
」
退
去
に
は
、
首
里
王
府
に
よ
る
清
へ
の
請
願

が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
ま
ず
道
光
二
四
年（
一
八
四
四
）、

琉
球
は
薩
摩
藩
と
協
議
し
た
上
で
、
福
建
布
政
司
宛
の
国
王

咨
文
（
別
台-

一
）
を
作
成
し
、
同
年
の
進
貢
船
（
一
〇
月

に
福
州
到
着
、
翌
年
五
月
帰
国
）
に
託
し
た
。
た
だ
し
こ
の

咨
文
は
、
あ
く
ま
で
も
仏
艦
ア
ル
ク
メ
ー
ヌ
号
の
来
航
と

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
残
置
を
報
告
す
る
も
の
で
、
救
援
（
の
た

め
の
上
奏
）
を
要
請
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
福
州
に
お

い
て
進
貢
使
は
、
機
密
保
持
の
た
め
布
政
使
（
布
政
司
の
長

官
）
が
外
出
先
か
ら
戻
る
の
を
門
前
に
て
待
ち
受
け
、
直
接

こ
の
咨
文
を
手
渡
し
た
と
い
う
。
以
後
、
本
件
に
つ
い
て
は

「
密
咨
」
と
い
う
扱
い
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

　

咨
文
は
布
政
司
か
ら
閩
浙
総
督
劉
韻
珂
・
福
建
巡
撫
劉
鴻

翺
（
以
下
、
督
撫
）
へ
と
転
送
さ
れ
、
督
撫
は
―
―
琉
球
の

意
図
を
越
え
て
―
―
本
件
を
道
光
帝
へ
上
奏
し
た
。
皇
帝
は

上
諭
を
下
し
、
両
広
総
督
耆
英
に
対
し
て
広
東
駐
在
中
の
フ

ラ
ン
ス
公
使
ラ
グ
ル
ネ
（Lagre

né

／
剌
萼
尼
）
へ
の
事
情

聴
取
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
経
過
は
、
帰
国
す
る
進
貢
使
に

託
さ
れ
た
国
王
宛
の
布
政
司
咨
覆
（
道
光
二
五
年
四
月
二
五

日
付
、
別
台-

二
）
に
よ
っ
て
、
琉
球
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

咨
覆
を
受
け
た
琉
球
で
は
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
の
逗
留
に
加

え
、
サ
ラ
マ
ン
号
な
る
英
国
船
が
探
査
・
測
量
の
た
め
来
航

し
た
こ
と
を
報
じ
る
布
政
司
宛
の
国
王
咨
覆
（
別
台-

三
）・

咨
文
（
別
台-

四
）
各
一
通
（
と
も
に
道
光
二
五
年
九
月
五

日
付
）
を
用
意
し
、
九
月
に
那
覇
を
出
航
し
た
接
貢
船
―
―

北
京
か
ら
福
州
に
戻
る
前
年
の
進
貢
使
を
迎
接
す
る
た
め
に

派
遣
さ
れ
た
―
―
に
託
し
た
が
、
こ
の
船
は
遭
難
し
て
行
方

不
明
と
な
っ
た
た
め
咨
覆
・
咨
文
は
送
達
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
道
光
二
六
年
（
一
八
四
六
）
前
半
に
は
ベ
ッ
テ

ル
ハ
イ
ム
一
家
の
逗
留
や
「
大
総
兵
船
」
の
来
航
が
相
次
ぐ

事
態
と
な
っ
た
た
め
、
琉
球
は
同
年
の
進
貢
船
（
一
〇
月
に

福
州
到
着
、
翌
年
五
月
帰
国
）
に
て
特
使
（
請
諭
使
）
を
派

遣
し
、
前
年
の
咨
覆
・
咨
文
の
「
底
稿
」
と
と
も
に
、
布
政

司
宛
の
国
王
密
咨
二
通
（
①
八
月
一
四
日
付
、
別
台-

五
、

②
九
月
二
日
付
、
別
台-

六
）
を
届
け
さ
せ
た
。
そ
れ
は
督

撫
に
よ
る
上
奏
と
そ
れ
に
対
す
る
皇
帝
の
上
諭
―
―
す
な
わ

ち
救
援
―
―
を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。
布
政
司
は
こ
れ
を
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督
撫
へ
報
じ
、
督
撫
の
上
奏
を
経
て
、
道
光
帝
は
耆
英
に
対

し
、
琉
球
逗
留
の
英
仏
人
の
退
去
に
向
け
た
英
仏
公
使
と
の

交
渉
を
行
う
よ
う
命
じ
た
。

　

交
渉
の
結
果
、
耆
英
は
道
光
二
七
年
二
月
に
セ
シ
ー
ユ
か

ら
の
「
来
文
」
を
受
領
す
る
。
そ
こ
に
は
一
年
後
に
琉
球
に

遣
船
し
て
ル
・
テ
ュ
ル
デ
ュ
と
ア
ド
ネ
を
引
き
取
る
こ
と
が

約
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
ラ
グ
ル
ネ
と
仏
本
国
政
府

の
方
針
転
換
が
あ
っ
た
。
当
初
セ
シ
ー
ユ
の
琉
球
計
画
に
賛

同
し
て
い
た
ラ
グ
ル
ネ
は
、
道
光
二
五
年
に
耆
英
が
事
情
を

問
い
糾
し
た
こ
と
に
よ
り
、
清
と
の
関
係
悪
化
を
恐
れ
て
セ

シ
ー
ユ
へ
の
協
力
を
打
ち
切
り
、
仏
本
国
も
ま
た
こ
れ
に
同

調
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
耆
英
は
英
公
使
に
対
し
て
も
、

セ
シ
ー
ユ
の
「
来
文
」
を
引
用
・
照
合
し
て
達
示
し
、
そ

の
復
文
を
待
っ
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
経
過
は
、

帰
国
す
る
進
貢
使
に
託
さ
れ
た
国
王
宛
の
布
政
司
咨
覆
二

通
（
①
道
光
二
七
年
一
月
二
五
日
付
、
別
台-

九
、
②
三
月

二
八
日
付
、
別
台-

一
一
）
に
よ
っ
て
、
琉
球
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
琉
球
で
は
、
道
光
二
七
年
の
接
貢
船
（
九

月
福
州
到
着
、
翌
年
六
月
帰
国
）
に
託
し
て
国
王
咨
覆
二
通

（
と
も
に
八
月
四
日
付
、
別
台-

一
二
・
一
三
）
を
届
け
、
清

の
対
応
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
英
仏
人
が
未
だ
に
逗
留
し

続
け
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
。
こ
の
咨
覆
二
通
を
受
け
た
布

政
司
は
、
セ
シ
ー
ル
が
一
年
後
と
約
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

未
だ
仏
人
が
連
れ
戻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
「
英
夷
」
に

つ
い
て
の
復
文
が
未
だ
に
（
布
政
司
の
と
こ
ろ
へ
）
移
牒
さ

れ
て
こ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
督
撫
を
通
じ
て
上
奏
し
、
ま

た
耆
英
に
問
い
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
旨
を
本
文
書
、
す

な
わ
ち
道
光
二
八
年
四
月
二
七
日
付
の
咨
覆
（
別
鎌-

三
）

に
ま
と
め
、
帰
国
す
る
接
貢
船
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
少
し
後
、
道
光
二
八
年
六
月
に
ア
ド
ネ
が
病
死
し
、

ル
・
テ
ュ
ル
デ
ュ
も
七
月
に
迎
え
に
来
た
バ
ヨ
ネ
ー
ズ
号
に

て
琉
球
か
ら
退
去
し
た
。
琉
球
は
、
同
年
の
進
貢
船
（
一
〇

月
福
州
到
着
、
翌
年
五
月
帰
国
）
に
託
し
た
布
政
司
宛
の
国

王
咨
覆
（
八
月
七
日
付
、
別
鎌-

五
）
に
て
、
こ
の
「
結
果
」

を
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
し
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
一
家
は
退
去

せ
ず
、
結
局
、
咸
豊
四
年
（
一
八
五
四
）
七
月
ま
で
八
年
間

に
わ
た
っ
て
琉
球
に
滞
在
し
続
け
た
。

　

管
見
の
限
り
で
、
本
咨
文
は
、
中
国
か
ら
琉
球
に
発
給

さ
れ
た
「
官
文
書
」（
咨
文
・
符
文
・
執
照
な
ど
）
の
唯
一

の
現
存
例
で
あ
る
。
沖
縄
出
身
の
歴
史
家
東ひ

が
し
お
ん
な
か
ん
じ
ゅ
ん

恩
納
寛
惇

（
一
八
八
一
―
一
九
六
三
年
）
の
旧
蔵
だ
が
、
入
手
経
路
は

不
明
で
あ
る
。
現
在
は
軸
装
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
折
本

（
一
六
幅
）
で
、
そ
の
中
央
か
ら
さ
ら
に
二
つ
折
に
し
た
形

状
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
第
一
幅
の
上
部
に
「
咨
」
の

字
を
書
き
、
そ
の
上
か
ら
官
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
官
印
は

中
央
に
も
押
さ
れ
て
い
る
（
継
目
印
か
）。
末
尾
の
官
印
は

年
号
の
下
部
に
押
さ
れ
、
印
文
は
「
福
建
等
処
承
宣
布
政
使

司
之
印
」（
漢
文
・
満
文
）
で
あ
る
。
本
文
は
細
字
の
楷
書
で
、

漢
文
の
み
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

咨
文
は
さ
ら
に
封
筒
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
古
義
堂
文

庫
に
は
、
儒
者
伊
藤
東
涯
が
一
七
一
五
年
九
月
に
謄
写
し
た

琉
球
関
係
の
外
交
文
書
四
点
が
あ
り
、
そ
の
内
の
咨
文
二

点
（
①
一
七
〇
九
年
、
国
王
尚
益
か
ら
福
建
布
政
司
宛
、
②

一
七
一
〇
年
、
福
建
布
政
司
か
ら
国
王
尚
益
宛
）
に
、
そ
れ

ぞ
れ
下
図
一
・
二
の
よ
う
な
封
筒
の
複
製
品
が
附
属
し
て
い

る
（
こ
れ
ら
の
文
書
や
封
筒
に
関
し
て
は
外
間
み
ど
り
氏
の

詳
細
な
紹
介
・
分
析
が
あ
る
）。
こ
こ
か
ら
は
咨
文
の
み
な

ら
ず
封
筒
に
つ
い
て
も
、
琉
球
が
中
国
の
国
内
文
書
の
形
態

に
従
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
発
給
件
数
が

少
な
か
っ
た
せ
い
か
、
布
政
司
と
は
異
な
り
、
琉
球
で
は
文

書
編
号
ま
で
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
外
間
み
ど
り
「
古
義
堂
文
庫
の
琉
球
関
係
漢
文
史
料
に
つ
い
て
」（『
歴
代
宝

案
研
究
』
五
、
一
九
九
四
年
）、
島
尻
勝
太
郎
「（
九　

漢
文
外
国
一
件
書
類
）
解
題
」

（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
編
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
一
八
、
浦
添
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
西
里
喜
行
「
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
外
圧
と
琉
球
問
題
―

道
光
・
咸
豊
期
の
琉
球
「
所
属
」
問
題
を
中
心
に
―
」（
同
『
清
末
中
琉
日
関
係
史
の

研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
、
岡
部
敏
和
「「
大
総
兵
船
」
の
琉

球
来
航
と
琉
球
王
府
の
対
応
」（『
日
本
歴
史
』
七
四
七
、二
〇
一
〇
年
）

　
　
　
　
　
　

　

  

【図１】封筒①【図２】封筒②
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［
２
］
題
行
稿

　

題
行
稿
は
、
「
題
」
（
皇
帝
に
提
出
す
る
題
本
）
の
「
稿
」

（
草
案
）
と
「
行
」（
他
機
関
に
発
出
す
る
公
文
書
）
の
「
稿
」

と
が
一
体
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
事
案
が
発
生
す
る

と
、
ま
ず
「
題
」
（
題
本
）
に
て
皇
帝
に
報
告
し
、
皇
帝
の

批
示
を
得
た
後
、
関
係
部
署
や
個
人
に
「
行
」
（
咨
文
な
ど
）

に
て
通
知
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
「
題
」
と
「
行
」

の
内
容
が
お
お
む
ね
重
複
す
る
。
従
っ
て
時
間
と
手
間
を
省

く
た
め
、
起
稿
す
る
時
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
題
」
稿
の
後

ろ
に
「
行
」
稿
を
貼
り
付
け
、
た
だ
事
件
の
由
来
と
批
示
だ

け
写
し
、
そ
の
詳
細
な
内
容
は
題
稿
を
参
照
す
れ
ば
済
む
よ

う
に
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
大
明
会
典
』
等
に
は
「
題
行
稿
」

に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。　

（
荒
木
和
憲
・
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
鄭
天
挺
『
清
史
探
微
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
八
年
）

Ⅱ-

［
２
］-

１

兵
部
題
行
稿　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

三
七
・
〇
×
二
九
四
・
〇

　
　

崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
九
月
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵　

〇
三
八
一
一
七

　

本
文
書
は
兵
部
で
作
成
さ
れ
た
内
部
文
書
に
あ
た
る
。

　

料
紙
に
は
朱
摺
の
罫
紙
を
使
用
す
る
。
冒
頭
に
は
罫
線
で

区
画
さ
れ
た
六
つ
の
欄
が
あ
る
。
右
上
の
欄
に
は
『
號
』（
『　

』

は
朱
摺
、
以
下
同
）
と
あ
り
、
文
書
番
号
を
記
入
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
書
番
号
の
記
入
は
な
く
、
貼

紙
墨
書
で
「
行
」
、
墨
書
で
「
有
貼
黄
」
と
あ
る
。
「
行
」
は

本
文
書
が
「
題
稿
」
だ
け
で
な
く
、
「
行
稿
」
を
含
む
こ
と

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
有
貼
黄
」
と
は
、
題
本
の
正
本

に
要
約
文
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
崇
禎
元
年
、
宋

代
の
「
貼
黄
法
」
に
倣
い
、
奏
事
官
が
題
本
・
奏
本
の
要
約

文
を
一
〇
〇
字
以
内
で
作
成
し
、
こ
れ
を
書
し
た
紙
片
（
「
貼

黄
」）
を
「
牘
末
」（
末
尾
）
に
貼
付
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
（
史
語
所
蔵
鈔
本
『
崇
禎
長
編
』
崇
禎
元
年
三
月
七
日
条
・

四
月
一
五
日
条
）。
中
上
の
欄
に
は
『
稿
』
と
あ
る
。
そ
の

上
方
に
「
題
」
と
墨
書
し
、
本
文
書
が
「
題
稿
」
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
左
上
の
欄
に
は
『
限　

日
上
』
と
あ
り
、「
廿

七
」
と
墨
書
す
る
。
題
本
（
正
本
）
の
提
出
期
限
が
今
月
（
八

月
）
二
七
日
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
下
の

欄
に
は
『
一
件
』
と
あ
り
、
件
名
を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
墨
書
で
「
倭
情
事
」
と
あ
る
。
中
下
の
欄
は
自
由
記
述

の
欄
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
文
書
番
号
の
「
列
字
二
百
五
十
四

号
」
を
墨
書
す
る
。
左
下
の
欄
に
は
『
書
辦
』
と
あ
り
、
書

記
担
当
者
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
墨
書
で
「
謝

応
暦
」「
丁
士
魁
」
と
あ
る
。

　

本
文
欄
の
上
部
に
は
横
方
向
の
罫
線
二
本
を
摺
り
出
し
、

擡
頭（
単
擡
・
双
擡
）に
備
え
て
い
る
。
本
文
の
各
行
に
異
筆
・

薄
墨
で
合
点
・
記
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
稿
本
の
点
検
ま
た

は
突
合
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
題
本
の
正
本
を
作
成
す

る
段
階
で
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
墨
色
は
冒
頭
各

欄
の
文
字
（
貼
紙
墨
書
の
「
行
」、『
稿
』
の
下
方
の
「
題
」、

『
限　

日
上
』
の
間
の
「
廿
七
」）
と
似
て
い
る
。

　

本
文
書
の
構
造
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
兵
部
尚
書

張
鳳
翼
の
姓
、お
よ
び
「
謹
題
」
と
い
う
冒
頭
句
で
始
ま
る
。

「
為
倭
情
事
」
は
件
名
で
あ
る
。
「
職
方
清
吏
司
案
呈
、
奉
本

部
送
准
朝
鮮
国
王
咨
前
事
内
称
」
と
の
文
言
は
、
朝
鮮
国
王

仁
祖
（
李
倧
）
か
ら
の
回
答
文
書
と
し
て
の
咨
（
回
咨
）
を

受
理
す
る
（「
送
准
」）
→
兵
部
が
そ
れ
を
分
司
の
清
吏
司
に

下
す
→
清
吏
司
が
そ
れ
を
精
査
し
、
兵
部
に
対
し
て
意
見
を

文
書
で
上
申
す
る
（「
案
呈
」）、
と
い
う
手
続
き
を
経
た
こ

と
を
示
す
。
「
前
事
」
は
仁
祖
咨
の
件
名
も
「
為
倭
情
事
」

で
あ
る
こ
と
、「
内
称
」
は
以
下
の
文
章
が
そ
の
引
用
文
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

仁
祖
咨
の
前
半
部
は
、（
Ａ
）
東
江
総
兵
官
沈
世
魁
咨
を

引
用
す
る
。
（
Ａ
）
は
（
Ｂ
）
登
州
鎮
差
官
鄷
報
国
呈
を
引

用
す
る
。
（
Ｂ
）
は
（
Ｃ
）
登
州
鎮
副
将
馮
某
牌
と
（
Ｄ
）

巡
撫
登
萊
東
江
都
御
史
陳
応
元
批
を
引
用
す
る
。
（
Ｃ
）
は

監
視
登
島
太
監
魏
相
憲
牌
・
兵
部
手
本
・
崇
禎
帝
聖
旨
の
三

種
を
、（
Ｄ
）
は
登
州
鎮
副
将
馮
某
抄
呈
・
崇
禎
帝
聖
旨
の

二
種
を
入
れ
子
状
に
引
用
す
る
。
（
Ｂ
）
の
引
用
文
は
「
拠

此
」
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
「
看
得
」
か
ら
「
咨
覆

施
行
」
ま
で
が
、（
Ａ
）
の
引
用
文
で
あ
り
、最
後
は
「
等
因
」

の
語
で
締
め
る
。
そ
し
て
、「
准
此
」
を
挟
み
、「
為
照
本
国

与
倭
羈
縻
之
状
」か
ら
が
仁
祖
咨
の
地
の
文
と
な
る
。
途
中
、

（
ａ
）
慶
尚
道
観
察
使
李
基
祚
啓
、（
ｂ
）
東
萊
府
使
李
弘
望

呈
、
（
ｃ
）
対
馬
島
主
平
義
成
（
宗
義
成
）
書
（
書
契
）
の

三
種
を
引
用
し
、最
後
は「
兵
部
煩
請
査
照
施
行
」
で
締
め
る
。

仁
祖
咨
か
ら
の
引
用
文
は
「
等
因
」
の
語
で
締
め
る
（
前
出

の
「
内
称
」
と
対
応
す
る
）。
そ
れ
に
つ
づ
く
「
到
部
送
司
、

案
呈
到
部
」
の
文
言
は
、
仁
祖
咨
が
兵
部
に
到
着
す
る
→
兵

部
が
そ
れ
を
兵
部
清
吏
司
に
下
す
→
清
吏
司
が
そ
れ
を
精
査

し
、
意
見
を
文
書
で
兵
部
に
上
申
す
る
、
と
い
う
手
続
き
を

経
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
「
看
得
」
以
下
が
兵
部
の

意
見
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
は
「
理
合
具
本
題
」
で
締

め
る
。
そ
の
翌
行
お
よ
び
四
行
後
に
双
擡
で
「
知
」
と
あ
る

の
は
、
崇
禎
帝
の
決
裁
（
「
知
道
了
」）
を
得
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
題
稿
の
作
成
年
月
日
は
崇
禎
八
年
八
月
一
九
日
で
あ

る
が
、「
十
九
」
は
異
筆
で
あ
り
、
そ
の
右
側
に
も
貼
紙
墨

書
で
「
十
九
」
と
示
す
。
日
付
の
下
に
題
稿
の
作
成
担
当
者

で
あ
る
兵
部
清
吏
司
の
郎
中
一
名
・
員
外
郎
二
名
の
姓
名
を

記
す
。

　

「
題
稿
」
か
ら
五
行
の
空
白
を
と
り
、
「
行
稿
」
と
し
て
仁

祖
宛
の
兵
部
咨
文
の
稿
を
追
記
す
る
。
「
題
稿
」
と
「
行
稿
」

と
で
は
筆
跡
が
異
な
る
。
件
名
は
「
為
倭
情
事
」
で
あ
る
。「
該

本
部
題
〈
云
云
〉
等
因
」
は
、
兵
部
の
題
本
を
引
用
し
た
部

分
で
あ
る
が
、「
題
稿
」
を
前
掲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「〈
云
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云
〉
」
の
語
で
省
略
す
る
。
八
月
二
七
日
に
題
本
が
提
出
さ

れ
（
「
具
題
」
）
、
三
〇
日
に
崇
禎
帝
の
決
裁
が
下
っ
た
こ
と

を
記
す
。
そ
の
さ
い
の
「
聖
旨
」
（
言
葉
・
命
令
）
が
「
知

道
了
」
で
あ
り
、「
欽
此
」
で
締
め
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
「
欽

遵
抄
出
、
到
部
送
司
、
案
呈
到
部
、
擬
合
就
行
」
と
の
文
言

は
、
受
命
し
た
兵
科
給
事
中
が
題
本
（
聖
旨
が
付
記
さ
れ
た

も
の
か
）
を
抄
出
す
る
→
そ
の
抄
本
が
兵
部
に
到
着
す
る
→

兵
部
が
そ
れ
を
兵
部
清
吏
司
に
下
す
→
清
吏
司
が
そ
れ
を
精

査
し
、
兵
部
に
対
し
て
意
見
を
文
書
で
上
申
す
る
→
兵
部
が

咨
の
発
出
を
決
定
す
る
、
と
い
う
手
続
き
を
経
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
し
て
、
仁
祖
に
対
し
て
、
「
本
部
題
」
（
兵
部
題

本
）
を
参
照
し
、
崇
禎
帝
の
命
令
を
よ
く
理
解
し
て
事
に
あ

た
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
最
後
に
崇
禎
八
年
九
月
日
の
日
付

を
記
し
、
そ
の
下
に
兵
部
の
郎
中
一
名
・
員
外
郎
二
名
の
姓

名
を
記
す
。

　

さ
て
、
本
文
書
か
ら
窺
え
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
、
各
種
文

書
の
往
復
と
絡
め
て
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
冬
、
山
東
半
島
北
部
の
登
州

鎮
に
属
す
る
鄷
報
国
が
朝
鮮
に
漂
流
し
た
。
鄷
報
国
は
朝
鮮

国
内
で
通
官
李
声
龍
か
ら
口
頭
で
伝
え
聞
い
た
日
本
情
報
を

得
て
、
登
州
鎮
に
帰
還
し
た
。
そ
の
情
報
は
監
視
登
島
太
監

（
宦
官
）
の
魏
相
憲
の
題
本
に
よ
り
、
崇
禎
帝
に
報
告
さ
れ
た
。

崇
禎
八
年
四
月
八
日
、
崇
禎
帝
は
「
倭
奴
が
対
馬
島
に
至
っ

た
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
状
況
な
の
か
。
た
だ
ち
に
機
幹

員
役
を
遣
わ
し
て
情
報
を
収
集
し
、
馳
奏
せ
よ
」
と
の
「
聖
旨
」

を
兵
部
に
下
し
た
。
兵
部
は
魏
相
憲
に
「
手
本
」
（
平
行
文

書
）
を
交
付
し
、
五
日
以
内
の
馳
奏
を
求
め
た
。
魏
相
憲
は

「
牌
」
（
下
行
文
書
）
を
登
州
鎮
の
副
将
で
あ
る
馮
某
に
下
し

た
。
馮
某
は
巡
撫
登
萊
東
江
都
御
史
の
陳
応
元
に
対
し
、「
抄

呈
」
（
上
行
文
書
）
を
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は
「
機
幹
員
役

一
名
に
鄷
報
国
を
添
え
、
皮
島
総
鎮
の
沈
世
魁
の
も
と
に
遣

わ
し
て
情
報
収
集
を
行
え
」
と
の
「
聖
旨
」
の
要
約
が
記
さ

れ
て
い
る
。
陳
応
元
は
馮
某
に
対
し
、「
牌
」
を
鄷
報
国
に

下
し
、
陳
大
発
（
機
幹
員
役
）
と
と
も
に
東
江
鎮
に
赴
か
せ

る
よ
う
命
じ
た
。
そ
し
て
、
馮
某
か
ら
「
牌
」
を
下
さ
れ
た

鄷
報
国
は
、
登
州
鎮
の
差
官
（
使
者
）
と
し
て
、
鎮
守
東
江

総
兵
官
（
皮
島
総
鎮
）
の
沈
世
魁
に
五
月
一
九
日
付
の
「
呈
」

（
上
行
文
書
）
を
提
出
し
た
。
東
江
鎮
は
鴨
緑
江
河
口
付
近

の
皮
島
（
椵
島
）
の
こ
と
で
、
毛
文
龍
が
拠
点
を
お
き
、
明

―
朝
鮮
間
の
外
交
・
貿
易
ル
ー
ト
の
要
衝
と
し
て
機
能
し
て

い
た
。
そ
の
総
鎮
で
あ
る
沈
世
魁
が
仁
祖
に
五
月
二
四
日
付

の
「
咨
」
を
発
し
、「
倭
奴
が
既
に
対
馬
島
を
支
配
し
て
い
る
」

と
の
情
報
の
真
偽
を
確
認
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

仁
祖
は
沈
世
魁
に
咨
で
回
答
し
た
。
こ
の
回
咨
は
六
月

二
一
日
以
降
の
日
付
で
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（『
承

政
院
日
記
』
仁
祖
一
三
年
六
月
二
一
日
条
）。
仁
祖
咨
の
地

の
文
で
は
、（
Ⅰ
）
己
酉
約
条
（
一
六
〇
九
）
に
も
と
づ
き
、

対
馬
の
歳
遣
船
が
往
来
し
て
い
る
こ
と
、（
Ⅱ
）「
上
年
」（
昨

年
）、「
対
馬
島
主
平
義
成
」（
藩
主
宗
義
成
）
と
「
副
将
平

調
興
」（
重
臣
柳
川
調
興
）
が
反
目
し
、互
い
を
「
関
白
」（
将

軍
徳
川
家
光
）
に
告
訴
し
、
い
ま
だ
対
馬
に
帰
島
し
て
い
な

い
こ
と
、（
Ⅲ
）
こ
の
た
め
「
上
年
」
の
秋
か
ら
今
年
の
春

ま
で
、「
商
倭
」（
歳
遣
船
）
が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
、（
Ⅳ
）

歳
遣
船
の
中
断
が
「
賊
情
」
に
異
変
あ
り
と
の
噂
を
生
み
、

本
国
に
漂
流
し
て
き
た
鄷
報
国
の
耳
に
入
っ
た
こ
と
、
（
Ⅴ
）

「
倭
兵
が
対
馬
島
に
到
着
し
た
」
と
い
う
の
は
虚
報
で
あ
り
、

李
声
龍
が
誇
張
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
述
べ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
六
月
一
八
日
付
の
慶
尚
道
観
察
使
李
基
祚
の

馳
啓
、
お
よ
び
東
萊
府
使
李
弘
望
の
呈
を
入
れ
子
状
に
引
用

す
る
。
江
戸
滞
府
中
の
宗
義
成
が
四
月
一
八
日
付
の「
書
」（
書

契
）
を
「
飛
船
」（
飛
脚
船
）
で
急
送
し
て
き
た
こ
と
、
こ

れ
を
六
月
一
一
日
に
受
け
取
っ
た
東
萊
府
使
が
本
文
を
写
し

て
慶
尚
道
観
察
使
に
報
告
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
義
成
の

書
契
は
、（
ⅰ
）「
客
歳
臘
尾
」（
前
年
一
二
月
）
に
「
佞
臣
」

（
柳
川
調
興
）
の
讒
訴
に
遭
い
、
「
年
例
往
還
船
」（
歳
遣
船
）

を
留
め
て
い
た
こ
と
、（
ⅱ
）
「
理
非
軽
重
」
を
正
す
こ
と
が

で
き
た
（
勝
訴
し
た
）
の
で
、
旧
例
に
復
す
る
こ
と
、
（
ⅲ
）

ま
ず
は
「
飛
舸
」（
飛
脚
船
）
を
急
派
し
、
倭
館
の
「
舘
守
」

に
速
報
を
伝
え
る
こ
と
、
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

仁
祖
咨
は
、
宗
義
成
書
契
を
解
読
し
た
と
こ
ろ
、
歳
遣
船

の
中
断
が
対
馬
側
の
内
紛
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
。
こ
れ
を
受
理
し
た
兵
部
は
、「
倭

兵
至
島
之
説
」
は
謬
説
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
を
八
月
一
九

日
付
の
題
稿
に
ま
と
め
た
。
兵
部
尚
書
の
張
鳳
翼
ら
は
八
月

二
七
日
に
題
本
を
崇
禎
帝
に
提
出
し
、
三
〇
日
に
決
裁
が
下

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
兵
部
は
九
月
日
付
で
仁
祖
宛
の
咨
（
回

咨
）
の
稿
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
文
書
は
日
朝
関
係
史
上
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

　

宗
義
成
書
契
に
関
し
て
は
、
韓
国
・
国
史
編
纂
委
員
会

に
保
管
さ
れ
る
「
対
馬
島
宗
家
文
書
」
に
原
本
が
存
在
せ

ず
、『
善
隣
通
書
』
等
の
書
契
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
貴
重
な
録
文
と
い
え
る
。
柳
川
一
件
の
影
響
に
よ
り
、

一
六
三
四
年
一
二
月
か
ら
歳
遣
船
が
中
断
し
た
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
一
二
月
二
日
付
の
宗
義

成
書
付
写
（『
奥
御
書
キ
物
写
』
所
収
、「
対
馬
島
宗
家
文
書
」

の
う
ち
）
の
内
容
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
滞
府
中

の
宗
義
成
が
国
元
の
大
浦
権
左
衛
門
尉
・
島
井
長
右
衛
門
両

名
に
発
し
た
も
の
で
、「
此
中
於
其
地
渡
海
無
之
事
者
、
柳

川
豊
前
与
訴
論
有
之
ニ
付
、
公
事
落
着
之
内
、
双
方
よ
り
渡

海
留
置
候
、
若
朝
鮮
人
不
審
仕
候
ハ
ヽ
、
右
之
通
、
具
ニ
可

申
渡
候
、以
上
」
と
あ
る
。
「
双
方
」（
義
成
・
調
興
）
が
「
渡

海
」（
遣
使
）
を
保
留
し
て
い
る
こ
と
を
朝
鮮
側
が
「
不
審
」

と
す
る
な
ら
ば
、
「
公
事
」（
訴
訟
）
が
落
着
す
る
ま
で
の
一

時
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
に
、
と

命
じ
た
の
で
あ
る
。
仁
祖
咨
の
作
成
段
階
に
お
い
て
、
歳
遣

船
の
中
断
を
冷
静
に
受
け
止
め
、「
倭
兵
至
島
之
説
」
を
謬
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説
と
即
座
に
判
断
で
き
た
の
は
、
対
馬
側
か
ら
の
詳
細
な
説

明
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

柳
川
一
件
が
決
着
し
た
の
は
一
六
三
五
年
三
月
一
二
日
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
約
一
か
月
後
の
四
月
一
八
日
に
宗
義
成

が
東
萊
府
使
・
釜
山
僉
使
宛
の
書
契
を
江
戸
か
ら
急
送
し
、

日
朝
間
の
相
互
の
往
来
を
復
旧
さ
せ
る
意
思
を
伝
達
し
た
こ

と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
将
軍
徳
川
家
光
の
所
望

に
よ
り
招
請
し
た
朝
鮮
の
馬
上
才
が
江
戸
に
滞
府
し
て
お

り
、
そ
の
帰
国
が
差
し
迫
っ
た
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
同
年

八
月
、
無
事
に
馬
上
才
の
護
送
を
果
た
し
、
翌
年
早
々
に
通

信
使
の
招
請
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

詳
細
が
判
然
と
し
な
い
、
柳
川
一
件
か
ら
通
信
使
招
請
に

至
る
ま
で
の
経
緯
の
一
齣
が
、
兵
部
の
内
部
文
書
に
よ
っ
て

浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

（
荒
木
和
憲
）

〔
参
考
〕
田
代
和
生
『
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）、
三

宅
英
利
『
近
世
日
朝
関
係
史
の
研
究
』（
文
献
出
版
、
一
九
八
六
年
）、
泰
国
経
『
明

代
文
書
檔
案
制
度
研
究
』（
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
辻
大
和
『
朝
鮮
王
朝
の

対
中
貿
易
政
策
と
明
清
交
替
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

　

【
釈
文
】 

「（
貼
紙
上
書
）

行
」　
　

『（
朱
摺
、以
下
同
）

号
』　
　

『
一
件
』　

倭
情
事

「（

異

筆

）

有
貼
黄
」

　
　

題　

『
稿
』「（

異
筆
）

題
」　
　
　
　

「（
異
筆
）

列
字
二
百
五
十
四
号
」

　
　
　
　

『
限
』「（

異
筆
）

廿
七
」
『
日
上
』　
　
　

 

『
書
辦
』
謝
応
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

 

丁
士
魁

　
　

太
子
少
保
兵
部
尚
書
仍
加
俸
一
級
今
降
三
級
戴
罪
臣
張

　
　

等
、
謹

　

題
、
為
倭
情
事
、
職
方
清
吏
司
案
呈
、
奉
本
部
送
准
朝
鮮

　
　

国
王
咨
前
事
内
称
、
崇
禎
捌
年
五
月
二
十
四
日
准
鎮
守

　
　

東
江
総
兵
官
沈
世
魁
咨
、
為
恭
報
颶
麗
船
隻
已
経
回
登

　
　

幷
陳
報
単
事
、
本
年
五
月
十
九
日
拠
登
鎮
差
官
鄷
報
国

　
　

呈
、
奉
該
営
馮
副
将
牌
、
蒙
監
視
登
島
太
監
魏
相
憲
牌
、

　
　

准
兵
部
手
本
、
該
本
監
題
前
事
、
等
因
、
崇
禎
八
年
四

　
　

月
初
八
日
奉

聖
旨
報
内
称
、
倭
奴
至
対
馬
島
是
何
情
形
、
着
即
遣
機
幹
員

　
　

役
、
確
偵
馳
奏
、
不
得
泄
視
、
余
知
道
了
、
該
部
知
道
、

　
　

欽
此
、
欽
遵
備
移
到
監
、
煩
照

明
旨
内
事
理
、
即
将
倭
奴
至
対
馬
島
情
形
、
差
機
幹
員
役
前

　
　

往
確
偵
、
不
得
泄
視
、
希
於
文
到
五
日
内
馳
奏
、
等
因
、

　
　

備
行
該
将
、
又
奉
巡
撫
登
萊
東
江
都
御
史
陳
応
元
批
、

　
　

拠
該
将
抄
呈
、
奉

聖
旨
、
着
即
遣
機
幹
官
一
員
、
同
鄷
報
国
、
先
至
皮
島
総
鎮

　
　

沈
世
魁
、
掛
号
商
定
、
前
往
細
問
、
通
官
李
声
龍
警
報

　
　

三
次
、
倭
奴
已
至
対
馬
島
、
是
何
情
形
、
確
偵
回
報
、

　
　

以
便
馳
奏
、
不
得
泄
視
、
此
繳
各
、
等
因
、
牌
差
本
官
、

　
　

併
陳
大
発
到
島
赴
鎮
掛
号
、
拠
此
、
看
得
、
前
報
雖
未

　
　

見
全
抄
、
不
知
其
中
委
曲
、
但
所
供
倭
奴
至
対
馬
島
、

　
　

則
鄷
報
国
去
冬
遇
颶
漂
泊
該
地
、拠
李
声
龍
口
伝
者
也
、

　
　

本
鎮
駐
師
島

（
裏
書
）「
厳
察
倭
即
」

上
与
貴
「（

貼
紙
訂
正
）

国
唇
歯
、
相
依
誼
同
」
休
戚
、

　
　

凡
遇
大
小
辺
情
事
務
、
非
研
質
確
供
、
不
敢
軽
率
入
告
、

　
　

而
貴
国
於
軍
国
機
宜
、
猶
当
拠
実
以
聞
、
乃
倭
奴
至
対

　
　

馬
島
情
形
、
則
未
之
知
也
、
今
奉

旨
、
確
偵
馳
奏
、
而
鄷
報
国
所
報
未
始
無
因
、
合
行
備
咨
、

　
　

査
明
以
便
回
奏
、
為
此
、
合
咨
貴
国
、
請
煩
査
照

明
旨
内
事
理
、
即
将
倭
奴
已
主
対
馬
島
情
形
、
研
訊
李
声
龍

　
　

果
否
報
、
過
三
次
有
無
伝
与
鄷
報
国
、
逐
一
細
査
、
咨

　
　

覆
施
行
、
等
因
、
准
此
、
為
照
本
国
与
倭
羈
縻
之
状
、

　
　

屡
経

聞
奏
、
皆　

朝
廷
所
知
、
又
当
己

（
万
暦
三
十
七
年
）

酉
年
間
、
倭
差
出
来
、
懇

　
　

求
通
貨
、
不
得
不
依
副
其
願
、
其
時
亦
已
奏

請
施
行
、
自
此
毎
歳
春
秋
、
対
馬
島
商
倭
、
駕
船
出
来
、
交

　
　

易
以
去
、
定
為
常
式
、
此
皆

朝
廷
所
「（

貼
紙
訂
正
）

已
」
知
者
、
而
狡
謀
難
測
、
戒
備
之
、
心
未
嘗

　
　

一
日
少
弭
、
加
以
南
辺
之
民
、
皆
鋒
鏑
、
余
生
有
同
傷

　
　

弓
之
鳥
、
訛
言
扇
動
、
往
往
有
之
、
上
年
対
馬
島
主
平

（
宗
）

　
　

義
成
与
其
副
将
平

（
柳
川
）調

興
有
隙
、
勢
不
両
容
、
倶
赴
愬
関

　
　

白
（
徳
川
家
光
）

至
今
未
還
、
故
自
上
年
秋
至
今
年
春
、
商
倭
絶
不
出

　
　

来
、
此
係
自
中
争
鬨
、
於
本
国
不
相
関
渉
、
而
本
国
人

　
　

民
、初
不
能
深
思
厥
故
、
但
見
商
倭
不
来
、謂
賊
情
有
変
、

　
　

遠
近
相
伝
転
相
疑
駭
久
、
而
後
乃
定
鄷
遊
撃
之
漂
到
本

　
　

国
、
適
出
於
訛
言
、
方
甚
之
時
、
故
有
此
所
聞
、
而
至

　
　

於
倭
兵
来
到
対
馬
島
之
説
、
殊
渉
虚
誕
、
頃
日
訛
言
亦

　
　

不
至
此
、
必
是
李
声
龍
中
間
増
衍
之
言
、
故
将
此
事
情

　
　

説
与
鄷
遊
撃
、
一
面
咨
復
本
鎮
去
、
後
続
於
本
年
六
月

　
　

十
八
日
拠
慶
尚
道
観
察
使
李
基
祚
馳
啓
、
該
東
萊
府
使

　
　

李
弘
望
呈
、
本
月
十
一
日
対
馬
島
主
平
義
成
在
江
戸
差

　
　

送
飛
船
齎
本
年
四
月
十
八
日
書
、
来
到
該
「（

貼
紙
訂
正
）

写
、
対
」

　
　

馬
州
太
守
平
拾
遺
義
成
謹
啓
東
萊
・
釜
山
両
令
公
足
下
、

　
　

自
客

（
寛
永
十
一
年
十
二
月
）

歳
臘
尾
、
将
辨
佞
臣
之
讒
、
留
年
例
往
還
船
、
然

　
　

得
正
理
非
軽
重
、
陋
島
依
旧
、
他
其
無
異
、
故
先
発
遣

　
　

飛
舸
、
以
情
繇
略
達
于
舘
守
者
、
公
私
叢
務
、
余
懐
束

　
　

在
嗣
音
而
已
、
統
希
照
亮
、
拠
此
、
看
得
倭
書
文
字
、

　
　

荒
乱
有
難
尽
解
、
而
近
日
商
倭
不
来
之
繇
、
専
出
於
自

　
　

中
釁
端
者
、
似
為
明
白
、
等
項
縁
繇
、
合
具
一
咨
前
去
、

　
　

兵
部
煩
請
査
照
施
行
、
等
因
、
到
部
送
司
、
案
呈
到
部
、

　
　

看
得
、
対
馬
島
有
倭
兵
深
入
其
地
事
属
可
駭
、
故

（
貼
紙
訂
正
）

「
奉
有
」

　
　

確
偵
馳
奏
之

旨
、
今
拠
該
国
回
咨
開
、
載
倭
商
往
来
情
形
甚
悉
、
則
倭
兵

　
　

至
島
之
説
、
信
属
訛
傳
矣
、
既
経
咨
会
前
来
、
理
合
具

　
　

本
題
、

知知　
　
　
　
　
　
　
　

「
（
貼
紙
）

十
九
」
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崇
禎
八
年
八
月
「（

異
筆
）

十
九
」
日　
　

郎  

中  

鄒
毓
祚

　
　
　

「（

朱

文

方

印

）
　

兵
部
職
方
清
吏
司
之
印
」　
　
　

員
外
郎　

仲　

嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

王　

驥

　
　
　
　
　
　
　
（
裏
書
）「
倭
大
」　　

（
裏
書
）
「
□
察

（
ヵ
）

」　

（
裏
書
）
「
□
報

（
ヵ
）

」　　
　
　

 

　
　

兵
部
為
倭
情
事
、
該
本
部
題
云

云

、
等
因
、
崇
禎
八
年

　
　

八
月
二
十
七
日
太
子
少
保
兵
部
尚
書
仍
加
俸
一
級
今
降

　
　

三
級
戴
罪
張　

等
具
題
、
三
十
日
奉

聖
旨
、
知
道
了
、
欽
此
、
欽
遵
抄
出
、
到
部
送
司
、
案
呈
到

　
　

部
、
擬
合
就
行
、
為
此
、

　
　
　
　
　

一
咨
朝
鮮
国
王　

合
咨
前
去
、

　
　

貴
国
煩
照
本
部
題
奉

□
（
欽
ヵ
）依

内
事
理
、
欽
遵
査
照
施
行
、

　
　

崇
禎
八
年
九
月　
　
　
　

日　
　

郎　
　
　

中
鄒
毓
祚

　
　
　

「（

朱

文

方

印

）
　

兵
部
職
方
清
吏
司
之
印
」　
　

協
賛
員
外
郎
仲　

嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冊
庫
員
外
郎
王　

驥

［
３
］
塘
報

　

塘
報
は
、
明
末
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
兵

部
系
統
の
情
報
伝
達
文
書
で
あ
る
。
督
・
撫
・
鎮
の
衙
門
が

最
前
線
の
軍
事
情
報
を
塘
報
と
し
て
中
央
の
兵
部
・
兵
科
に

送
り
、
そ
こ
か
ら
題
本
の
形
式
で
皇
帝
へ
と
上
奏
さ
れ
た
り
、

内
閣
へ
と
通
知
さ
れ
た
り
し
た
。
緊
急
時
に
は
兵
部
の
題
本

を
待
た
ず
に
、
塘
報
を
直
接
皇
帝
へ
呈
上
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
一
方
で
、
中
央
に
は
直
接
送
ら
れ
ず
、
直
属
の
上
官
や

地
方
軍
の
最
高
責
任
者
に
送
ら
れ
る
塘
報
も
あ
っ
た
。

　

清
代
に
な
る
と
、
塘
報
は
制
度
化
さ
れ
、
軍
事
に
限
ら
な

い
緊
急
情
報
の
伝
達
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
萩
原
淳
平
「
明
清
時
代
の
塘
報
に
つ
い
て
」(

田
村
博
士
退
官
記
念
事
業

会
編
『
田
村
博
士
頌
寿
東
洋
史
論
叢
』 

田
村
博
士
退
官
記
念
事
業
会
、
一
九
六
八

年)

、
呉
振
漢
「
明
代
塘
報
的
軍
事
功
能
與
史
料
價
値
」（『
人
文
學
報
』
第
三
〇
期
、

一
九
九
五
年
）

Ⅱ-

［
３
］-

１

宣
諭
朝
鮮
副
総
兵
官
塘
報　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

二
七
・
〇
×
一
一
・
〇
（
一
幅
）

　
　

崇
禎
一
四
年
（
一
六
四
一
）
一
〇
月
一
三
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
四
〇
一
九

　

宣
諭
朝
鮮
副
総
兵
官
の
王
武
緯
に
よ
る
塘
報
。
崇
禎
一
四

年
（
一
六
四
一
）
八
月
、
朝
鮮
僧
独
歩
を
雲
従
島
（
現
・
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
平
安
北
道
身
弥
島
）
に
送
り
届
け

た
と
こ
ろ
、
清
に
捕
ら
え
ら
れ
た
が
逃
げ
出
し
て
当
地
に
隠

れ
潜
ん
で
い
た
王
豹
ら
明
の
避
難
民
に
会
っ
た
と
い
う
報
告

が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
衣
米
を
与
え
船
を
出
し
て
連
れ

帰
っ
た
こ
と
を
薊
遼
督
師
に
報
告
し
、
避
難
民
の
郷
里
へ
の

送
還
に
つ
い
て
の
裁
断
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
こ
れ
を
兵
部
に

も
報
告
す
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
雲
従
島
民

か
ら
聞
き
取
っ
た
朝
鮮
情
報
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
当
時

の
薊
遼
督
師
は
洪
承
疇
で
、
彼
は
兵
部
尚
書
も
兼
任
し
て
い

た
。

　

朝
鮮
は
清
に
よ
る
侵
攻
（
丙
子
の
役
）
を
経
て
、

一
六
三
七
年
に
清
に
服
属
し
、
明
と
断
交
し
た
が
、
以
後
も

し
ば
し
ば
政
府
首
脳
が
明
と
通
謀
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
朝

鮮
僧
独
歩
も
通
謀
の
一
環
と
し
て
密
か
に
明
に
派
遣
さ
れ
た

者
で
、
洪
承
疇
は
、
こ
の
独
歩
に
、
共
闘
し
て
清
を
滅
ぼ
そ

う
と
朝
鮮
に
呼
び
か
け
る
咨
文
を
託
し
て
い
た
（
朝
鮮
『
仁

祖
実
録
』
一
九
年
［
一
六
四
一
］
一
二
月
庚
午
条
）。
ま
た

王
武
緯
は
こ
の
年
三
月
に
朝
鮮
国
情
探
索
の
命
を
受
け
、
ま

た
朝
鮮
被
虜
人
送
還
の
任
務
も
兼
ね
て
出
海
し
て
い
た（
「
兵

部
題
行
御
前
発
下
宣
諭
朝
鮮
副
総
兵
王
武
緯
奏
稿
」『
明
清

史
料
』
乙
編
第
四
本
、
三
七
五
頁
所
収
）。

　

本
文
書
は
縦
二
七
㎝
の
折
本
で
、全
八
幅
で
構
成
さ
れ
る
。

一
幅
は
一
一
㎝
で
、
第
六
幅
と
第
七
幅
の
間
に
は
紙
継
目
が

見
ら
れ
る
。
第
一
幅
に
は
「
塘
報
」
と
墨
書
し
、
九
・
五
㎝

×
六
・
四
㎝
の
朱
郭
長
方
印
を
捺
す
。
印
文
は
「
朝
鮮
副
総

兵
官
関
防
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
王
武
緯
の
関
防
印
で
あ
る
。

第
二
幅
か
ら
第
六
幅
ま
で
は
各
幅
六
行
約
二
〇
字
で
本
文
を

記
し
、
第
七
幅
に
は
「
崇
禎
拾
肆
年
拾
月
拾
参
日
具
報
」
と

記
し
て
二
字
目
か
ら
冒
頭
と
同
じ
朱
印
を
捺
す
。

　

第
一
幅
に
は
後
筆
で
「
題
知
」
「
初
五
午
」
と
の
墨
書
が

あ
る
（
翻
字
は
『
明
清
史
料
』
乙
編
第
四
本
に
従
う
、
以
下

同
）。
第
二
幅
の
一
行
目
「
為
」
の
右
上
に
は
「
題
」
と
の

後
筆
の
書
き
込
み
、
ま
た
「
王
武
緯
」
の
下
に
は
か
ぎ
括
弧

の
よ
う
な
記
号
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
一
行
目
と
二
行
目
の

間
に
は
「
崇
禎
十
四
年
十
一
月
初
五
日
午
時
拠
宣
諭
朝
鮮
副

忩
兵
官
王
武
緯
報
称
」
と
の
書
き
込
み
、二
行
目
の
「
本
年
」

の
上
に
は
挿
入
符
の
よ
う
な
記
号
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
標

下
～
王
武
緯
」
を
抹
消
し
て
「
題
為
塘
報
事
」
と
し
、
「
王

武
緯
の
報
告
に
よ
る
と
」
と
い
う
形
に
冒
頭
が
書
き
換
え
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
六
幅
で
は
、
結
び
文
言

の
「
須
至
塘
報
者
」
が
抹
消
さ
れ
て
右
傍
に
「
等
因
到
部
、

謹
具
題
知
」
と
記
さ
れ
、
第
八
幅
に
は
「
塘
報
」
の
文
字
が

見
え
る
。

　

す
な
わ
ち
兵
部
宛
に
送
ら
れ
た
本
塘
報
は
、
約
三
週
間
後

の
一
一
月
五
日
に
兵
部
に
到
達
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
ま
ま
右

の
よ
う
な
細
工
を
施
さ
れ
て
兵
部
の
題
本
と
し
て
転
用
さ

れ
、
上
奏
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
中
に
は
以
上
の
他
に

も
合
点
・
読
点
が
見
ら
れ
、
情
報
を
読
み
解
い
た
痕
跡
が
見

ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
寺
内
威
太
郎
「
沈
器
遠
の
反
乱
と
朝
中
関
係
」（『
駿
台
史
学
』

一
三
三
、二
〇
〇
八
年
）、이
재
경
「
병
자
호
란 

이
후 

朝
明 

비
밀
접
촉
의 

전
개
」（
李

在
璟
「
丙
子
胡
乱
以
後
朝
明
秘
密
接
触
の
展
開
」）（『
軍
史
』
一
〇
三
、二
〇
一
七
年
）
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Ⅱ-

［
３
］-

２

整
飭
懐
隆
兵
備
塘
報　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

二
八
・
二
×
一
一
・
〇
（
一
幅
）

　
　

崇
禎
一
七
年
（
一
六
四
四
）
二
月
二
七
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵　

〇
三
五
〇
〇
三

　

整
飭
懐
隆
兵
備
の
魏
某
に
よ
る
塘
報
。
崇
禎
一
七
年

（
一
六
四
四
）
二
月
二
四
日
に
昌
鎮
の
兵
丁
が
反
乱
を
起
こ

し
、
各
地
の
将
が
鎮
圧
に
あ
た
っ
た
が
、
そ
の
経
過
や
戦
果

に
つ
い
て
、
同
月
二
六
日
ま
で
に
懐
隆
兵
備
の
も
と
に
報
告
・

通
達
さ
れ
て
き
た
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
二
七
日
付
で
兵
部

に
速
報
し
た
も
の
で
、
継
続
中
の
戦
闘
に
つ
い
て
の
状
況
報

告
で
あ
る
。
懐
隆
兵
備
は
宣
府
鎮
懐
来
城
に
駐
し
、
南
山
・

永
寧
・
延
慶
・
保
安
等
を
管
轄
す
る
も
の
で
（
明
・
楊
時
寧

撰
『
宣
大
山
西
三
鎮
図
説
』
）
、
そ
の
管
轄
下
お
よ
び
管
轄
域

を
接
す
る
柳
溝
・
昌
平
・
楡
林
等
か
ら
の
情
報
が
主
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
文
書
は
縦
約
二
八
㎝
の
折
本
で
、
冒
頭
に
三
・
三
㎝
程

度
の
余
白
を
と
り
、
全
一
九
幅
で
構
成
さ
れ
る
。
一
幅
は

一
一
㎝
で
あ
る
。
第
七
幅
と
第
八
幅
・
第
九
幅
と
第
一
〇
幅

の
間
に
は
紙
継
目
が
見
ら
れ
、
そ
の
二
か
所
の
継
目
に
は
九
・

一
㎝
×
六
・
三
㎝
の
朱
郭
長
方
印
を
捺
し
て
い
る
。
印
文
は

「
整
飭
懐
隆
兵
備
関
防
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
魏
の
関
防
印

で
あ
る
。
表
紙
と
な
る
第
一
幅
に
は
「
塘
報
」
と
墨
書
し
、

継
目
と
同
じ
朱
印
を
捺
し
、
第
二
幅
か
ら
第
一
八
幅
ま
で
は

各
幅
五
行
約
二
三
字
（
擡
頭
分
を
い
れ
る
と
約
二
五
字
）
で

本
文
を
記
す
。
第
一
九
幅
に
は
「
崇
禎
拾
柒
年
弐
月
廿
七
日
」

と
記
し
、
二
字
目
か
ら
継
目
と
同
じ
朱
印
を
捺
す
。

　

第
一
幅
に
は
、
「
塘
報
」
の
文
字
や
朱
印
の
上
に
さ
ら
に
、

「
崇
禎
拾　

年　

月　

日
到
」
の
黒
印
が
捺
さ
れ
、「
柒
」「
二
」

「
廿
九
」
の
文
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
崇
禎
一
七
年
二
月

二
七
日
付
で
懐
来
城
よ
り
発
さ
れ
た
塘
報
が
同
月
二
九
日
に

は
北
京
の
兵
部
に
到
着
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
本

文
の
人
名
や
数
字
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
傍
線
・
傍
点
が
施
さ

れ
、
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
を
確
認
し
た
痕
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

Ⅱ-

［
３
］-

３

天
津
総
督
塘
報　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

二
八
・
四
×
一
二
・
〇
（
一
幅
）

　
　

順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
八
月
二
九
日 

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵　

一
一
九
二
四
二

　

天
津
総
督
駱
養
性
に
よ
る
塘
報
。
順
治
元
年（
一
六
四
四
）

八
月
、
南
京
の
福
王
（
弘
光
）
政
権
か
ら
派
遣
さ
れ
た
総
兵

官
陳
洪
範
が
、
配
下
の
曹
応
試
を
派
遣
し
て
駱
養
性
に
書
を

届
け
、清
に
修
好
を
求
め
る
目
的
で「
金
一
千
両
・
銀
十
万
両
・

蟒
緞
五
百
疋
・
裡
絹
五
百
疋
」
等
を
携
え
、
馬
紹
愉
ら
と
と

も
に
北
京
に
赴
く
こ
と
を
伝
え
、
道
中
の
安
全
確
保
を
求
め

た
。
一
六
四
四
年
三
月
、
李
自
成
率
い
る
農
民
反
乱
軍
に
よ

り
明
が
滅
亡
す
る
と
、
明
の
皇
族
を
擁
し
た
亡
命
政
権
（
南

明
政
権
）
が
江
南
各
地
に
樹
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
最
も

早
く
五
月
に
建
て
ら
れ
た
の
が
福
王
朱
由
崧
（
万
暦
帝
の
曾

孫
）
政
権
で
あ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
清
軍
が

北
京
を
占
領
し
た
が
、
こ
の
清
に
対
し
福
王
は
陳
洪
範
を
使

者
と
し
て
修
好
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
塘
報
を
受
け
た
内
院

（
内
三
院
）
は
、
こ
れ
を
「
遠
来
進
貢
」
と
表
現
し
て
い
る
。

陳
洪
範
は
ま
た
、
呉
三
桂
宛
の
進
物
・
書
な
ど
を
送
る
こ
と

も
伝
え
て
お
り
、
こ
の
書
（
八
月
一
日
付
）
は
中
国
国
家
博

物
館
に
現
存
し
て
い
る
（
呉
三
桂
は
同
年
四
月
に
清
に
降
伏

し
て
い
た
が
、
陳
ら
は
ま
だ
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
）。
結
局
、
清
は
修
好
の
要
請
を
容
れ
ず
、
四
五
年
に

南
京
を
占
領
し
て
福
王
を
捕
ら
え
、
翌
年
処
刑
し
た
。

　

本
文
書
は
縦
約
二
八
㎝
の
折
本
で
、
全
六
幅
で
構
成
さ
れ

る
。
一
幅
は
一
二
㎝
で
あ
る
。
表
紙
と
な
る
第
一
幅
に
は
「
塘

報
」
と
墨
書
し
、
一
〇
・
九
㎝
×
六
・
四
㎝
の
朱
郭
長
方
印
を

捺
す
。
印
文
は
「
総
督
天
津
鹽
課
関
防
／
（
満
文
）」
と
あ
り
、

す
な
わ
ち
駱
養
性
の
関
防
印
で
あ
る
。
第
二
幅
か
ら
四
幅
ま

で
は
各
面
六
行
約
二
二
字
（
擡
頭
分
を
い
れ
る
と
二
五
字
）

で
本
文
が
記
さ
れ
、
第
五
幅
に
は
「
順
治
元
年
捌
月
二
十
九

日
」
と
記
し
二
字
目
か
ら
冒
頭
と
同
じ
朱
印
を
捺
す
。

　

第
一
幅
に
は
、「
塘
報
」
の
文
字
や
朱
印
の
上
に
さ
ら
に
、

「
順
治
元
年　

月　

日
到
」
の
黒
印
が
捺
さ
れ
、「
九
」「
初

二
」
の
文
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
順
治
元
年
八
月

二
九
日
付
で
天
津
よ
り
発
さ
れ
た
塘
報
は
、
九
月
二
日
に
は

北
京
に
到
着
し
た
こ
と
に
な
る
。
本
塘
報
内
で
駱
養
性
は
、

陳
ら
は
山
東
の
臨
清
に
到
着
し
て
い
る
が
、
道
中
の
安
全
確

保
の
た
め
に
先
に
配
下
の
曹
応
試
を
派
遣
し
、
天
津
の
兵
に

迎
え
に
来
て
護
送
す
る
よ
う
求
め
て
き
て
い
る
、
こ
れ
は
緊

急
事
案
な
の
で
官
吏
を
遣
わ
し
曹
を
護
送
し
て
内
院
に
面
会

さ
せ
る
の
で
、
兵
を
出
動
さ
せ
て
迎
護
す
べ
き
か
ど
う
か
指

示
さ
れ
た
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
塘
報

は
、
兵
部
で
は
な
く
内
院
に
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
第
五
幅
か
ら
第
六
幅
に
は
、
後
筆
で
、
陳
ら
を
粗
略
な

く
迎
護
す
る
よ
う
に
と
の
内
院
の
指
示
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
・
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究
所
、
一
九
五
九
年
）、
彭
遵
泗
・
王
秀
楚
・
朱
子
素
（
松
枝
茂
夫
訳
）『
蜀
碧
・

嘉
定
屠
城
紀
略
・
揚
州
十
日
記
』（
東
洋
文
庫
三
六
、
平
凡
社
、
一
九
六
五
年
）、
李

小
林
「
馬
紹
愉
・
陳
洪
範
致
呉
三
桂
書
之
史
料
価
値
」（
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中

国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書
』
明
清
檔
案
巻
明
代
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
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［
４
］
箚
付

　

箚さ

っ

ぷ付
と
は
、
下
行
文
書
の
一
つ
で
、
官
職
を
与
え
る
辞
令

書
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

　

万
暦
『
大
明
会
典
』（
巻
七
六
礼
部
三
四-

行
移
署
押
体
式
）

に
載
せ
ら
れ
た
箚
付
の
書
式
（
箚
付
式
）
は
、
都
督
府
か
ら

都
指
揮
使
司
宛
の
箚
付
は
、
「
某
軍
都
督
府
、
某
事
の
為
に

す
。
云
々
。
合ま

さ

に
下
仰
し
て
照
験
す
べ
し
。
云
々
。
須
く
箚

付
に
至
る
べ
き
者
な
り
」
と
し
、
末
尾
に
「
右
、
某
衛
都
指

揮
使
司
に
箚
付
す
。
此
を
准
け
よ
」
と
し
て
、
年
月
日
を
記

し
、
年
号
の
下
の
位
置
か
ら
官
印
を
押
す
と
す
る
。
ま
た
紙

幅
の
左
端
上
部
に
「
箚
付
」
の
字
を
記
し
、
そ
の
下
方
上
段

に
左
・
右
都
督
、
下
方
中
段
に
同
知
都
督
二
名
、
下
方
下
段

に
僉
都
督
二
名
が
押
字
を
加
え
る
と
す
る
。
続
け
て
、
六
部

か
ら
各
衙
門
へ
の
箚
付
は
、
文
は
同
様
で
押
署
者
は
尚
書
と

侍
郎
二
名
、
各
都
指
揮
使
司
か
ら
各
衙
門
へ
の
箚
付
は
、
文

は
同
様
で
押
署
者
は
都
指
揮
使
、
各
布
政
使
司
か
ら
所
属
の

各
衙
門
へ
の
箚
付
は
、
文
は
同
様
で
押
署
者
は
左
右
布
政
使
・

左
右
参
政
・
左
右
参
議
と
す
る
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
書
式
は
清
代
で
も
概
ね
踏
襲
さ
れ
た
。
た
だ
押
字
に

関
し
て
は
、
明
清
代
を
通
じ
て
万
暦
『
大
明
会
典
』
が
規
定

す
る
よ
う
な
複
数
名
の
押
字
の
あ
る
箚
付
は
管
見
の
限
り
確

認
で
き
ず
、
本
項
で
と
り
あ
げ
る
箚
付
も
押
字
は
一
名
の
み
、

も
し
く
は
無
押
字
で
あ
る
。　
　

（
須
田
牧
子
・
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
荒
木
和
憲
「
中
世
日
本
往
復
外
交
文
書
を
め
ぐ
る
様
式
論
的
検
討
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
四
、二
〇
二
一
年
） 

Ⅱ-

［
４
］-

参
考

兵
部
箚
付　

一
幅

　
　

紙
本
墨
書　

一
一
一
・
一
×
八
五
・
三

　
　

万
暦
二
三
年
（
一
五
九
五
）
二
月
四
日 

　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵　

Ｓ
貴
大-

三

　

明
朝
兵
部
か
ら
豊
臣
玄
以
に
宛
て
、
都
督
僉
事
に
任
じ
る

旨
を
通
達
し
た
文
書
。
唐
草
文
を
あ
し
ら
っ
た
飾
り
枠
線
と

「
箚
付
」
の
文
字
を
青
く
刷
り
だ
し
た
竹
紙
に
墨
書
す
る
。

日
付
の
「
初
四
」
は
朱
書
さ
れ
る
。
「
箚
付
」
の
文
字
の
下

の
押
署
は
規
定
に
従
え
ば
、
当
時
の
兵
部
尚
書
の
石
星
の
手

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
年
記
の
上
に
捺
さ
れ
る
約
一
〇
㎝
四

方
の
朱
印
は
褪
色
し
、
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
。
収
集
家
と

し
て
知
ら
れ
る
神
田
孝
平
（
一
八
三
〇
―
九
八
年
）
の
旧
蔵

で
、
一
九
二
六
年
、
購
入
に
よ
り
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
と
な

り
、
二
〇
一
七
年
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
な
お
編

纂
所
は
一
八
八
六
年
、
原
寸
大
の
模
本
を
作
成
し
て
い
る
が

（
模
写-

仁-

三
四
）、
こ
の
と
き
す
で
に
朱
印
の
文
字
は
読

め
な
か
っ
た
よ
う
で
、残
影
を
朱
で
模
写
し
て
い
る
も
の
の
、

文
字
の
態
は
為
し
て
い
な
い
。
豊
臣
玄
以
は
前
田
玄
以
。
豊

臣
政
権
の
吏
僚
で
、
丹
波
亀
山
に
約
五
万
石
の
所
領
を
与
え

ら
れ
て
い
た
が
、
嫡
流
は
玄
以
の
子
の
代
で
絶
え
、
三
男
の

家
系
が
江
戸
幕
府
の
旗
本
と
し
て
続
い
た
。
嫡
流
家
が
絶
え

て
か
ら
、
本
文
書
が
ど
の
よ
う
な
変
転
を
経
て
神
田
孝
平
の

所
蔵
と
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

本
文
書
が
発
給
さ
れ
た
の
は
、
文
禄
慶
長
の
役
（
壬
辰

丁
酉
倭
乱
）
の
は
ざ
ま
の
時
期
で
あ
る
。
万
暦
二
二
年

（
一
五
九
四
）
一
二
月
、
内
藤
如
安
が
北
京
に
到
着
し
、
明

朝
と
豊
臣
政
権
に
よ
る
和
平
交
渉
が
本
格
化
す
る
。
こ
の
際
、

内
藤
如
安
は
、
豊
臣
秀
吉
を
日
本
国
王
に
為
す
こ
と
と
と
も

に
、
豊
臣
政
権
下
の
武
将
た
ち
へ
の
授
職
と
空
名
箚
付
の
交

付
を
要
求
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
明
朝
は
、
翌
二
三
年
正
月

七
日
、
ま
ず
永
楽
帝
の
先
例
に
倣
い
豊
臣
秀
吉
を
日
本
国
王

と
す
る
決
定
を
下
し
、
つ
い
で
一
二
日
に
は
、
小
西
行
長
・

宇
喜
多
秀
家
・
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
・
大
谷
吉
継
・
徳
川

家
康
・
毛
利
輝
元
・
羽
柴
秀
保
を
都
督
僉
事
に
、
内
藤
如
安

を
都
指
揮
使
に
任
じ
る
決
定
を
下
し
た
。
本
文
書
の
発
給
は

二
月
四
日
付
で
あ
り
、
こ
の
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
冊
封
使
は
二
月
中
に
北
京
を
発
ち
、
ソ
ウ
ル
を
経
て
、

一
一
月
釜
山
に
至
り
、
翌
年
（
一
五
九
六
）
九
月
一
日
に
大

坂
城
で
秀
吉
と
会
見
し
た
。
諸
将
へ
の
授
職
も
こ
の
時
に
行

な
わ
れ
、
現
在
、
前
田
玄
以
を
都
督
僉
事
に
任
じ
た
本
文
書

の
ほ
か
、
毛
利
輝
元
・
上
杉
景
勝
を
都
督
同
知
に
任
じ
た
箚

付
原
本
の
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
三
通
の
箚
付
原
本
は
本
紙
の
サ
イ
ズ
に
多
少
の
差

が
あ
る
も
の
の
、
飾
り
枠
線
の
内
寸
は
約
九
〇
×
七
五
㎝
と

共
通
し
、
用
紙
の
所
々
に
見
え
る
刷
り
残
し
痕
も
共
通
す

る
。
お
そ
ら
く
同
じ
版
木
で
刷
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
毛
利

宛
・
上
杉
宛
と
も
に
日
付
の
「
初
四
」
は
朱
書
さ
れ
、「
箚
付
」

の
下
に
押
署
が
な
さ
れ
、
年
記
の
上
に
朱
方
印
が
捺
さ
れ
る

の
も
前
田
宛
と
同
様
で
あ
り
、
朱
方
印
の
印
文
が
褪
色
し
て

読
み
取
れ
な
い
の
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
前
田
宛
の
も
の

は
「
万
暦
弐
拾
参
年
弐
月
」
の
文
字
は
全
て
墨
書
だ
が
、
毛

利
・
上
杉
宛
は
と
も
に
「
万
暦
弐
拾
参
年　

月
」
を
黒
で
刷

り
出
し
、「
弐
」
の
み
を
墨
書
す
る
。
本
文
は
三
通
と
も
全

て
墨
書
で
、
字
配
り
が
多
少
違
う
も
の
の
、
対
象
者
名
と
官

職
名
以
外
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
毛
利
宛
・
上
杉
宛
の
箚
付
に
は
官
職
名
を

改
変
し
た
痕
が
あ
る
。
上
杉
宛
は
二
カ
所
の
「
都
督
同
知
」

の
「
督
同
知
」
の
部
分
は
、
本
紙
を
く
り
抜
き
後
補
紙
を
貼
っ

た
、
そ
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。
毛
利
宛
も
同
様
に
、
二
カ

所
の
「
都
督
同
知
」
の
「
同
知
」
の
部
分
は
、
後
補
紙
に
書

か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
上
杉
宛
は
都
「
指
揮
使
」
が
都
「
督

同
知
」
に
、
毛
利
宛
は
都
督
「
僉
事
」
が
都
督
「
同
知
」
に

改
変
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
改
変
に
使
わ
れ
た
紙
片
は
、
毛

利
宛
は
竹
紙
で
あ
る
が
、上
杉
宛
は
和
紙
で
あ
り
、し
た
が
っ

て
こ
の
改
変
は
日
本
側
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も

そ
も
明
朝
が
決
定
し
た
の
は
、
小
西
行
長
以
下
八
名
に
都
督

僉
事
を
、内
藤
如
安
に
都
指
揮
使
を
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

予
定
官
職
は
都
督
同
知
で
は
な
く
、
上
杉
景
勝
・
前
田
玄
以
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は
授
職
予
定
者
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

前
田
を
都
督
僉
事
に
任
じ
る
本
文
書
に
は
改
変
痕
が
見
ら

れ
ず
、
上
杉
宛
箚
付
も
人
名
部
分
に
は
細
工
の
痕
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
、
か
つ
三
通
が
と
も
に
同
じ
版
木
で
刷
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
明
朝
は
姓
名
を
書
き

入
れ
た
箚
付
の
ほ
か
に
、
都
督
僉
事
・
都
指
揮
使
の
空
名
箚

付
を
下
賜
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
側
は
、
こ
の
空
名
箚
付

を
使
用
し
（
前
田
・
上
杉
）
、
あ
る
い
は
箚
付
に
細
工
を
施

し
（
毛
利
・
上
杉
）
、
当
時
の
政
情
に
合
っ
た
虚
構
の
「
明

朝
か
ら
の
授
職
」
を
作
り
上
げ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
・
遼
寧
省
档
案
館

編
『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）
に
は
、
明
朝
兵
部
の
任
命
に
か
か
る
文
書
と

し
て
以
下
の
も
の
が
見
え
る
（
文
書
名
は
同
書
に
よ
る
）。

六
二
三
号
「
兵
部
為
灤
遵
諸
城
一
挙
恢
復
加
賞
守
備
夏
成
徳

加
銜
事
札
付　

崇
禎
三
年
七
月
二
五
日
」・
二
四
九
七
号
「
兵

部
為
優
叙
参
将
夏
成
徳
事
札
付　

崇
禎
一
三
年
閏
正
月
一
一

日
」
・
二
八
一
八
号
「
兵
部
為
副
総
兵
夏
成
徳
加
実
職
一
級

事
札
付　

崇
禎
一
四
年
二
月
二
六
日
」。
こ
れ
ら
に
は
、
官

職
名
の
上
に
割
印
が
捺
さ
れ
、
中
央
付
近
に
割
字
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
偽
造
防
止
の
工
夫
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
現
存
の
三

通
の
箚
付
に
は
こ
れ
ら
は
見
ら
れ
な
い
。
授
与
す
る
官
職
名

の
上
に
捺
印
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
改
変
を
可
能
に
し
た
の

で
あ
り
、
空
名
箚
付
の
下
賜
も
含
め
、
明
朝
が
辺
境
の
蛮
夷

に
授
け
る
官
職
の
管
理
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
を
期
さ
な

か
っ
た
こ
と
を
示
す
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
点
は
、
任
命
に
か
か
る
箚
付
の
事
例
の
収
集
分
析
が
さ
ら

に
必
要
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
米
谷
均
「
豊
臣
秀
吉
の
「
日
本
国
王
」
冊
封
の
意
義
」（
山
本
博
文
・
堀
新
・

曽
根
勇
二
編
『
豊
臣
政
権
の
正
体
』
柏
書
房
、
二
〇
一
四
年
）、
須
田
牧
子
「
原
本
調

査
か
ら
見
る
豊
臣
秀
吉
の
冊
封
と
陪
臣
へ
の
授
職
」（
黒
嶋
敏
・
屋
良
健
一
郎
編
『
琉

球
史
料
学
の
船
出
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
大
野
晃
嗣
「
明
朝
と
豊
臣
政
権
交

渉
の
一
齣
―
明
朝
兵
部
発
給
「
箚
付
」
が
語
る
も
の
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
八-

二
、

二
〇
一
九
年
）

Ⅱ-

［
４
］-

１

両
江
総
督
箚
付　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

二
八
・
〇
×
一
二
・
〇
（
一
幅
）

　
　

順
治
一
七
年
（
一
六
六
〇
）
二
月
一
六
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
五
三
二
六
一

　

両
江
（
江
南
・
江
西
）
総
督
郎
廷
佐
が
、
蘇
松
水
師
総
兵

官
梁
化
鳳
に
対
し
、
太
子
太
保
・
左
都
督
を
授
け
、
提
督
蘇

松
常
鎮
（
蘇
州
・
松
江
・
常
州
・
鎮
江
）
総
兵
官
と
す
る
決

定
が
下
さ
れ
た
旨
を
通
達
し
、
謹
ん
で
任
務
に
あ
た
る
よ
う

命
じ
た
文
書
。
兵
部
の
上
奏
を
受
け
皇
帝
が
裁
可
し
た
こ
と

を
載
せ
る
邸
報
が
、
郎
廷
佐
の
も
と
に
届
い
た
の
で
、
こ
れ

に
基
づ
き
そ
の
内
容
を
通
知
す
る
、
謹
ん
で
任
務
に
あ
た
る

よ
う
に
、
と
の
主
旨
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
蘇
松
提
督
の
職

務
を
代
行
さ
せ
て
い
た
随
征
江
南
左
路
総
兵
官
楊
捷
の
陣
営

に
も
こ
れ
を
通
知
し
、
引
き
続
き
揚
州
に
駐
留
す
る
よ
う
命

じ
る
こ
と
も
、
併
せ
て
梁
化
鳳
に
通
達
し
て
い
る
。
梁
化
鳳

は
陝
西
長
安
の
出
身
で
、
順
治
三
年
（
一
六
四
六
）
武
進
士

と
な
り
、
以
来
軍
歴
を
重
ね
て
順
治
一
四
年
（
一
六
五
七
）

に
は
都
督
同
知
に
任
じ
ら
れ
、蘇
松
水
師
総
兵
官
と
さ
れ
た
。

本
文
書
が
発
給
さ
れ
る
前
年
の
順
治
一
六
年
に
は
、
鎮
江
ま

で
攻
め
込
ん
だ
鄭
成
功
軍
を
追
い
払
い
、
海
上
に
追
撃
し
て

勝
利
を
収
め
て
お
り
、
こ
の
抜
擢
は
そ
の
功
績
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
（
雍
正
『
陝
西
通
志
』
巻
三
三
・
五
五
、
清
『
世

祖
実
録
』
巻
一
一
二
・
一
二
七
）。

　

本
箚
付
は
縦
二
八
㎝
の
折
本
で
、
冒
頭
に
三
・
三
㎝
ほ
ど

の
余
白
を
と
り
、
以
後
は
一
二
㎝
ず
つ
折
り
、
全
五
幅
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
と
な
る
第
一
幅
に
は
「
箚
付
」
と
墨

書
し
、
一
〇
・
二
×
六
・
三
㎝
の
朱
郭
長
方
印
を
捺
す
。
印
文

は
「
総
督
江
南
江
西
等
処
地
方
□

〔

軍

務

兼

〕

□
□
理
糧
餉
関
防
／
（
満

文
）」
と
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
郎
廷
佐
の
関
防
印
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
・
三
幅
に
は
、
一
幅
四
行
・
一

行
二
二
字
程
度
（
擡
頭
分
を
考
慮
す
る
と
二
四
字
程
度
）
で

本
文
が
記
さ
れ
、
第
四
幅
に
は
宛
先
、
第
五
幅
に
は
年
記
が

記
さ
れ
、三
字
目
か
ら
冒
頭
と
同
じ
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

本
項
に
挙
げ
た
他
の
箚
付
の
例
と
異
な
り
、
本
文
書
は
辞

令
書
で
は
な
く
、邸
報
に
基
づ
い
て
任
命
の
内
容
を
速
報
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
総
督
と
し
て
の
指
示
を
付
加
し
た
も
の

で
、
上
意
下
達
文
書
と
し
て
の
箚
付
の
本
来
的
な
性
格
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
用
紙
に
飾
り
枠
線
な
ど
の
装
飾
は
一
切
見

ら
れ
ず
、
用
紙
の
サ
イ
ズ
も
他
例
の
よ
う
に
一
ｍ
を
超
す
よ

う
な
巨
大
な
も
の
で
は
な
い
。
文
書
の
装
丁
と
し
て
は
、
前

掲
の
「
塘
報
」（
Ⅱ-

［
３
］
）
な
ど
の
情
報
伝
達
の
た
め
に

使
用
さ
れ
た
実
務
文
書
と
共
通
し
、
た
だ
「
須
至
箚
付
者
、

右
箚
付
（
対
象
者
）、
准
此
、」
と
い
う
、
箚
付
と
し
て
特
徴

的
な
文
言
を
備
え
た
、
シ
ン
プ
ル
な
形
式
で
あ
る
。
辞
令
書

と
し
て
の
箚
付
が
、
独
自
の
形
式
を
備
え
る
に
至
っ
て
い
る

こ
と
が
逆
に
浮
か
び
上
が
る
好
例
で
あ
ろ
う
。 

（
須
田
牧
子
）

Ⅱ-

［
４
］-

２

親
軍
後
将
軍
戎
旗
副
総
府
庫
箚
付　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

九
二
・
二
×
五
〇
・
一

　
　

昭
武
元
年
（
一
六
七
八
）
四
月
一
一
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
八
二
二
三

　
　

　

昭
武
元
年
（
一
六
七
八
）
四
月
一
一
日
付
で
「
親
軍
後

将
軍
戎
旗
副
総
府
庫
」
な
る
機
関
が
王
応
祥
な
る
人
物

を
「
同
知
」
に
任
命
し
た
文
書
。
昭
武
年
号
の
使
用
か
ら
、

一
六
七
三
年
よ
り
清
朝
と
対
立
し
、
こ
の
年
三
月
に
皇
帝
と

な
っ
た
呉
三
桂
の
政
権
が
発
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
雲
紋
と
飛
虎
を
あ
し
ら
っ
た
飾
り
枠
線
、お
よ
び
「
親
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軍
後
将
軍
戎
旗
副
総
府
庫　

為
」「
准
此
」「
昭
武　

年　

月
」

の
文
字
を
黒
で
刷
り
だ
し
た
用
紙
に
墨
書
す
る
。
上
部
に
横

書
さ
れ
て
い
る
「
箚
付
」
、
お
よ
び
文
末
の
「
箚
付
」
の
文

字
も
ま
た
墨
書
で
あ
る
。
年
記
の
上
に
印
は
捺
さ
れ
ず
、
た

だ
朱
字
で
「
印
」
と
大
書
さ
れ
、
日
付
も
同
じ
く
朱
字
で
書

か
れ
る
。
文
中
に
は
九
カ
所
に
朱
点
が
施
さ
れ
、
「
右
箚
付

同
知
王
応
祥
准
此
」
部
分
中
央
に
朱
線
が
引
か
れ
、
「
須
至

箚
付
者
」
の
直
下
に
「
悂
」
と
朱
書
さ
れ
る
。
後
代
、
本
文

書
が
何
ら
か
の
検
分
を
う
け
、
偽
文
書
と
判
定
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
が
、
そ
れ
と
関
連
す
る
の
が
飾

り
枠
線
の
欄
外
右
下
に
異
筆
で
墨
書
さ
れ
た
「
内
無
印
信
、

不
准
換
箚
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
つ
ま
り
印
が
な
い
の
で

「
換
箚
」
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

呉
三
桂
と
対
峙
し
た
清
朝
は
、
呉
三
桂
麾
下
の
将
兵
に
投

降
を
促
し
、
帰
順
し
て
き
た
者
に
は
、
呉
三
桂
政
権
下
で
与

え
ら
れ
て
い
た
官
職
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
や
る
懐
柔
政
策
を

と
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
掲
の
三
通
の
安
遠

靖
寇
大
将
軍
箚
付
（
Ⅱ-

［
４
］-

３
～
５
）
は
い
ず
れ
も

投
降
者
に
投
降
前
と
同
じ
官
職
を
任
命
す
る
旨
を
記
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
換
箚
」
の
実
態
な
の
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
呉
三
桂
政
権
が
発
給
し
た
「
箚
」
付
を
、
清
朝
が
発

給
し
た
「
箚
」
付
に
「
換
」
え
て
や
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

本
文
書
の
場
合
に
は
、
そ
の
呉
三
桂
政
権
が
発
給
し
た
と
い

う
箚
付
に
印
が
捺
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
真
正
の
文

書
と
認
め
ら
れ
ず
「
換
箚
」
さ
れ
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
王
応

祥
な
る
人
物
が
呉
三
桂
政
権
下
で
「
同
知
」
に
任
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
真
実
だ
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
清
朝
か

ら
「
同
知
」
に
任
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
清
朝
か
ら
見
れ
ば
「
反
乱
軍
」
で
あ
る
呉
三
桂
政
権
の

発
給
文
書
の
真
偽
を
、
清
朝
が
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

興
味
深
い
文
書
で
あ
る
。

　

本
文
書
に
は
王
翀
と
い
う
人
物
が
書
い
た
康
熙
一
八
年

（
一
六
七
九
）
三
月
日
付
の
上
申
文
書
が
付
属
し
、
本
文
書

の
背
景
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る（
Ⅱ-

［
４
］-

２-

付
「
王

翀
申
状
」）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
文
書
の
宛
所
で
あ
る
王
応

祥
と
は
王
翀
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
湖
広
の
岳
州
府
華
容
県

の
儒
学
の
生
員
で
あ
っ
た
が
、
前
年
（
一
六
七
八
）
四
月
に

反
乱
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
て
「
同
知
」
の
箚
付
を
強
制
的
に
発

給
さ
れ
、
湖
広
の
常
徳
府
龍
陽
県
に
派
遣
さ
れ
た
。
脱
出
の

機
会
を
う
か
が
っ
て
、
今
年
（
一
六
七
九
）
二
月
一
五
日
に

逃
げ
出
し
、
二
八
日
に
は
華
容
に
戻
っ
て
父
母
と
再
会
し
、

三
〇
日
に
は
「
兵
主
王
爺
」
に
事
の
次
第
を
報
告
し
許
容

さ
れ
た
。
そ
こ
で
三
月
に
本
文
書
を
提
出
し
、「
換
箚
」
し

官
職
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
を
請
う
旨
の
上
申
文
書
を
し
た
た

め
た
。
し
か
し
こ
れ
が
印
の
不
備
に
よ
り
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
清
朝
軍
が
呉
三
桂
政
権
下
に

あ
っ
た
岳
州
府
を
奪
還
し
た
の
は
康
熙
一
八
年
正
月
の
こ
と

で
あ
り
（
清
『
聖
祖
実
録
』
巻
七
九
）、
王
翀
の
脱
出
も
こ

の
情
勢
を
う
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。　
　
　

（
須
田
牧
子
）

Ⅱ-

［
４
］-

３

安
遠
靖
寇
大
将
軍
箚
付　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

一
〇
一
・
七
×
七
七
・
四

　
　

康
熙
一
八
年
（
一
六
七
九
）
二
月
二
四
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
六
〇
八
四
五

　

康
熙
一
八
年
（
一
六
七
九
）
二
月
二
四
日
に
「
安
遠
靖
寇

大
将
軍
多
羅
貝
勒
察
」
が
楊
応
な
る
人
物
を
「
守
備
」
に
任

命
し
た
文
書
。
雲
紋
と
飛
虎
を
あ
し
ら
っ
た
飾
り
枠
線
・「
大

将
軍
府
」
の
横
書
、
お
よ
び
「
欽
命
安
遠
靖
寇
大
将
軍
多
羅

貝
勒
察　

為
」「
右
箚
付
」「
准
此
」「
康
熙
」「
年
」「
月
」｢

日｣

の
文
字
を
青
で
刷
り
だ
し
た
用
紙
に
墨
書
し
、
年
記

の
「
廿
四
」
を
朱
書
す
る
。
文
末
に
「
箚
付
」
の
文
字
は
な

く
、
発
給
者
の
押
署
も
見
ら
れ
な
い
。
年
記
の
上
に
捺
さ
れ

る
印
は
、
一
〇
・
四
×
一
〇
�
三
㎝
の
朱
郭
方
印
で
「
安
遠
靖

寇
大
将
軍
印
／
（
満
文
）
」
を
陽
刻
す
る
。
本
文
中
に
は
朱

点
が
三
カ
所
、
朱
丸
が
三
カ
所
に
施
さ
れ
、「
右
箚
付
～
准

此
」
部
分
中
央
に
朱
線
が
引
か
れ
る
。
「
須
至
箚
付
者
」
の

直
下
に
は
、「
実
」
と
朱
字
で
大
書
さ
れ
、
後
代
、
検
分
の

上
、
真
正
文
書
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

発
給
者
の
安
遠
靖
寇
大
将
軍
多
羅
貝
勒
察
は
、察
尼（
チ
ャ

ニ
）。
ヌ
ル
ハ
チ
の
孫
で
、
順
治
一
三
年
（
一
六
五
六
）、
王

族
の
位
の
一
つ
で
あ
る
「
多
羅
貝
勒
」
に
封
じ
ら
れ
、
康
熙

一
七
年
（
一
六
七
八
）
八
月
、
前
任
者
の
死
去
に
伴
い
、
安

遠
靖
寇
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
同
一
八
年
の
岳
州
攻
略
を
始

め
と
し
て
、
湖
広
の
平
定
に
功
績
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
る

（『
清
史
稿
』
巻
二
一
八
列
伝
五
）。
本
文
書
は
こ
の
チ
ャ
ニ

の
名
義
で
楊
応
に
対
し
、「
反
乱
軍
の
も
と
で
守
備
で
あ
っ

た
が
反
乱
に
従
う
こ
と
を
良
し
と
せ
ず
に
投
降
し
て
き
た
の

で
、
こ
れ
を
嘉
し
て
守
備
に
任
じ
る
箚
付
を
発
給
す
る
。
勉

め
励
む
よ
う
に
。
功
績
あ
れ
ば
さ
ら
に
昇
叙
す
る
」
と
告
げ

た
も
の
で
、
反
乱
軍
に
属
し
て
い
た
者
が
投
降
し
て
き
た
場

合
に
は
反
乱
軍
の
も
と
で
与
え
ら
れ
て
い
た
官
職
を
そ
の
ま

ま
与
え
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
前
出

の
王
応
祥
こ
と
王
翀
の
場
合
は
、
文
書
に
不
備
が
あ
る
と
し

て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
楊
応
の
場
合
は
首
尾
良
く
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
付
は
王
翀
が
ま
だ
呉
三
桂
政
権
下

か
ら
逃
亡
し
て
岳
州
へ
向
か
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
こ
の

時
期
そ
の
よ
う
な
人
間
は
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
本
文
書
に
は
封
筒
が
付
属
す
る
（
Ⅱ-

［
４
］-

３-

付
「
湖
広
総
督
蔡
毓
栄
啓
（
封
筒
）」）。
封
筒
表
に
は
、
右

に
「
内
啓
一
合
」、
中
央
に
「
康
熙
拾
捌
年
捌
月
弐
拾
弐
日
」

と
墨
書
し
、「
総
督
湖
広
等
処
軍
務
兼
理
糧
餉
関
防
／
（
満

文
）」
と
陽
刻
さ
れ
た
長
方
形
の
関
防
印
を
中
央
に
朱
で
捺

す
。
封
筒
裏
に
は
、
右
上
部
に
「
右
啓
」、
中
央
下
部
に
「
総
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督
湖
広
等
処
地
方
軍
務
兼
理
糧
餉
兵
部
尚
書
兼
都
察
院
右
副

都
御
史
加
一
級
革
職
留
任
戴
罪
図
功
職
蔡
毓
栄
謹
封
」
、
左

上
部
に
「
安
遠
靖
寇
大
将
軍
多
羅
貝
勒
」
と
墨
書
し
、
中
央

の
紙
継
ぎ
目
に
表
と
同
じ
関
防
印
を
上
下
二
カ
所
に
朱
で
捺

す
。
う
ち
上
の
関
防
印
は
上
部
が
少
々
欠
損
し
て
お
り
、
お

そ
ら
く
上
部
の
封
じ
た
部
分
が
破
け
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
湖
広
総
督
の
蔡
毓
栄
が
「
安
遠
靖
寇
大
将

軍
多
羅
貝
勒
」
こ
と
チ
ャ
ニ
に
宛
て
た
啓
が
封
入
さ
れ
て
い

た
封
筒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
に
さ
ら
に
後
筆
で
「
楊

応
箚
一
帳
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
。

　

本
封
筒
の
形
状
は
、
現
在
毛
利
博
物
館
（
山
口
県
防
府
市
）

に
「
明
嘉
靖
年
号
書
囊
」
と
名
付
け
ら
れ
て
所
蔵
さ
れ
て
い

る
一
紙
の
性
格
を
理
解
す
る
た
め
に
有
用
な
例
で
あ
る
。「
明

嘉
靖
年
号
書
囊
」
は
、
約
三
九
㎝
×
二
五
㎝
の
長
方
形
の
竹

紙
で
、
天
の
左
右
の
端
が
そ
れ
ぞ
れ
約
二
㎝
×
六-
七
㎝
四

方
ず
つ
切
り
と
ら
れ
、
現
状
は
そ
の
状
態
で
裏
打
が
施
さ
れ

て
い
る
。
天
地
に
朱
印
痕
、
左
右
の
上
下
二
カ
所
に
朱
印
痕

が
あ
り
、
本
紙
中
央
に
は
「
嘉
靖
参
拾
伍
年
拾
弐
月
拾
壱
日
」

の
墨
書
、
右
下
部
に
「
蒋
龍
渓
封
」
の
残
画
、
地
の
朱
印
痕

に
「
封
」
の
残
画
が
み
ら
れ
る
（
下
図
参
照
）。
天
地
左
右

を
折
り
畳
め
ば
、
表
に
年
号
、
裏
に
関
防
印
を
二
カ
所
捺
し

て
封
書
き
を
施
し
た
、
こ
の
封
筒
と
同
様
の
封
筒
が
で
き
あ

が
る
。
な
お
後
掲
の
表
文
の
封
筒
の
形
状
も
同
様
で
あ
り
、

文
書
を
封
じ
る
際
の
作
法
・
慣
習
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

蒋
龍
渓
は
蒋
洲
、
龍
渓
は
彼
の
号
で
あ
る
。
蒋
洲
は
嘉
靖

三
五
年
（
一
五
五
六
）
一
二
月
一
一
日
に
は
豊
後
大
友
氏
の

も
と
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
明
嘉
靖
年
号
書
囊
」

は
、
蒋
洲
が
周
防
大
内
氏
に
向
け
て
出
し
た
文
書
の
封
筒
で

あ
り
、
文
書
は
伝
来
せ
ず
、
封
筒
と
し
て
使
用
さ
れ
た
紙
の

み
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
の
「
大
明
副
使
蒋
洲
咨
文
」

（
Ⅱ-

［
１
］-

参
考
１
）
も
こ
の
よ
う
な
封
筒
に
入
れ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
図
】
「
明
嘉
靖
年
号
書
嚢
」
略
図

　

さ
て
蔡
毓
栄
が
封
じ
た
本
封
筒
に
封
入
さ
れ
て
い
た
は
ず

の
啓
は
、
現
状
見
当
た
ら
な
い
。
中
央
研
究
院
の
「
内
閣
大

庫
檔
案
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
蔡
毓
栄
の
八
月
の
啓
は
見

え
な
い
が
前
後
の
七
月
や
一
〇
月
に
は
、
時
に
連
日
啓
を

発
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
、
な
か
に
は
安
遠
靖
寇
大

将
軍
宛
に
箚
付
の
申
請
を
し
た
ら
し
き
文
書
も
見
ら
れ
る

（
一
九
八
五
九
〇
、
実
物
は
未
見
）。
楊
応
の
箚
付
も
湖
広
総

督
蔡
毓
栄
か
ら
安
遠
靖
寇
大
将
軍
宛
に
申
請
が
な
さ
れ
、
発

給
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
を
経
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
し

か
し
当
該
箚
付
が
二
月
に
発
給
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ

れ
は
半
年
後
の
八
月
の
啓
で
あ
る
か
ら
、
楊
応
に
係
る
も
の

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
任
命
の
申
請
の
た
め
の
啓
で

は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
る
い
は
後
掲
の
大
将
軍

府
の
箚
付
二
通
に
は
「
日
付
＋
繳
到
」
の
後
筆
の
墨
書
が
あ

り
、
当
該
箚
付
が
返
納
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
箚

付
に
は
そ
の
文
字
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
同
様
に
返
納
さ
れ

て
お
り
、
本
封
筒
は
返
納
さ
れ
た
と
き
の
啓
に
係
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
書
と
と
も

に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
、
裏
に
「
楊
応
箚
一
帳
」
と
墨
書
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
本
文
書
の
保
管

囊
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
須
田
牧
子
「
蒋
洲
咨
文
―
倭
寇
禁
圧
要
請
の
手
紙
」（
同
編
『「
倭
寇
図
巻
」「
抗

倭
図
巻
」
を
読
む
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅱ-

［
４
］-

４

安
遠
靖
寇
大
将
軍
箚
付　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

一
〇
九
・
二
×
七
八
・
八

　
　

康
熙
一
八
年
（
一
六
七
九
）
四
月
一
九
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
四
八
一
四
九

Ⅱ-

［
４
］-

５

安
遠
靖
寇
大
将
軍
箚
付　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

一
一
七
・
七
×
八
五
・
二

　
　

康
熙
一
八
年
（
一
六
七
九
）
四
月
一
九
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
四
八
一
五
〇

　

康
熙
一
八
年
（
一
六
七
九
）
四
月
一
九
日
に
「
安
遠
靖
寇

大
将
軍
多
羅
貝
勒
察
」
が
杜
二
黒
な
る
人
物
を
「
千
総
」
に

（
４
）、
同
じ
く
燓
世
雄
な
る
人
物
を
「
守
備
」
に
（
５
）
、

任
命
し
た
文
書
。
４
の
釈
文
は
以
下
の
通
り
。

欽
命
安
遠
靖
寇
大
将
軍
多
羅
貝
勒
察　

為
奨
励
帰
誠
事
、
照

　
　

得
、
爾
「（

墨
、
下
同
ジ
）

杜
二
黒
」
係
偽
「
陳
将
軍
標
下

随
征
千
総

」
、
乃
能
睠
念

国
恩
、「
随
偽
陳
将
軍
向
化
」
来
帰
、深
為
可
嘉
、
今
給
爾
「
千

　
　

総
」

　
　

箚
付
、
爾
勉
図
報
効
、
俟
著
有
労
績
、
更
当
優
叙
、
須

　
　

至
箚
付
者
、「

（
朱
）

実
」

　
　
　
　
　
　
　

 
   

   

右
箚
付
「（

墨
）千

総
杜
二
黒
」
准
此
、

　
　
　

（
朱
方
印
「
安
遠
靖
寇
大
将
軍
印
／
（
満
文
）」
）

　

康
熙
「（

墨
）拾

捌
」
年
「（

墨
）肆

」
月
「（

朱
）十

九
」
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
後
筆
）

六
月
初
八
日
繳
到
」
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用
紙
は
４
・
５
と
も
に
雲
紋
と
飛
虎
を
あ
し
ら
っ
た
飾
り

枠
線
に
「
大
将
軍
府
」
の
横
書
を
青
く
刷
り
だ
し
た
も
の
で
、

文
末
に
「
箚
付
」
の
文
字
が
な
く
、
発
給
者
の
押
署
も
な
い

こ
と
、
年
記
の
上
に
捺
さ
れ
る
印
が
「
安
遠
靖
寇
大
将
軍
印

／
（
満
文
）
」
と
陽
刻
す
る
一
〇
・
四
×
一
〇
・
三
㎝
の
朱
郭

方
印
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
意
匠
は
３
に
共
通
す
る
。
一
方
、

４
に
お
い
て
は
、
本
文
は
、
右
掲
の
翻
刻
の
「　

」
部
分
以

外
は
飾
り
枠
線
な
ど
と
同
じ
く
青
摺
さ
れ
て
お
り
、
「
欽
命

安
遠
靖
寇
大
将
軍
多
羅
貝
勒
察　

為
」「
右
箚
付
」「
准
此
」「
康

熙
」「
年
」「
月
」｢

日｣

の
み
を
刷
り
だ
す
３
と
は
異
な
り
、

殆
ど
が
印
刷
文
言
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
５
も
同
様

で
、
５
の
印
刷
部
分
の
文
言
・
字
配
り
は
全
て
４
と
同
じ
で

あ
る
。
４
・
５
は
、
紙
の
サ
イ
ズ
に
は
や
や
相
違
が
見
ら
れ

る
が
、
飾
り
枠
線
の
外
枠
は
九
〇
・
八
×
七
三
・
九
㎝
と
共
通

し
、
要
す
る
に
同
一
の
版
木
で
刷
ら
れ
た
も
の
と
比
定
さ
れ

る
。

　

大
意
は
以
下
の
通
り
で
、
傍
線
部
が
墨
書
に
か
か
る
部
分

で
あ
る
。
４
「
杜
二
黒
は
反
乱
軍
に
属
し
て
い
た
陳
将
軍
の

も
と
で
千
総
で
あ
っ
た
が
、
陳
将
軍
の
投
降
に
従
い
投
降
し

て
き
た
の
で
こ
れ
を
嘉
し
て
千
総
に
任
じ
る
。
勉
め
励
む
よ

う
に
。
功
績
有
ら
ば
さ
ら
に
昇
叙
す
る
」。
５
「
燓
世
雄
は

反
乱
軍
の
も
と
で
外
委
随
征
守
備
で
あ
っ
た
が
、
陳
将
軍
の

投
降
に
従
い
投
降
し
て
き
た
の
で
こ
れ
を
嘉
し
て
守
備
に
任

じ
る
。
勉
め
励
む
よ
う
に
。
功
績
有
ら
ば
さ
ら
に
昇
叙
す
る
」。

大
筋
は
３
と
同
様
で
、
反
乱
軍
に
属
し
て
い
た
者
が
投
降
し

て
き
た
の
に
対
し
、
反
乱
軍
の
も
と
で
与
え
ら
れ
て
い
た
官

職
を
そ
の
ま
ま
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
４
の
杜
二
黒
と
５
の

燓
世
雄
は
、
職
位
は
異
な
る
が
共
に
陳
将
軍
な
る
人
物
の
投

降
に
従
っ
て
投
降
し
、
同
日
付
で
無
事
に
清
朝
の
も
と
で
官

職
を
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

３
の
時
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
文
言
が
墨
書
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
３
か
ら
二
ヶ
月
後
の
こ
の
時
点
で
は
、
個
別
事
情

に
か
か
る
点
以
外
は
全
て
印
刷
で
あ
る
。
授
職
者
名
・
旧
所

属
に
お
け
る
官
職
・
投
降
の
経
緯
・
任
命
す
べ
き
官
職
と
年

記
の
み
を
書
き
込
め
ば
文
書
が
完
成
す
る
版
木
が
作
成
さ
れ

て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
４
・
５
の
文
中
に
「
陳
将
軍
の

投
降
に
従
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
軍
隊
単
位
で
の
投
降
が
相

次
ぎ
、
対
象
者
が
激
増
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
４
・
５
の
刷

り
の
状
態
か
ら
察
せ
ら
れ
る
版
木
の
傷
み
具
合
か
ら
し
て
も

相
当
な
数
が
刷
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

本
文
書
に
は
本
文
中
に
朱
点
が
三
カ
所
、
朱
丸
が
二
カ
所

（
５
は
三
カ
所
）
に
施
さ
れ
、「
右
箚
付
～
准
此
」
部
分
の
中

央
に
朱
線
が
引
か
れ
、「
須
至
箚
付
者
」
の
直
下
に
は
「
実
」

と
朱
字
で
大
書
さ
れ
る
。
こ
れ
は
３
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た

４
は
文
中
の
授
職
者
の
名
前
と
旧
官
職
の
部
分
に
、
５
は
文

中
の
旧
官
職
と
年
記
の
部
分
に
墨
丸
が
施
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
あ
る
段
階
で
本
文
書
が
検
分
を
受
け
真
正
な
文
書
と

判
定
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
両
通
に
は
そ
れ
ぞ

れ
後
筆
で
、
４
に
は
「
六
月
初
八
日
繳
到
」、
５
に
は
「
七

月
廿
二
日
繳
到
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
、
本
文
書
が
発
給

後
に
返
納
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
あ
る
い
は
検
分
は
こ

の
と
き
に
な
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
な
ぜ
一
度
発

給
し
た
も
の
が
返
納
さ
れ
た
の
か
、
返
納
さ
れ
た
際
に
い
か

な
る
手
続
き
で
検
分
が
な
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
な
事
情
は

定
か
で
な
い
。
ま
た
以
上
の
３
～
５
の
い
ず
れ
も
、
参
考
で

示
し
た
前
田
玄
以
宛
の
兵
部
箚
付
と
同
様
に
、
割
印
割
書
な

ど
偽
造
を
防
止
す
る
よ
う
な
対
策
は
見
ら
れ
な
い
。
最
前
線

で
懐
柔
の
た
め
に
出
さ
れ
る
辞
令
書
は
、
あ
る
程
度
融
通
の

き
く
形
で
発
給
さ
れ
て
い
る
事
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
返
納
し
て
の
検
分
が
必
要
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

な
お
中
国
国
家
博
物
館
に
も
、
康
熙
一
八
年
七
月
一
二
日

付
の
同
様
の
安
遠
靖
寇
大
将
軍
箚
付
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

反
乱
軍
に
属
し
て
い
た
呉
将
軍
の
も
と
で
遊
撃
で
あ
っ
た
陳

積
奮
と
い
う
人
物
が
投
降
し
て
き
た
の
で
守
備
に
任
じ
る
と

し
た
も
の
で
、
同
じ
官
職
を
与
え
た
３
～
５
と
は
処
置
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
雲
紋
と
飛
虎
を
あ
し
ら
っ
た
飾
り
枠
線
に

「
大
将
軍
府
」
の
横
書
を
青
く
刷
り
だ
し
た
紙
を
用
い
、
文

末
に
「
箚
付
」
の
文
字
が
な
く
、
発
給
者
の
押
署
も
な
い
な

ど
の
意
匠
は
３
・
４
・
５
と
共
通
し
、
文
意
も
ほ
ぼ
同
等
で
あ

る
。
た
だ
し
刷
り
だ
さ
れ
た
文
言
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ

る
の
で
、
４
・
５
と
は
別
の
版
木
で
摺
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。
文
中
に
朱
点
・
朱
丸
が
施
さ
れ
、「
右
箚
付

～
准
此
」
部
分
の
中
央
に
朱
線
が
引
か
れ
、「
須
至
箚
付
者
」

の
直
下
に
は
「
実
」
と
朱
字
で
大
書
さ
れ
る
な
ど
、
後
に
検

分
を
受
け
真
正
な
文
書
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
九

月
初
七
日
繳
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
、
本
文
書
が
発
給
後

に
返
納
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
も
共
通
し
、
継
続
し

て
こ
の
よ
う
な
投
降
者
の
受
入
処
置
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

〔
参
考
〕
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書
』
明
清
檔
案

巻
清
代
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
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第
三
章　

上
奏
文
書

　

皇
帝
に
対
す
る
上
奏
文
書
と
し
て
、
明
代
に
は
題
本
・
奏

本
・
啓
本
・
掲
帖
・
表
文
・
箋
文
な
ど
が
あ
っ
た
。
清
も
当

初
は
明
制
を
踏
襲
し
た
が
、
臣
下
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
私
信

で
あ
る
奏

そ
う
し
ょ
う

摺
―
―
内
閣
を
通
さ
ず
直
接
皇
帝
の
手
元
に
届
け

ら
れ
る
―
―
が
上
奏
文
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
中
期
以
降
は
こ
れ
が
主
流
と
な
っ
た
。
明
清
時
代
を
通

じ
て
、
朝
貢
国
の
王
が
中
国
皇
帝
に
上
奏
す
る
際
に
は
、
通

常
、
表
文
と
奏
本
が
用
い
ら
れ
た
。

［
１
］
表
文
・
箋
文

　

表
文
は
表
明
の
意
で
、
万
寿
・
元
旦
・
冬
至
の
三
大
節
や

皇
帝
登
極
な
ど
の
慶
賀
の
際
に
、
親
王
と
五
品
以
上
の
文
武

官
が
皇
帝
に
提
出
す
る
上
奏
文
書
で
あ
る
（
光
緒
『
大
清
会

典
事
例
』
巻
三
一
八
礼
部-

表
箋
）。
明
代
以
降
、
皇
后
・

皇
太
子
に
対
し
て
は
箋
文
が
用
い
ら
れ
た
が
、
清
代
雍
正
年

間
（
一
七
二
三
―
三
五
年
）
以
降
は
皇
后
の
み
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
乾
隆
六
〇
年
（
一
七
九
五
）
に
は
上
諭
に

よ
り
皇
后
へ
の
箋
賀
制
度
は
停
止
さ
れ
た
。

  

表
文
に
つ
い
て
は
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
に
、
①
小
字

の
楷
書
を
並
用
す
る
こ
と
、
②
表
文
の
前
の
上
部
に
黄
帖
を

片
面
に
貼
り
、
印
の
大
き
さ
の
如
く
に
し
、
下
方
に
押
印
す

る
こ
と
、③
黄
帖
に
「
進
賀
万
寿
表
文
」
な
ど
と
（
表
題
を
）

記
す
こ
と
、
④
本
文
の
最
後
に
年
月
日
を
記
し
て
再
び
押
印

す
る
こ
と
、
⑤
束
封
の
上
に
も
黄
帖
を
用
い
て
同
じ
表
題
を

記
し
、
下
方
に
押
印
す
る
こ
と
、
⑥
印
の
下
方
に
「
某
官
臣

某
上
進
謹
封
」
と
記
し
、
そ
の
上
に
も
押
印
す
る
こ
と
、
⑦

副
本
は
手
本
（
平
行
文
書
の
一
種
）
を
用
い
、
小
字
楷
書
で
、

最
後
の
年
月
日
に
押
印
す
る
こ
と
、
⑧
黄
綾
に
て
袱

ふ
ろ
し
き・

匣は
こ

を

表
装
す
る
こ
と
、
⑨
箋
文
は
書
き
方
・
印
封
と
も
表
文
と
同

様
に
す
る
こ
と
が
、
定
め
ら
れ
た
（
前
掲
『
大
清
会
典
事
例
』
）。

表
文
・
箋
文
と
も
、
文
書
（
文
体
）
の
定
式
は
内
閣
が
定
め

た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
明
制
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

朝
貢
国
は
、
朝
貢
の
際
に
必
ず
表
文
を
用
い
た
。
「
奉
表
、

進
貢
（
表
を
奉
り
、
進
貢
す
る
）」
と
い
う
よ
う
に
、
表
文

の
提
出
は
朝
貢
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
各
国

の
朝
貢
使
節
は
、
北
京
に
入
る
と
、
ま
ず
礼
部
に
表
文
を
進

呈
し
た
。
礼
部
は
内
閣
に
表
文
を
届
け
、
内
閣
が
こ
れ
を
皇

帝
の
御
覧
に
呈
し
、
そ
の
後
、
最
終
的
に
原
本
は
内
閣
に
保

存
さ
れ
た
。
朝
鮮
や
琉
球
の
表
文
は
、
御
覧
の
前
に
内
閣
が

満
文
訳
を
作
成
し
て
漢
文
表
文
の
あ
と
に
張
り
付
け
、
満
漢

合
璧
の
文
書
に
仕
立
て
ら
れ
た
。
従
っ
て
満
文
部
分
に
は
国

王
印
は
押
さ
れ
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
秦
国
経
『
明
代
文
書
檔
案
制
度
研
究
』（
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）、
同

『
清
代
文
書
檔
案
制
度
』（
中
国
檔
案
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

Ⅲ-

［
１
］-

１

朝
鮮
国
王
李
倧
表
文　

一
通

    

紙
本
墨
書　

縦
三
四
・
〇

    
崇
徳
二
年
（
一
六
三
七
）
四
月
一
九
日

    

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

三
〇
五
四
七
二

　

崇
徳
二
年
（
一
六
三
七
）
四
月
、朝
鮮
国
王
仁
祖
（
李
倧
）

が
清
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
に
対
し
て
、謝
恩
の
表
文
を
送
っ

た
が
、
本
史
料
は
そ
れ
に
附
し
た
、
国
王
か
ら
皇
帝
宛
の
方

物
一
覧
（
貢
単
）
で
あ
る
。
国
王
仁
祖
は
議
政
府
左
議
政
李

聖
求
と
懐
恩
君
李
徳
仁
ら
を
清
に
派
遣
し
、
同
年
一
月
の
丙

子
の
役
後
に
朝
鮮
が
赦
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
謝
恩
し
た
。『
朝

鮮
国
来
書
簿
』
に
は
、
そ
の
表
文
の
ほ
か
、（
皇
帝
宛
）
貢

物
表
単
・
中
宮
貢
物
単
・
皇
太
子
箋
・
皇
太
子
物
単
の
文
章

が
掲
載
さ
れ
る
が
、
本
史
料
は
そ
の
う
ち
の
貢
物
表
単
で
あ

る
。
『
同
文
彙
考
』
別
編
巻
四
軍
務
に
も
こ
の
方
物
表
が
収

録
さ
れ
る
。

　

史
料
の
形
態
と
し
て
は
、
六
幅
あ
り
、
文
が
一
行
二
〇
字

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
御
押
は
な
い
。
朝
鮮
が
一
月
の
清
へ

の
降
伏
の
直
後
に
、
明
か
ら
受
け
た
国
王
印
を
提
出
し
、
崇

徳
二
年
一
一
月
に
新
た
な
国
王
印
を
清
皇
帝
か
ら
頒
給
さ
れ

た
た
め
、
朝
鮮
側
に
国
王
印
が
な
い
時
期
に
あ
た
る
。
七
面

に
、「
附
記　

崇
徳
二
年　

五
月
十
八
日
到
議
政
府
左
議
政

李
聖
求
齎
到
貢
単
」
と
附
記
が
あ
り
、
こ
の
附
記
は
朝
鮮
側

で
な
く
、
清
側
で
記
し
た
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
記

載
か
ら
本
史
料
は
謝
恩
貢
単
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。
な
お
本

史
料
は
史
語
所
の
傅
斯
年
図
書
館
善
本
室
に
て
近
年「
発
見
」

さ
れ
、
二
〇
一
八
年
に
明
清
檔
案
工
作
室
へ
移
管
さ
れ
た
。

　

本
史
料
の
内
容
と
し
て
は
、
朝
鮮
国
王
か
ら
「
黄
細
苧
布

三
十
匹
・
白
細
苧
布
五
十
匹
・
両
色
綿
紬
百
匹
・
白
布
百
匹
・

白
木
綿
千
匹
」
な
ど
を
贈
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
万
暦

四
〇
年
（
一
六
一
二
）
刊
の
『
攷
事
撮
要
』
上-

進
貢
方
物

数
目
条
に
あ
る
、
謝
恩
御
前
（
皇
帝
あ
て
）
の
数
目
と
対
照

す
る
と
、
冒
頭
に
は
「
黄
細
苧
布
三
十
匹
・
白
細
苧
布
三
十

匹
・
白
細
綿
紬
三
十
匹
」
な
ど
を
贈
る
と
あ
り
、
白
細
苧
布

の
数
量
や
綿
紬
の
内
容
で
違
い
が
あ
る
。
た
だ
し
同
進
貢
方

物
数
目
条
の
末
尾
に
は
、「
謝
恩
・
奏
請
は
そ
の
こ
と
の
軽

重
に
し
た
が
っ
て
方
物
の
数
目
は
臨
時
増
減
す
る
」
と
あ
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
数
量
の
変
動
は
明
代
か
ら
許
容
さ
れ
て

お
り
、そ
の
運
用
が
清
代
に
も
継
承
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。                                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
辻
大
和
）

〔
参
考
〕
李
善
洪
『
朝
鮮
対
明
清
外
交
文
書
研
究
』（
吉
林
人
民
出
版
社
、二
〇
〇
九
年
）、

鈴
木
開
『
明
清
交
替
と
朝
鮮
外
交
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
二
一
年
）

Ⅲ-

［
１
］-

２

朝
鮮
国
王
李
倧
箋
文　

一
通

    

紙
本
墨
書　

縦
三
四
・
五
×
一
二
・
〇
（
一
幅
）

   
 

崇
徳
八
年
（
一
六
四
三
）
正
月
一
日

   
 

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
五
八
七
〇
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崇
徳
八
年
（
一
六
四
三
）
、
朝
鮮
国
王
仁
祖
（
李
倧
）
が

清
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
に
対
し
て
元
旦
を
賀
す
る
表
文
を

送
っ
た
が
、
本
史
料
は
そ
れ
に
附
し
た
、
朝
鮮
国
王
か
ら
清

皇
太
子
宛
の
方
物
一
覧
（
皇
太
子
正
旦
貢
単
）
で
あ
る
。
国

王
仁
祖
は
議
政
府
右
参
賛
の
尹
履
と
書
状
官
南
冥
翼
を
派
遣

し
、
彼
ら
は
表
文
の
正
本
・
副
本
各
一
部
を
携
行
し
た
。
本

史
料
は
『
明
清
史
料
』
甲
編
巻
七
本
に
翻
刻
文
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
『
朝
鮮
国
来
書
簿
』
に
は
、
本
史
料
の
ほ
か
、（
皇

帝
宛
の
）
正
旦
表
貢
単
・
中
宮
正
旦
貢
単
・
皇
太
子
正
旦
箋
・

皇
太
子
正
旦
貢
単
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
文
書
の
原
本

が
確
認
で
き
る
の
は
本
史
料
だ
け
で
あ
る
。

　

本
史
料
の
形
態
と
し
て
は
、
一
〇
幅
に
な
り
、
文
が
一

行
二
〇
字
で
構
成
さ
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
破
損
が
大

き
く
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
印
は
「coohiyan

 
/

gurun i 
/ w

ang ni/ doron

」
（
意
味
は
「
朝
鮮
国
の
王
の

印
」
）
と
、
印
文
が
満
文
だ
け
で
書
か
れ
た
印
（
崇
徳
二
年

頒
賜
）
で
、
漢
文
の
印
文
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
御

押
に
補
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
。
『
承
政
院
日
記
』
仁
祖
一
七

年
（
一
六
三
九
）
八
月
一
四
日
条
に
は
表
文
の
安
宝
補
画
が

「
不
精
」
で
あ
る
た
め
、
画
員
を
治
罪
す
る
こ
と
が
王
に
允ゆ

る

さ
れ
て
お
り
、
『
承
政
院
日
記
』
粛
宗
一
二
年
（
一
六
八
六
）

一
一
月
三
日
条
に
は
咨
文
へ
の
補
画
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
承
旨
が
粛
宗
か
ら
叱
責
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
一
七
世
紀
の
朝
鮮
で
は
御
押
へ
の
補
画
（
補

筆
）
は
慣
習
化
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か

に
、
年
号
の
二
文
字
目
に
か
け
て
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
皇

帝
に
憚
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
か
ら
七
幅
目
に
、
「
崇
徳

八
年
正
月
一
日
礼
部
啓
心
郎
章
于
天
…
…
皇
太
子
正
旦
䇳
副

　

附
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
は
朝
鮮
側
で
な
く
、
清
側
で
記

し
た
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
記
載
か
ら
本
史
料
は
皇
太

子
正
旦
貢
単
の
副
本
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。

　

本
史
料
の
内
容
と
し
て
は
、
朝
鮮
国
王
か
ら
「
白
細
苧
布

十
五
匹
・
白
細
綿
紬
十
匹
・
黒
細
苧
布
十
五
匹
・
黄
花
席
十
張
・

満
花
席
十
張
・
満
花
方
席
十
張
・
雑
彩
花
席
（
数
量
部
分
は

破
損
）・
豹
皮
六
張
・
白
綿
紙
五
百
巻
」
を
贈
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
万
暦
四
〇
年
刊
の
『
攷
事
撮
要
』
上-

進
貢
方

物
数
目
条
に
あ
る
、
冬
至
の
皇
太
子
宛
数
目
（
当
時
は
明
皇

太
子
宛
）
と
対
照
す
る
と
、
白
細
苧
布
・
白
細
綿
紬
・
黒
細

苧
布
・
黄
花
席
・
満
花
席
・
満
花
方
席
・
雑
彩
花
席
・
豹
皮

の
内
容
と
数
量
は
一
致
す
る
が
、『
攷
事
撮
要
』
に
あ
る
「
人

蔘
四
十
斤
」
と
「
雑
色
馬
四
匹
」
の
記
載
が
こ
の
史
料
に
な

く
、
逆
に
『
攷
事
撮
要
』
に
記
載
の
な
い
、
白
綿
紙
が
当
該

史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
鮮
は
丙
子
の

役
終
結
時
に
、
清
太
宗
か
ら
、
明
へ
の
朝
貢
の
通
り
に
清
に

朝
貢
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。　
　
　
　
　

（
辻
大
和
）

〔
参
考
〕
荒
木
和
憲
「
公
印
を
日
付
の
ど
こ
に
押
す
の
か
？
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
編
『
日
本
の
中
世
文
書
―
機
能
と
形
と
国
際
比
較
』
同
館
、
二
〇
一
八
年
）、
辻
大

和
『
朝
鮮
王
朝
の
対
中
貿
易
政
策
と
明
清
交
替
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

Ⅲ-
［
１
］-

３

朝
鮮
国
王
李
淏
表
文  

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

　
　

順
治
八
年
（
一
六
五
一
）
正
月
二
九
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
〇
八
一
二
一

　

朝
鮮
国
王
孝
宗
（
李
淏
）
が
順
治
八
年
（
一
六
五
一
）
の

清
世
祖
（
順
治
帝
）
の
誕
生
日
（
聖
節
）
を
祝
う
内
容
の
表

文
。
麟
坪
大
君
李
㴭
が
冬
至
使
と
し
て
北
京
に
赴
き
、
も
た

ら
し
た
表
文
で
あ
ろ
う
。
本
史
料
は
こ
れ
ま
で
に
『
明
清
史

料
』
甲
編
巻
七
本
に
翻
刻
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
乾

清
坤
夷
」
以
下
の
文
言
が
『
同
文
彙
考
』
原
編
巻
一
八
節
使

-

聖
節
表
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

崇
徳
二
年
（
一
六
三
七
）
の
丙
子
の
役
で
の
朝
鮮
降
伏
を

受
け
、清
太
宗
が
朝
鮮
国
王
仁
祖
に
下
し
た
勅
諭
に
お
い
て
、

朝
鮮
は
清
に
対
し
て
明
代
の
朝
貢
と
同
様
に
朝
貢
使
節
を
送

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
付
随
し
て
歳
幣
の
納
付
が
決
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
に
は
、
朝
鮮
の
冬
至

使
・
正
朝
使
・
聖
節
使
・
歳
幣
使
を
一
つ
の
使
行
に
兼
ね
さ

せ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
順
治
八
年
の
こ
の
使
行
は
冬
至

使
が
聖
節
使
も
兼
ね
た
。

　

本
史
料
の
形
態
と
し
て
は
、
八
幅
で
あ
り
、
文
は
一
行

二
〇
字
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
印
は

「coohiyan
 
/ gurun i 

/ w
ang ni/ doron

」
（
意
味
は
「
朝

鮮
国
の
王
の
印
」
）と
、印
文
が
満
文
だ
け
で
書
か
れ
た
印
（
崇

徳
二
年
頒
賜
）
で
、
漢
文
の
印
文
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
御

押
に
補
筆
が
行
わ
れ
、
年
号
の
二
文
字
目
に
か
け
て
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
一
行
に
細
い
黄
綾
籤
が
貼
ら
れ
、
そ
の
う
え

に
「
皇
帝
陛
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

文
言
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
か
ら
の
慶
賀
に
関
す
る
表
箋
文

が
定
式
化
す
る
康
熙
乙
酉
年
（
一
七
〇
五
）
以
前
の
も
の
で

あ
る
。
『
孝
宗
実
録
』
巻
六
、
二
年
一
月
乙
巳
条
に
よ
る
と
、

本
史
料
の
七
行
目
に
あ
る
「
乾
清
坤
夷
」
に
つ
い
て
、
漢
人

が
満
文
に
翻
訳
す
る
際
に
皇
帝
に
対
し
、天
は
す
な
わ
ち
清
、

地
は
す
な
わ
ち
胡
を
い
う
の
で
、
わ
れ
ら
を
清
夷
と
し
、
明

ら
か
に
譏
斥
す
る
意
が
あ
る
の
で
は
と
い
い
、
皇
帝
は
朝
鮮

の
書
状
官
に
対
し
て
「
乾
清
坤
寧
」
の
は
ず
で
は
と
詰
問
し
、

書
状
官
は
二
字
が
誤
書
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。

　

朝
鮮
国
王
か
ら
の
表
文
が
、
清
皇
帝
を
含
む
清
側
の
不
興

を
買
っ
た
事
例
は
そ
の
後
も
見
ら
れ
、
夫
馬
進
氏
の
研
究
に

よ
る
と
、
康
熙
帝
治
政
の
一
六
六
一
年
に
起
き
た
朝
鮮
の
外

交
文
書
違
式
問
題
は
、
一
六
七
九
年
か
ら
一
六
八
九
年
に
集

中
し
て
起
き
て
い
る
と
い
う
。
朝
鮮
か
ら
送
ら
れ
た
表
箋
文

に
関
す
る
細
か
い
文
言
上
の
問
題
が
、
清
朝
側
か
ら
提
起
さ

れ
、
そ
の
た
び
に
朝
鮮
が
謝
罪
使
節
を
清
に
送
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
辻
大
和
）

〔
参
考
〕
夫
馬
進
『
朝
鮮
燕
行
使
と
朝
鮮
通
信
使
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
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二
〇
一
五
年
）、
洪
性
鳩
（
林
慶
俊
訳
）「
韓
国
所
蔵
清
朝
（
満
文
）
文
書
に
つ
い
て
」

（『
学
習
院
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
五
、二
〇
一
九
年
）

Ⅲ-
［
１
］-

４

朝
鮮
国
王
李
焞
表
文  

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

三
四
・
〇
×
一
一
・
八
（
一
幅
）

　
　

康
熙
五
六
年
一
一
月
二
〇
日
（
一
七
一
七
）

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
六
三
五
三
五

　

朝
鮮
国
王
粛
宗
（
李
焞
）
が
清
聖
祖
（
康
熙
帝
）
に
送
っ
た
、

冬
至
を
祝
う
内
容
の
表
文
。
康
熙
五
六
年
（
一
七
一
七
）
に

冬
至
使
の
正
使
兪
命
雄
・
副
使
南
就
明
・
書
状
官
李
重
協
が

北
京
に
赴
き
、
も
た
ら
し
た
表
文
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
通
り
、

順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
に
は
、
冬
至
使
・
正
朝
使
・
聖
節

使
・
歳
幣
使
を
一
つ
の
使
行
に
兼
ね
さ
せ
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
た
。
し
た
が
っ
て
康
熙
五
六
年
の
こ
の
使
行
は
冬
至
使
が

正
朝
使
・
聖
節
使
・
歳
幣
使
も
兼
ね
た
。

　

表
文
本
文
（
表
面
）
の
形
態
と
し
て
は
、
六
幅
で
あ
り
、

文
が
一
行
二
〇
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
印
は
左
に
満
文
で

「coohiyan gurun i 
/ w

ang ni doron

」
（
意
味
は
「
朝
鮮

国
の
王
の
印
」
）
と
、
右
に
漢
文
で
「
朝
鮮
国
王
之
印
」
と

あ
る
満
漢
併
用
印
（
順
治
一
〇
年
頒
賜
）
で
、
御
押
に
補
筆

が
行
わ
れ
、
年
号
の
二
文
字
目
に
か
け
て
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
黄
綾
籤
が
み
ら
れ
な
い
ほ
か
、
五
行
目
か
ら
一
〇
行
目

に
か
け
て
欠
損
が
み
ら
れ
る
。

　

裏
面
に
は
第
一
幅
と
第
六
幅
の
二
か
所
に
、
乾
隆
四
一

年
（
一
七
七
六
）
に
頒
賜
さ
れ
た
、
満
漢
併
用
の
朝
鮮
国

王
印
が
押
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
文
書
断
片
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
印
は
表
文
本
文
に
押
さ
れ
た
順
治
一
〇
年

（
一
六
五
三
）
頒
賜
朝
鮮
国
王
印
と
明
ら
か
に
異
な
る
。
観

察
の
結
果
、
第
一
幅
の
御
押
の
漢
文
「
朝
鮮
国
」
の
印
文
下

部
と
、
満
文
「coohiyan gurun i

」
の
印
文
下
部
の
合
計

二
箇
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
朝
鮮
国
王
臣
李
玜
表
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
同
御
押
の
漢
文
部
分
と
満

文
部
分
の
印
廓
の
寸
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
第
一
幅
の
貼
付
文
書
は
朝
鮮
国
王
純
祖
（
李
玜
、
在
位

一
八
〇
〇
―
三
四
年
）
の
表
文
二
通
か
ら
記
名
部
分
を
切
り

貼
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
第
六
幅
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、御
押
の
中
央
部（
漢

文
と
満
文
の
間
）
下
部
に
「
朝
鮮
国
王
臣
李
玜
謹
□

〔
封
ヵ
〕」

と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
第
六
幅
の

貼
付
文
書
は
朝
鮮
国
王
純
祖
（
李
玜
）
の
表
文
一
通
か
ら
記

名
部
分
を
切
り
貼
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第

一
幅
と
第
六
幅
に
朝
鮮
国
王
純
祖
（
李
玜
）
表
文
か
ら
切

り
貼
り
が
行
わ
れ
た
時
期
は
、
純
祖
即
位
年
の
嘉
慶
五
年

（
一
八
〇
〇
）
以
降
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
元
の
絹
表
紙
が
欠
損
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ
を
補
修
す

る
目
的
で
、
純
祖
（
李
玜
）
の
表
文
か
ら
切
り
貼
り
が
行
わ

れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
裏
面
第
五
幅
に
「
五
十
七
年
正
月
廿
五
日
下
」
の
墨

書
が
あ
る
。
康
熙
五
七
年
の
墨
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
言
に
つ
い
て
は
、『
通
文
館
志
』
巻
三
事
大-

表
箋
状

奏
咨
条
記
載
の
様
式
と
一
致
す
る
。
同
条
割
注
に
は
康
熙
乙

酉
年
（
一
七
〇
五
）
に
清
の
礼
部
が
移
咨
し
て
慶
賀
表
箋
に

つ
い
て
定
式
を
朝
鮮
に
頒
布
し
た
と
あ
り
、
こ
の
様
式
が
定

式
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
割
注
に
よ

る
と
、
そ
の
背
景
に
は
朝
鮮
は
毎
年
文
辞
を
換
え
、
字
句
の

あ
い
だ
で
調
和
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
内
閣
が

纂
定
し
た
諸
王
・
大
臣
・
各
省
督
撫
の
表
箋
式
に
依
っ
て
繁

文
を
省
く
よ
う
に
云
々
、
と
礼
部
が
朝
鮮
に
移
咨
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
同
条
に
は
正
朝
賀
表
［
冬
至
聖
節

附
］、
同
方
物
表
、
同
皇
太
后
皇
后
方
物
状
、
正
朝
賀
箋
［
冬

至
附
］、
同
方
物
箋
、
謝
恩
表
、
奏
文
の
様
式
が
そ
れ
ぞ
れ

掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
同
文
類
考
』原
編
巻
二
四
節
使
七
に
は
、

一
七
一
七
年
の
冬
至
表
に
つ
い
て
は
、「
丁
酉　

冬
至
表　

［
文
同
乙
酉
頒
式
］」
と
だ
け
あ
り
、
本
文
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
辻
大
和
） 

〔
参
考
〕
李
光
濤
「
朝
鮮
国
表
文
之
研
究
」『
明
清
檔
案
論
文
集
』（
聯
経
出
版
事
業
公

司
、
一
九
八
六
年
）

Ⅲ-

［
１
］-

５

朝
鮮
国
王
李
昑
表
文 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

縦
三
四
・
〇

　
　

乾
隆
二
八
年
（
一
七
六
三
）
一
一
月
二
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

三
〇
五
四
七
一

　

朝
鮮
国
王
英
祖
（
李
昑
）
が
清
高
宗
（
乾
隆
帝
）
に
送
っ

た
謝
恩
方
物
の
表
。
乾
隆
二
八
年
（
一
七
六
三
）
に
謝
恩
兼

三
節
年
貢
行
と
し
て
正
使
順
悌
君
炟
・
副
使
洪
名
漢
・
書
状

官
李
憲
黙
ら
が
北
京
に
赴
き
、
も
た
ら
し
た
謝
恩
方
物
に
関

す
る
表
文
で
あ
る
。
『
同
文
彙
考
』
補
編
巻
七-

使
行
録
に

よ
る
と
、
こ
の
使
節
団
の
謝
恩
の
目
的
は
、
「
謝
賜
緞
、
謝

免
議
、
謝
寬
免
、
謝
冊
封
王
世
孫
、
謝
上
諭
無
方
物
、
謝
方

物
移
准
無
方
物
、
謝
発
回
犯
人
無
方
物
、
謝
肩
輿
停
止
無
方

物
」
と
多
彩
で
あ
っ
た
。

　

本
史
料
の
形
態
と
し
て
は
、
六
幅
で
あ
り
、
文
が
一
行

二
〇
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
印
は
「
表
」
と
あ
る
黄
綾
に

一
箇
所
、
本
文
に
一
箇
所
捺
さ
れ
て
い
る
。
御
押
に
補
筆
が

行
わ
れ
、
本
文
で
は
年
号
の
二
文
字
目
に
か
け
て
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
御
押
は
二
箇
所
と
も
同
じ
で
左
に
満
文
で

「coohiyan gurun i / w
ang ni doron

」（
意
味
は
「
朝
鮮
国

の
王
の
印
」）
と
、
右
に
漢
文
で
「
朝
鮮
国
王
之
印
」
と
あ

る
満
漢
併
用
印
（
順
治
一
〇
年
頒
賜
）
で
、
朱
を
補
っ
た
形

跡
が
見
ら
れ
る
。
黄
綾
籤
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
本
史
料
は

史
語
所
の
傅
斯
年
図
書
館
善
本
室
に
て
近
年
「
発
見
」
さ
れ
、

二
〇
一
八
年
に
明
清
檔
案
工
作
室
へ
移
管
さ
れ
た
。
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文
言
に
つ
い
て
は
、
謝
恩
表
の
様
式
が
『
通
文
館
志
』
巻

三
事
大-

正
朝
賀
表
に
は
載
ら
な
い
た
め
そ
れ
以
上
は
分
か

ら
な
い
。
一
方
で
同
書
巻
三
事
大-

方
物
数
目
に
掲
載
さ
れ

る
謝
恩
御
前
（
謝
恩
使
行
の
際
に
皇
帝
に
贈
る
方
物
）
の
品

目
と
数
量
で
あ
る
「
黄
細
苧
布
三
十
匹
、
白
細
苧
布
三
十
匹
、

黄
細
綿
紬
二
十
匹
、
紫
細
綿
紬
二
十
匹
、
白
細
綿
紬
三
十
匹
、

龍
文
廉
席
二
張
、
黄
花
席
十
五
張
、
満
花
席
十
五
張
、
雑
彩

花
席
十
五
張
、
白
綿
紙
二
千
巻
」
と
一
致
す
る
た
め
、
本
史

料
は
、
朝
鮮
国
王
英
祖
が
清
乾
隆
帝
に
送
っ
た
謝
恩
方
物
の

表
と
判
断
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
辻
大
和
）

Ⅲ-

［
１
］-

６

琉
球
国
王
世
子
尚
貞
表
文 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

三
五
・
三
×
一
一
・
二
（
一
幅
）

　
　

康
熙
一
九
（
一
六
八
〇
）
年
九
月
三
〇
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
八
二
八
五
三

　

清
聖
祖
（
康
熙
帝
）
に
宛
て
た
琉
球
国
王
世
子
尚
貞
（
第

二
尚
氏
王
統
一
一
代
国
王
、
在
位
一
六
六
九
―
四
八
年
）
の

請
封
（
冊
封
要
請
）
の
表
文
。
清
『
聖
祖
実
録
』
二
〇
年

一
一
月
癸
亥
条
に
請
封
の
記
事
が
あ
る
。
琉
球
表
文
は
第
一

歴
史
檔
案
館
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ
る
が
、
本
表
文
は
最
も
古

い
年
代
の
現
存
例
と
み
ら
れ
る
。

　

琉
球
表
文
は
白
紙
の
折
本
形
式
で
、
第
一
幅
が
表
表
紙
と

な
り
、
上
方
に
「
進
貢
表
」
な
ど
の
題
字
と
と
も
に
国
王
印

が
押
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
現
存
例

を
見
る
と
、
表
表
紙
な
ら
び
に
裏
表
紙
（
最
後
の
幅
）
に
は

全
面
に
黄
紙0

が
貼
ら
れ
、
そ
の
上
に
書
字
や
押
印
が
な
さ
れ

て
い
る
（
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
清
代
琉
球
国
王
表
奏

文
書
選
録
』
黄
山
書
社
、
一
九
九
七
年
参
照
）。
一
方
、
朝

鮮
表
文
は
、
最
初
と
最
後
の
幅
の
裏
に

0

0

黄
綾0

を
貼
っ
た
表
紙

が
糊
付
け
さ
れ
て
お
り
、
琉
球
と
は
似
て
非
な
る
形
態
で
あ

る
。
ま
た
い
ず
れ
の
表
文
の
表
紙
も
『
大
清
会
典
事
例
』
で

規
定
さ
れ
た
形
態
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
本
文
書
は
表
紙
部
分
を
欠
い
て
い
る
。
文
章
は
「
琉

球
国
中
山
王
世
子
臣
尚
貞
、
誠
惶
誠
恐
、
謹
奏
上
言
」
で
始

ま
り
、「
謹
奉
表
以
聞
」
で
結
ば
れ
て
い
る
。
漢
文
部
分
は

計
八
幅
あ
り
、
一
幅
五
行
、
一
行
二
一
字
、
擡
頭
二
字
、
平

写
一
九
字
で
、細
字
の
楷
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。「
皇
帝
陛
下
」

は
二
字
擡
頭
の
上
、
黄
紙0

籤
に
記
さ
れ
て
い
る
（
朝
鮮
の
表

文
で
は
黄
綾0

籤
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）。
年
月
日
の
上
に「
琉

球
国
王
之
印
」
が
押
さ
れ
て
い
る
。
清
代
に
は
国
王
印
が
二

度
下
賜
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
順
治
一
一
年
（
一
六
五
四
）

に
下
賜
が
決
定
さ
れ
、
康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）
に
冊
封
使

が
も
た
ら
し
た
最
初
の
印
で
あ
る
。
後
半
に
は
表
文
提
出
後

に
内
閣
で
作
成
さ
れ
た
満
文
の
訳
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
黄
紙
籤
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
表
文
は
、『
歴
代
宝
案
』
第
一
集
一
四
巻
二
〇
号
に
対

応
す
る
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し『
歴
代
宝
案
』

の
文
面
と
は
、
文
意
は
ほ
ぼ
同
様
な
が
ら
、
僅
か
な
重
複
を

除
い
て
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
。
琉
球
に
お
い
て
表
文
は
久

米
村
で
作
成
さ
れ
、
国
王
の
面
前
で
行
わ
れ
る
「じ

ょ
う
ひ
ょ
う
わ
た
し

上
表
渡
」

の
儀
式
を
経
て
、
咨
文
な
ど
そ
の
他
の
文
書
と
と
も
に
朝
貢

使
節
に
託
さ
れ
て
い
た
（『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
一
「
進

貢
船
仕
出
日
記
」
四
九
九
・
五
〇
六
頁
参
照
）。
上
表
渡
の
儀

式
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
一
七
九
四
年
の
接
貢
船
に
託
さ
れ

た
咨
文
に
つ
い
て
は
、
久
米
村
で
作
成
後
、
首
里
城
の
南
殿

に
て
国
王
に
よ
る
上
覧
と
御
押
が
行
わ
れ
て
い
る
（
同
前
書

「
朝
鮮
人
送
届
候
日
記
」
三
四
五
・
三
五
二
頁
参
照
）。

　

し
か
し
一
方
で
使
節
に
は
非
常
時
の
臨
機
の
処
置
用
と
し

て
、
白
紙
に
国
王
印
が
押
さ
れ
た
空
文
書
「
空こ

う
ど
う道

」
も
渡
さ

れ
て
お
り
、
中
国
到
着
後
に
し
ば
し
ば
外
交
文
書
を
作
成
し

直
し
て
い
た
。
前
田
舟
子
氏
は
表
文
に
つ
い
て
、「
巡
撫
や

総
督
が
奏
摺
や
題
本
等
で
用
い
る
細
字
体
で
書
か
れ
、
さ

ら
に
押
印
さ
れ
た
国
王
印
の
上
に
年
号
が
書
か
れ
て
い
る
。

…
…
お
そ
ら
く
表
文
は
、
福
州
で
巡
撫
や
布
政
司
の
幕
職
に

よ
っ
て
校
閲
さ
れ
、
琉
球
か
ら
運
ば
れ
た
国
王
印
の
み
が
押

さ
れ
た
『
空
道
』
を
利
用
し
て
細
字
体
に
書
き
直
さ
れ
、
そ

れ
が
内
閣
で
満
漢
合
壁
と
い
っ
た
形
式
に
整
え
ら
れ
皇
帝
に

呈
上
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。
本
文
書
に
関
し

て
も
、
中
国
到
着
後
に
、「
空
道
」
を
利
用
し
て
『
歴
代
宝
案
』

と
は
異
な
る
文
面
の
表
文
を
作
成
・
提
出
し
た
可
能
性
は
大

い
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
今
回
調
査
し
た
琉
球
表
文
（
お
よ
び
奏
本
）
は
、

年
月
日
の
墨
字
の
上
に

0

0

押
印
の
朱
が
載
っ
た
状
態
と
な
っ
て

い
る
。
墨
は
染
料
、
朱
は
顔
料
で
あ
る
た
め
、
筆
記
と
押
印

ど
ち
ら
が
先
で
あ
っ
て
も
、
墨
は
紙
の
繊
維
の
隙
間
に
染
み

込
み
、
朱
は
繊
維
の
表
面
に
留
ま
る
。
従
っ
て
肉
眼
や
画
像

に
よ
る
表
文
の
観
察
の
み
か
ら
墨
と
朱
の
上
下
（
先
後
）
関

係
を
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
『
歴
代
宝
案
』
に
は
同
じ
日
付
で
、進
貢
の
表
文
（
第

一
集
一
四
巻
一
九
号
）
と
請
封
の
奏
文
（
同
二
一
号
）
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
父
・
尚
質
の
死
去
（
一
六
六
八
年
）

を
伝
え
、
冊
封
を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
前
田
舟
子
「
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
蔵
「
琉
球
国
中
山
王
尚
穆
貢
表
」
に

つ
い
て
」（『
沖
縄
史
料
編
集
紀
要
』
四
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）

Ⅲ-

［
１
］-

７

琉
球
国
王
尚
穆
表
文　

一
通

　
　

紙
本
墨
書

　
　

乾
隆
四
五
年
（
一
七
八
〇
）
一
一
月
六
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
〇
七
二
五
八

　

高
宗
（
乾
隆
帝
）
に
宛
て
た
琉
球
国
王
尚
穆
（
第
二
尚
氏

王
統
一
四
代
国
王
、
在
位
一
七
五
二
―
九
四
年
）
の
進
貢
の

表
文
。『
歴
代
宝
案
』二
集
六
六
巻
九
号
に
相
当
す
る
。
清『
高
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宗
実
録
』
四
五
年
二
月
乙
卯
条
に
こ
の
進
貢
の
記
事
が
あ
る
。

本
表
文
で
は
、
正
使
向
翼
・
副
使
毛
景
昌
を
派
遣
し
て
進
貢

（
朝
貢
）
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
使
節
は
、
乾
隆

四
六
年
（
一
七
八
一
）
三
月
四
日
に
那
覇
を
出
航
し
、
五
月

二
一
日
に
福
州
琉
球
館
（
柔
遠
駅
）
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、

北
京
へ
赴
き
、
一
二
月
二
六
日
に
到
着
し
、
同
日
、
礼
部
に

本
表
文
を
提
出
し
て
い
る
。

　

冒
頭
に
黄
紙
を
貼
付
し
た
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
本
文
書
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
文
章
は
「
琉

球
国
中
山
王
世
子
臣
穆
貞
、
誠
惶
誠
恐
、
稽
首
頓
首
、
謹
奉

表
上
言
」
で
始
ま
り
、
「
謹
奉
表
進
貢
以
聞
」
で
結
ば
れ
て

い
る
。
漢
文
部
分
は
計
六
幅
あ
り
、
一
幅
五
行
、
一
行
二
一

字
、
擡
頭
二
字
、
平
写
一
九
字
で
、
Ⅲ-
［
１
］-

６
よ
り

も
さ
ら
に
細
字
の
楷
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「
皇
帝
陛
下
」

は
二
字
擡
頭
の
上
、
黄
紙
籤
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
方
の
満

文
部
分
も
同
様
だ
が
、
黄
紙
の
紙
質
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て

い
る
。
本
文
は
『
歴
代
宝
案
』
収
録
の
文
面
と
完
全
に
一
致

し
て
い
る
が
、
欠
落
し
て
い
る
表
紙
の
文
面
と
最
後
の
「
琉

球
国
中
山
王
臣
尚
穆
謹
上
表
」
の
部
分
は
『
歴
代
宝
案
』
に

は
記
載
が
な
い
。
Ⅲ-

［
２
］-

１
も
同
様
で
あ
る
。
国
王

印
は
、
乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）
に
満
文
篆
書
体
が
定
め

ら
れ
た
（
合
わ
せ
て
漢
文
篆
書
体
も
変
更
さ
れ
た
）
こ
と
に

よ
り
、
乾
隆
二
一
年
（
一
七
五
六
）
に
清
か
ら
新
た
に
下
賜

さ
れ
た
も
の
で
、
第
六
幅
の
年
月
日
の
上
に
押
さ
れ
て
い
る
。

紙
面
左
上
端
に
「
対
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）

Ⅲ-

［
１
］-

８

孔
子
七
十
一
代
孫
孔
昭
煥
表
文　

一
通

　
　

絹
本
墨
書　

　
　

乾
隆
二
四
年
（
一
七
五
九
）
一
一
月
四
日 

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

三
〇
一
四
九
七

　

孔
子
七
一
代
孫
孔こ

う
し
ょ
う
か
ん

昭
煥
が
清
高
宗
（
乾
隆
帝
）
の
皇
太

后
に
奉
っ
た
進
賀
冬
至
の
表
文
。
孔
昭
煥
は
、
孔
子
七
〇

代
孫
の
孔
広
棨
の
嫡
長
子
と
し
て
生
ま
れ
、
乾
隆
八
年

（
一
七
四
三
）
閏
四
月
、
父
の
死
に
よ
り
衍
聖
公
（
孔
子
嫡

流
の
子
孫
が
世
襲
す
る
封
爵
名
）
を
襲
封
し
た
（
清
『
高
宗

実
録
』
巻
一
九
〇
）。
平
生
は
山
東
曲
阜
に
住
し
た
が
、
し

ば
し
ば
上
京
し
て
お
り
、
乾
隆
二
四
年
（
一
七
五
九
）
一
一

月
に
も
入
朝
が
確
認
さ
れ
る
（
乾
隆
『
曲
阜
県
志
』
巻

三
五
）。
本
表
文
の
上
進
も
こ
の
時
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

本
文
書
は
、
封
筒
・
束
封
・
表
文
・
副
本
を
完
備
す
る
。

封
筒
に
は
黄
絹
を
用
い
る
。
束
封
は
紙
を
用
い
る
が
、
上
部

に
黄
色
の
布
片
を
貼
り
「
慶
賀
／
長
至
／
表
文
」
と
表
題
を

墨
書
し
、
黄
布
と
本
紙
に
か
か
る
よ
う
に
朱
方
印
を
捺
し
、

下
部
に
も
同
印
を
捺
す
。
継
目
に
は
「
孔
子
七
十
一
代
孫
襲

封
衍
聖
公
臣
孔
昭
煥
等
上
進
謹
封
」
と
記
す
。
表
文
も
紙
を

用
い
、冒
頭
上
部
に
は
束
封
と
同
様
に
黄
色
の
布
片
を
貼
り
、

表
題
を
墨
書
し
、
黄
布
と
本
紙
に
か
か
る
よ
う
に
束
封
と
同

じ
朱
方
印
を
捺
す
。
ま
た
文
末
の
年
月
日
の
上
に
も
同
印
を

捺
す
。
以
上
は
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
に
定
め
ら
れ
た
形

式
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
（
本
項
冒
頭
の
解
説
参
照
）。
本

文
は
小
字
の
楷
書
で
墨
書
さ
れ
、
文
中
「
崇
慶
慈
宣
康
恵
敦

和
裕
寿
純
禧
皇
太
后
陛
下
」
の
部
分
の
み
黄
布
を
貼
り
、
そ

の
上
か
ら
墨
書
す
る
（
黄
綾
籤
）。
表
文
・
副
本
と
も
折
本

で
あ
る
が
、
副
本
は
第
一
面
と
末
尾
の
面
の
全
面
に
黄
布
を

貼
っ
て
装
飾
し
、
第
一
面
に
は
「
表
副
」
と
墨
書
し
て
表
文

と
同
じ
朱
方
印
を
捺
す
。
そ
れ
以
外
は
字
配
り
も
含
め
て
表

文
と
同
様
の
形
式
で
作
ら
れ
て
い
る
。

　

封
筒
に
表
書
は
見
ら
れ
な
い
が
、
裏
面
に
は
上
部
に
「
慶

賀
／
長
至
／
表
文
」
と
表
題
を
墨
書
し
、
継
目
に
「
孔
子

七
十
一
代
孫
襲
封
衍
聖
公
臣
孔
昭
煥
等
□

〔
上
進

〕□
謹
封
」と
記
す
。

上
下
二
ヵ
所
に
表
文
と
同
じ
朱
方
印
を
捺
す
。
こ
れ
は
そ
れ

ぞ
れ
天
地
の
継
目
に
朱
郭
が
か
か
る
よ
う
に
捺
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
天
地
左
右
を
折
っ
て
作
成
し
、
謹
封
文
言

と
名
前
を
記
し
、
上
下
二
ヵ
所
に
朱
印
を
捺
し
て
封
緘
す
る

封
筒
の
形
状
は
、
Ⅱ-

［
４
］-

３-

付
の
封
筒
と
同
様
で
あ
り
、

封
筒
を
使
用
し
て
文
書
を
封
じ
る
際
の
作
法
・
慣
行
が
清
代

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

Ⅲ-

［
１
］-

９

提
督
湖
北
総
兵
官
斐
凌
阿
巴
図
魯
閆
俊
烈
表
文　

一
通

　
　

紙
本
墨
書

　
　

嘉
慶
二
四
年
（
一
八
一
九
）
一
一
月
六
日 

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

三
〇
一
四
九
九

　

湖
北
提
督
閆え

ん
し
ゅ
ん
れ
つ

俊
烈
が
清
仁
宗
（
嘉
慶
帝
）
に
奉
っ
た
進
賀

冬
至
の
表
文
。
こ
の
年
は
嘉
慶
帝
の
六
〇
歳
の
聖
寿
で
あ

り
、表
文
の
内
容
も
こ
れ
を
慶
賀
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

閆
俊
烈
は
山
東
済
陽
の
出
身
で
、
嘉
慶
元
年
（
一
七
九
六
）

に
武
進
士
と
な
り
（
民
国
『
済
陽
県
志
』
巻
一
〇
）、
四

川
の
白
蓮
教
徒
の
乱
の
鎮
圧
で
戦
功
を
立
て
、
同
四
年

（
一
七
九
九
）「
斐
凌
阿
巴
図
魯
」
の
名
号
を
賜
り
（『
剿
平

三
省
邪
匪
方
略
』
正
編
巻
九
〇
）、
同
七
年
に
は
参
将
に
昇
っ

た
。
以
後
、
陝
西
西
安
鎮
・
河
北
鎮
総
兵
官
等
を
歴
任
し
、

嘉
慶
二
一
年
（
一
八
一
六
）
湖
北
提
督
に
抜
擢
さ
れ
た
。
道

光
二
年
（
一
八
二
二
）
病
に
よ
り
解
任
を
乞
い
、
許
さ
れ
て

い
る
（
清
『
仁
宗
実
録
』
巻
九
九
・
二
八
一
・
三
二
一
、『
宣

宗
実
録
』
巻
二
九
）。

　

本
文
書
は
表
文
本
体
の
他
、
封
筒
・
束
封
を
備
え
る
。
表

文
は
黄
紙
で
、
冒
頭
上
部
に
は
黄
色
の
布
片
を
貼
り
、「
進

賀
／
長
至
／
表
文
」
と
表
題
を
墨
書
し
、
黄
布
と
本
紙
に
か

か
る
よ
う
に
「
提
督
湖
北
総
兵
官
印
／
（
満
文
）
」
と
陽
刻

さ
れ
た
朱
方
印
を
捺
し
、
ま
た
文
末
の
年
月
日
の
上
に
も
同
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印
を
捺
す
。
束
封
も
黄
紙
で
、
上
部
に
黄
色
の
布
片
を
貼
り

「
慶
賀
／
長
至
／
表
文
」
と
表
題
を
墨
書
し
、
黄
布
と
本
紙

に
か
か
る
よ
う
に
表
文
本
体
と
同
じ
朱
方
印
を
捺
し
、
下
部

に
も
同
印
を
捺
す
。
継
目
に
は
「
提
督
湖
北
等
処
地
方
総
兵

官
斐
凌
阿
巴
図
魯
臣
閆
俊
烈
等
上
進
謹
封
」
と
記
す
。
封
筒

は
黄
絹
で
、
表
書
は
な
く
、
裏
面
は
上
部
に
「
慶
賀
／
長
至

／
表
□

〔
文
〕

」
と
表
題
を
墨
書
し
、
継
目
に
は
「
提
督
湖
北
等
処

地
方
総
兵
官
斐
凌
阿
巴
図
魯
臣
閆
俊
烈
等
上
進
謹
封
」
と
記

す
。
上
下
二
ヵ
所
に
は
、
天
地
の
継
目
に
朱
郭
が
か
か
る
よ

う
に
表
文
と
同
じ
朱
方
印
を
捺
し
て
い
る
。
以
上
は
、
Ⅲ-

［
１
］-

８
と
全
く
同
じ
形
式
で
あ
り
、
清
の
国
内
官
僚
の

表
文
の
形
式
と
し
て
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
な
お
提
督
は
欽
差
官
員
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
用

い
ら
れ
て
い
る
印
が
長
方
形
の
関
防
印
で
は
な
く
、
方
印
で

あ
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 　
　
　
　
　
　
　

（
須
田
牧
子
）

［
２
］
奏
本

　

明
初
、
政
務
に
関
す
る
皇
帝
へ
の
上
奏
に
は
奏
本
（
奏

文
）
が
用
い
ら
れ
た
が
、
一
四
世
紀
末
頃
に
、
緊
急
・
重
要

案
件
の
た
め
の
特
殊
な
上
奏
文
と
し
て
題
本
も
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
遅
く
と
も
一
六
世
紀
初
頭
頃
ま
で

に
は
、
「
公
題
私
奏
」
―
―
公
事
一
般
の
上
奏
に
は
題
本
を

用
い
、
私
事
は
奏
本
を
用
い
る
―
―
と
い
う
使
用
法
が
一
般

化
し
た
。

　

清
は
当
初
、
明
制
を
踏
襲
し
た
が
、
康
熙
帝
が
地
方
の
情

勢
な
ど
に
つ
い
て
特
定
の
官
員
か
ら
直
接
秘
密
報
告
を
得
よ

う
と
「
奏
摺
」
を
用
い
始
め
る
と
、
雍
正
帝
が
そ
の
使
用
範

囲
を
拡
大
し
、
乾
隆
帝
が
こ
れ
を
制
度
化
し
た
。
そ
の
結

果
、
題
本
・
奏
本
・
奏
摺
の
使
用
に
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）
に
奏
本
は
廃
止
さ
れ
、
そ

の
役
割
は
題
本
に
吸
収
さ
れ
た
（
光
緒
『
大
清
会
典
事
例
』

巻
一
三
内
閣-

職
掌-

進
本
）。

　

し
か
し
朝
貢
国
は
、
以
後
も
引
き
続
き
奏
本
（
お
よ
び
表

文
）
を
用
い
た
。
表
文
と
は
異
な
り
、
奏
本
で
は
重
要
事
項

の
報
告
・
請
願
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
奏
本
は
礼
部
で
は
な

く
、
入
貢
地
の
総
督
・
巡
撫
に
提
出
さ
れ
、
督
撫
か
ら
礼
部

へ
と
転
送
さ
れ
た
。
朝
鮮
・
琉
球
・
安
南
な
ど
は
正
本
と
と

も
に
副
本
も
提
出
し
て
い
た
。

　

万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
七
六
礼
部
三
四-

表
啓
題
本
格
式

で
は
、
奏
本
は
「
毎
幅
六
行
、
一
行
二
四
格
、
擡
頭
二
字
、

平
行
写
二
二
字
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
清
も
こ
れ
を
基
本

的
に
踏
襲
し
た
。
封
面
中
央
の
情
報
に
「
奏
」
と
記
し
、
具

奏
者
の
官
職
・
姓
名
と
上
奏
す
る
案
件
の
概
要
（
事
由
）
か

ら
書
き
始
め
、「
謹
具
奏
聞
」
な
い
し
は
「
右
謹
奏
聞
」
の

語
で
結
ぶ
。
ま
た
改
竄
を
防
ぐ
た
め
、
本
文
の
末
尾
に
字
数

と
用
紙
の
枚
数
を
記
し
た
。
宋
朝
体
の
細
字
を
用
い
た
が
、

清
初
に
は
楷
書
が
多
く
見
ら
れ
る
。　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
櫻
井
俊
郎
「
明
代
題
奏
本
制
度
の
成
立
と
そ
の
変
容
」（
『
東
洋
史
研
究
』

五
一
―
二
、
一
九
九
二
年
）、
泰
国
経
『
清
代
文
書
檔
案
制
度
』（
中
国
檔
案
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）、
荘
吉
發
『
清
朝
奏
摺
制
度
』（
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）

Ⅲ-

［
２
］-
１

琉
球
国
王
世
曽
孫
尚
敬
奏
本　

一
通

　
　

紙
本
墨
書

　
　

康
熙
五
五
年
（
一
七
一
六
）
一
〇
月
一
一
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
九
一
七
〇
三

　

清
聖
祖
（
康
熙
帝
）
に
宛
て
た
王
世
孫
尚
敬
（
第
二
尚
氏

王
統
一
三
代
国
王
、
在
位
一
七
一
三
―
五
一
年
）
に
よ
る
請

封
（
冊
封
要
請
）
の
奏
本
の
副
本
（
副
奏
）。
『
歴
代
宝
案
』

二
集
八
巻
八
号
に
対
応
す
る
。
清
『
聖
祖
実
録
』
五
七
年
正

月
庚
子
条
に
こ
の
請
封
の
記
事
が
あ
る
。
琉
球
奏
本
は
第
一

歴
史
檔
案
館
に
も
所
蔵
さ
れ
る
が
、
本
奏
本
は
最
も
古
い
現

存
例
と
み
ら
れ
る
。

　

康
煕
四
八
年
（
一
七
〇
九
）、
琉
球
国
王
尚
貞
が
死
去
し
、

翌
年
、
そ
の
世
子
尚
益
が
第
二
尚
氏
一
二
代
国
王
と
し
て
即

位
し
た
が
、
一
七
一
二
年
、
冊
封
を
受
け
る
前
に
死
去
し
た
。

こ
の
た
め
一
三
年
に
長
男
尚
敬
が
一
四
歳
で
即
位
し
、
康
煕

五
五
年
（
一
七
一
六
）
、進
貢
使
（
正
使
夏
執
中
・
副
使
蔡
温
）

を
派
遣
し
、
進
貢
の
表
文
と
同
時
に
、
請
封
の
表
文
・
奏
本

を
提
出
し
て
自
ら
の
冊
封
を
求
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
九
年
、

冊
封
正
使
海
宝
・
副
使
徐
葆
光
が
来
琉
し
た
。

　

本
文
書
は
折
本
形
式
で
、
第
一
幅
（
表
紙
）
に
「
請
封
副

奏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
請
封
の
奏
本
の
副
本
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
（
正
本
・
副
本
と
も
に
提
出
さ
れ
た
）。
計
八
幅

あ
り
、
規
定
通
り
、
一
幅
六
行
、
一
行
二
四
字
、
擡
頭
二
字
、

平
写
二
二
字
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
『
歴
代
宝
案
』

収
録
の
文
面
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
相
違
点
は
表
紙
の

文
面
と
最
後
の
「
琉
球
国
中
山
王
世
曾
孫
臣
尚
敬
謹
奏
」
の

部
分
の
み
で
あ
る
（『
歴
代
宝
案
』
に
は
こ
れ
ら
の
記
載
が

な
い
）。
本
文
の
末
尾
に
字
数
・
用
紙
の
枚
数
が
記
さ
れ
る
。

国
王
印
は
表
紙
の
上
部
と
、
第
七
幅
の
年
月
日
の
上
に
押
さ

れ
て
い
る
。
Ⅲ-

［
１
］-

６
と
同
じ
く
康
煕
二
年（
一
六
六
三
）

に
下
賜
さ
れ
た
印
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）
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第
Ⅳ
章　

書

　

こ
こ
で
は
私
文
書
（
私
信
）
様
式
の
文
書
全
般
を
「
書
」

と
し
て
取
り
上
げ
る
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
往
復
し
た
外
交
文

書
の
な
か
に
は
、
日
朝
間
の
「
書
契
」
な
ど
私
文
書
の
様
式

を
持
つ
も
の
が
多
い
。
日
中
間
で
も
、
推
古
天
皇
が
隋
の
煬

帝
に
宛
て
た
六
〇
七
年
の
「
致
書
」
を
嚆
矢
と
し
て
、
元
の

世
祖
（
ク
ビ
ラ
イ
）
が
「
日
本
国
王
」
に
宛
て
た
一
二
六
六

年
の
「
奉
書
」
、
明
の
礼
部
が
「
日
本
国
王
」
（
良
懐
）
・
「
日

本
征
夷
将
軍
」（
足
利
義
満
）
に
宛
て
た
一
三
八
一
年
の
「
書
」

な
ど
、
複
数
の
書
（
ま
た
は
書
の
よ
う
な
体
裁
の
文
書
）
の

事
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
公
人
の
間
で
公
的
な
問
題

処
理
の
た
め
に
や
り
と
り
さ
れ
た
「
公
文
書
」
と
し
て
の
書

で
あ
る
が
、
一
方
で
、
私
人
の
間
で
私
的
に
や
り
と
り
さ
れ

た
「
非
公
文
書
」
と
し
て
の
書
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
内
容
的
に
日
本
に
関
わ
る
書
（
Ⅳ-

１
・
２
・

７
・
８
）
と
、
こ
れ
と
比
較
検
討
し
得
る
書
（
Ⅳ-

３
～
６
）

を
扱
う
が
、
こ
の
内
、
「
非
公
文
書
」
と
し
て
の
書
は
Ⅳ-

１
の
み
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
渡
辺
美
季
）

〔
参
考
〕
荒
木
和
憲
「
中
世
日
本
往
復
外
交
文
書
を
め
ぐ
る
様
式
論
的
検
討
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
四
、二
〇
二
一
年
）

Ⅳ-

１

石
星
書
　
一
通

　
　

紙
本
墨
書

　
　

万
暦
二
二
年
（
一
五
九
四
）
二
月
一
日

　
　

何
創
時
書
法
芸
術
基
金
会
蔵

　

文
禄
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
時
に
兵
部
尚
書
に
在
任
し
て
い

た
石
星
の
私
信
。
日
本
と
の
講
和
交
渉
に
関
す
る
彼
の
見
解

や
、
江
南
に
日
本
軍
の
侵
入
を
待
望
す
る
者
が
い
た
と
の
風

聞
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
無
年
号
だ
が
、
一
二
月
二
七
日
に
沈

惟
敬
が
小
西
行
長
と
面
会
し
た
こ
と
を
伝
え
る
、
経
略
宋
応

昌
よ
り
の
し
ら
せ
が
正
月
中
に
届
い
た
旨
を
記
し
て
い
る
の

は
、
万
暦
二
二
年
（
一
五
九
四
）
二
月
一
六
日
付
朝
鮮
国
王

李
昖
奏
文
（『
事
大
文
軌
』
巻
八
）
に
、
朝
鮮
へ
向
か
っ
た

沈
惟
敬
が
同
二
一
年
一
二
月
二
四
日
に
日
本
側
の
陣
へ
赴

き
、翌
年
正
月
二
〇
日
に
帰
還
し
た
と
あ
る
の
と
符
合
す
る
。

ま
た
、
文
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
、
対
馬
で
の
互
市
を
説
く

劉
黄
裳
の
提
案
は
、
万
暦
二
二
年
三
月
の
王
徳
完
の
上
疏

（
『
万
暦
疏
鈔
』
巻
四
三
目
撃
東
倭
釁
隙
専
備
禦
疏
）
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
尤
継
先
の
遼
東
行
き
を
記

し
て
い
る
の
は
、明
『
神
宗
実
録
』
同
年
正
月
丁
未
（
二
八
日
）

条
に
、
遼
東
総
兵
に
任
じ
ら
れ
た
彼
の
赴
任
を
促
す
記
事
が

存
す
る
の
と
対
応
す
る
。
よ
っ
て
、
本
文
書
は
万
暦
二
二
年

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

内
容
の
大
部
分
は
、
文
禄
の
役
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

当
時
、
日
本
と
の
講
和
交
渉
は
、
石
星
が
朝
鮮
に
派
遣
し
た

沈
惟
敬
と
小
西
行
長
と
の
あ
い
だ
で
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
う
け
て
、
派
遣
さ
れ
た
明
軍
を
率
い
て
朝
鮮
に
駐
留

し
て
い
た
宋
応
昌
は
、
撤
兵
し
て
万
暦
二
一
年
九
月
に
遼
東

へ
戻
っ
た
が
、
の
ち
に
朝
廷
で
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
に
は
、
薊
遼
総
督
顧
養
謙
が
代

わ
っ
て
朝
鮮
関
連
の
諸
事
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
宋
応

昌
は
病
を
理
由
に
辞
職
を
願
い
出
る
に
至
っ
た
（
明
『
神
宗

実
録
』
万
暦
二
一
年
一
二
月
丙
辰
条
、
同
癸
酉
条
）。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
書
か
れ
た
の
が
本
文
書
で
あ

る
。
宛
先
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
、
対

日
本
政
策
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
物
へ
宛
て
た
も
の
と
見
て

間
違
い
な
い
。
冒
頭
の
「
二
月
九
日
到
」
は
受
信
者
側
の
加

筆
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
文
書
末
尾
の
日
付
と
比
較
す
る

と
、
石
星
の
い
た
北
京
か
ら
、
あ
る
程
度
離
れ
た
場
所
に
い

た
者
と
目
さ
れ
る
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
前
述
の
顧
養
謙

に
宛
て
た
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。　
　
　
　
　

（
岡
本
真
）

〔
参
考
〕
中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
中
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、

中
島
楽
章
「
封
倭
と
通
貢
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
六-

二
、二
〇
〇
七
年
）

【
釈
文
】

「（
上
書
）

石
（

石

星

）

東
泉　
　
　
　
　

二
月
九
日
到

　
　
　

啓

　
　
　
　
　

☒
（
中
ヵ
）有

渉
江
南
子
弟
語　
　

」

正
月
内
得

宋
（

宋

応

昌

）

経
略
書
報
、
沈
惟
敬
於
臘
月
廿
七
日
入
倭
営
、
行

（

小
西

）長
相
見

甚
歓
、
料
得
、
表
文
至
可
必
矣
、
至
則
封
事
断
在
必
与
、
貢

則
封
後
看
其
誠
意
如
何
、
再
作
一
処
、
想

足
下
自
有
相
機
妙
算
、
此
未
可
懸
断
也
、
惟
是
近
有
一
事
、

大
可
駭
異
、
応
乞
朱

（
朱
鴻
謨
）

鑑
塘
書
報

王
（

王

錫

爵

）

荊
老
云
、
丹
陽
・
金
壇
等
県
、
有
宦
家
子
弟
結
聚
不
逞
、

欲
図
非
常
、
只
待
倭
入
犯
則
以
応
之
、
又
令
人
私
通
関

（
豊
臣
秀
吉
）

白
、

以
遂
其
謀
、
今
事
已
泄
、
皆
被
執
在
官
矣
、
料
得
、
私
通
関

白
之
説
、
未
必
能
成
、
亦
未
必
便
有
、
但
既
聞
其
説
、
不
可

不
防
、
或
将
此
情
密
書
、
令
沈
惟
敬
知
之
、
告
於
行
長
、
却
云
、

江
南
各
子
弟
与
各
精
兵
、
恐
怕
封
貢
事
成
、
倭
不
入
犯
、
則

無
計
取
功
名
、
故
令
人
欲
結
関
白
入
犯
、
至
其
犯
則
又
誘
而

敗
之
、
以
為
自
便
之
計
、
此
皆
壊
封
事
者
、
不
可
不
令
関
白

知
之
、
若
有
人
来
誘
、
則
執
送
之
朝
、
以
表
爾
之
誠
、
如
此

則
不
論
事
之
有
無
、
要
可
寝
其
未
発
、
区
々
見
謂
若
此
、
至

其
可
否
、
則
惟

足
下
裁
之
、
看
来
朝
中
人
情
、
封
則
尚
有
慫
慂
、
貢
則
全
以

為
未
、
頃
者
劉

（
劉
黄
裳
）

員
外
題
対
馬
互
市
之
説
、
未
審
倭
情
如
何
、

総
之
、
惟
要
保
全
朝
鮮
、
計
安
中
国
、
他
人
議
論
可
不
計

矣
、
尤
継
先
於
二
月
初
二
日
已
過
居
関
、
計
十
五
前
後
、
可

到
遼
境
、
此
忠
廉
之
将
、
当
作
其
気
、
以
令
展
布
也
、
司

（
司
憲
ヵ
）

☒

之
挙
動
、
委
不
尽
善
、
然
其
督
責
朝
鮮
君
臣
、
令
鋭
然
備
守
、

則
未
為
無
功
、
上
当
査
勘
出
使
之
事
、
惟

足
下
鑑
為
曲
全
、
此
亦
有
関
係
之
事
也
、
即
不
得
完
璧
、
或
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留
生
意
足
矣
、
何
如
不
尽
、

　
　
　
　
　

二
月
初
一
日　

星
又
頓
首
、
左
冲
、

Ⅳ-
２

楊
鎬
書　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

七
〇
・
二
×
三
六
四
・
七

　
　

万
暦
二
五
年
（
一
五
九
七
）
五
月
一
六
日

　
　

何
創
時
書
法
芸
術
基
金
会
蔵

　

慶
長
の
役
（
丁
酉
再
乱
）
の
際
に
、
経
理
朝
鮮
軍
務
の
任

に
あ
っ
た
楊
鎬
か
ら
豊
臣
秀
吉
に
宛
て
た
文
書
。
皇
帝
か
ら

の
冊
封
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盟
約
に
背
き
再
び
朝

鮮
を
侵
し
た
こ
と
を
責
め
、
す
み
や
か
な
撤
兵
を
促
す
と
と

も
に
、
悔
悛
し
な
い
場
合
は
明
か
ら
朝
鮮
に
援
軍
を
送
り
、

水
軍
を
南
海
経
由
で
日
本
へ
派
遣
す
る
旨
を
告
げ
て
い
る
。

日
付
の
「
十
六
」
を
朱
書
し
、
文
節
に
は
朱
圏
点
を
施
し
、

末
尾
の
年
号
部
分
お
よ
び
紙
継
ぎ
目
に
は
「
経
理
朝
鮮
軍
務

関
防
」
印
を
捺
し
て
い
る
。

　

文
禄
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
後
の
講
和
交
渉
が
不
調
に
終
わ
っ

た
後
、
朝
鮮
か
ら
の
救
援
要
請
を
う
け
た
明
は
、
万
暦
二
五

年
（
一
五
九
七
）
三
月
に
楊
鎬
を
都
察
院
右
僉
都
御
史
経
理

朝
鮮
軍
務
に
任
じ
、
さ
ら
に
邢
玠
を
兵
部
尚
書
兼
都
察
院
右

副
都
御
史
総
督
薊
遼
保
定
軍
務
兼
理
粮
餉
経
略
禦
倭
に
任
じ

て
、
朝
鮮
へ
出
兵
す
る
こ
と
と
し
た
（
明
『
神
宗
実
録
』
万

暦
二
五
年
三
月
乙
巳
条
、
同
己
未
条
）。
本
文
書
は
そ
の
途

上
で
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
に
、
楊
鎬
の
官
職
お
よ
び
姓
に
つ
づ
け
て
「
咨
爾
平

秀
吉
」
と
あ
る
う
ち
、
「
咨
」
字
に
つ
い
て
は
、
同
じ
時
に

楊
鎬
が
小
西
行
長
に
送
っ
た
文
書
の
冒
頭
に
「
欽
差
経
理
朝

鮮
軍
務
都
察
院
右
僉
都
御
史
楊
諭
爾
豊
臣
行
長
」
と
あ
る
の

を
踏
ま
え
る
と
（
朝
鮮
『
宣
祖
実
録
』
三
〇
年
五
月
乙
卯
条
）
、

動
詞
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
般
に
同
字
が
用
い

ら
れ
る
文
書
と
し
て
は
、
官
文
書
で
あ
る
咨
文
（
Ⅱ-

［
１
］

-

１
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
文
書
に
ほ
ぼ
必

ず
記
さ
れ
る
定
型
文
言
が
本
文
書
に
は
な
く
、
文
体
や
字
体

に
も
著
し
い
差
異
が
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
咨
文
と
は
別
様
式
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
本
文
書
は
、
肥
後
熊
本
藩
で
代
々
学
者
を
輩
出
し
た

辛
島
家
か
ら
高
本
家
に
伝
わ
り
、
近
代
に
な
っ
て
寺
内
正
毅

が
入
手
し
て
桜
圃
寺
内
文
庫
に
保
管
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
流

出
し
、
長
ら
く
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
岡
本
真
）

〔
参
考
〕
中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
中
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、

伊
藤
幸
司
「
桜
圃
寺
内
文
庫
と
寺
内
正
毅
関
係
資
料
」（
伊
藤
幸
司
・
永
島
広
紀
・
日

比
野
利
信
編
『
寺
内
正
毅
と
帝
国
日
本
―
桜
圃
寺
内
文
庫
が
語
る
新
た
な
歴
史
像
―
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

【
釈
文
】

欽
差
経
理
朝
鮮
軍
務
都
察
院
右
僉
都
御
史
楊　

咨
、
爾（

豊
臣
）

平
秀

　

吉
、

大
明
皇
帝
、
因
朝
鮮
王
代
爾
請
封
、
嘉
爾
恭
順
、
不
忍
爾
両

　

地
之
相
戕
、
傷

天
和
、
用
遣
使
臣
渡
海
、

勅
封
爾
秀
吉
為
日
本
王
、
爾
得
拠
有
名
号
、
雄
長
諸
島
、
自

　

宜
銜
戴

皇
恩
、
韜
戈
脩
徳
、
以
楽
爾
余
年
、
貽
慶
爾
幼

（
豊
臣
秀
頼
）

子
、
斯
為
永
図
、

　

胡
使
臣
甫
帰
、
遽
敢
違
制
背
盟
、
以
朝
鮮
礼
文
為
辞
、
又

　

復
侵
占
釜
山
・
機
張
之
間
乎
、
今
朝
鮮
赴
告
、

皇
帝
震
怒
、
已
逮
譴
使
臣
、
更
置
兵
部
総
督
、
另
設
経
略
・

　

経
理
、
興
問
罪
之
師
於
海
上
、
爾
度
爾
之
力
、
即
抗
朝
鮮
、

　

且
勝
負
難
必
、
若

天
朝
視
蕞
爾
日
本
、
即
爾
六
十
六
島
中
之
一
島
耳
、
況
爾
既

　

受
王
封
、
已
為
臣
属
、
臣
与
君
抗
、
天
理
不
容
、
神
明
且

　

殛
之
、昨
年
爾
国
地
大
動
揺
、此
其
兆
也
、尚
不
安
静
祈
福
、

　

而
欲
日
尋
于
兵
乎
、
爾
已
六
十
余
歳
、
寿
命
幾
何
、
子
未

　

十
齢
、
孤
弱
何
恃
、
聞
各
島
之
酋
、
俱
覘
爾
之
隙
、
為
復

　

讐
報
怨
之
挙
、
爾
不
銷
兵
綏
衆
、
安
妥
人
情
、
乃
使
悍
将

　

擁
兵
于
外
、
一
旦
諸
島
内
変
、
蕭
牆
禍
起
、
即
清

（
加
藤

）正
諸
将
、

　

各
思
為
王
、
豈
肯
久
居
爾
下
、
将
来
又
豈
肯
居
爾
子
之
下

　

者
、
以
理
勢
論
之
、
爾
不
如
速
行
罷
兵
、
修
好
朝
鮮
、
憑

　

藉
天
朝
之
威
霊
、
黙
消
諸
島
之
睥
睨
、
其
前
所
乞

朝
廷
、
与
爾
処
分
者
何
事
、
可
明
白

奏
来
、

朝
廷
量
包
乾
坤
、
視
爾
与
朝
鮮
、
皆
為
臣
子
、
必
無
偏
重
、

　

爾
如
不
自
悔
禍
、
任
爾
以
数
十
万
百
万
圧
朝
鮮
、
在

天
朝
仁
恩
拯
溺
、
義
必
討
逆
、
亦
不
遠
勤
大
兵
、
但

勅
馬
歩
十
万
、
薄
釜
山
、
助
朝
鮮
之
順
、
福
・
浙
水
兵
十
万

　

分
両
道
、
以
楼
船
従
南
海
、
与
爾
秀
吉
見
于
烏

（

大

坂

）

沙
蓋
、
且

　

問
山
城
君
安
在
也
、
爾
其
慎
思
之
、

万
暦
二
十
五
年
五
月
「（

朱
筆
）

十
六
」
日

Ⅳ-

３

毛
文
龍
書
（
拝
帖
） 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

二
九
・
三
×
一
一
・
五

　
　

年
代
未
詳

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

二
七
七
五
八
九

　

毛
文
龍
（
一
五
七
六
―
一
六
二
九
年
）
が
明
末
に
後
金
の

ハ
ン
に
送
っ
た
拝
帖
（
名
刺
）。
明
代
に
は
書
信
を
送
る
際

に
必
ず
拝
帖
を
同
封
し
た
と
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明

側
の
人
が
外
国
の
君
主
に
送
っ
た
拝
帖
の
実
物
で
あ
る
。

　

「
文
龍
」
の
字
の
上
に
「
毛
文
龍
印
」
の
私
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
文
書
中
に
「
副
啓
儀
状
三
通
」
と
あ
り
、

こ
の
拜
帖
と
と
も
に
三
通
の
書
が
同
封
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
、
こ
の
文
字
の
上
に
、
三
つ
の
割
印
が
あ
る
が
、
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同
封
し
た
三
通
の
書
そ
れ
ぞ
れ
に
捺
し
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
Ⅳ-

４
の
書
に
も
割
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、

合
わ
せ
て
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
印
文
は
不
明
で
あ
る
。

　

正
確
な
作
成
年
代
ま
で
は
知
り
得
な
い
が
、
後
金
と
戦
時

状
態
に
あ
っ
た
毛
文
龍
が
敵
側
に
こ
の
よ
う
な
も
の
を
あ
え

て
送
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
当
時
の
明

朝
に
お
い
て
拝
帖
の
交
換
が
ど
の
程
度
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た

の
か
を
窺
わ
せ
る
。
こ
こ
で
毛
文
龍
が
自
称
す
る
「
通
家
侍

生
」
と
は
、
親
交
の
あ
る
相
手
に
使
用
す
る
「
通
家
（
代
々

お
付
き
合
い
の
あ
る
の
意
）
」
に
、
相
手
と
自
分
が
対
等
な

関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
「
侍
生
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
末
に
お
い
て
流
行
し
た
拝
帖
の
自
称

文
句
で
あ
る
。
明
末
清
初
の
国
際
情
勢
を
、
政
治
的
な
側
面

で
は
な
く
、
日
常
生
活
や
慣
習
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
垣
間
見

せ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
田
川
孝
三
『
毛
文
龍
と
朝
鮮
と
の
関
係
に
つ
い
て
』（
彙
文
堂
書
店
、

一
九
三
二
年
）、
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
、
一
九
五
九
年
）、
岸
本
美
緒
「
名
刺
の
効
用
―
明
清
時
代
に
お
け
る
士

大
夫
の
交
際
」（『
風
俗
と
時
代
観
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
） 

Ⅳ-

４

毛
文
龍
書　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

二
八
・
〇
×
二
一
四
・
二

　
　

天
聡
元
年
（
一
六
二
七
）

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
七
〇
二
二

　

明
の
毛
文
龍
が
清
の
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
に
送
っ
た
書
。

毛
文
龍
は
一
六
二
一
年
か
ら
二
九
年
ま
で
、
朝
鮮
・
平
安
道

の
鉄
山
郡
に
あ
る
椵
島
（
＝
皮
島
）
に
拠
点
を
構
え
て
東
江

鎮
を
開
き
、
明
朝
・
後
金
・
朝
鮮
の
三
国
の
間
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
の
中
で
、 

毛
文

龍
は
書
の
や
り
と
り
を
通
し
て
後
金
と
直
接
交
渉
を
行
な
っ

て
い
た
が
、
本
文
書
は
、
そ
の
際
の
漢
文
に
よ
る
書
の
実
物

で
あ
る
。
満
洲
語
で
書
か
れ
た
年
代
記
史
料
『
満
文
老
檔
』

太
宗
の
巻
一
一
と
巻
一
二
に
も
、
満
文
訳
さ
れ
た
毛
文
龍
の

書
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
文
書
は
、
巻
一
一
の

冒
頭
に
収
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
李
光
濤
編
『
明
清
檔

案
存
真
選
輯
』
初
集
に
「
毛
文
龍
致
金
国
汗
書
六
」（
八
〇

-

八
三
頁
）
と
し
て
図
版
が
影
印
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
明

清
史
料
』
に
「
皮
島
毛
文
龍
致
清
太
宗
書
」（
甲
編
第
一
本

七
二
頁
）
と
排
印
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
書
の
右
端
に
「
天
聡
元
年
初
次
来
」
と
い
う
文
字
が

書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
書
を
受
け
取
っ
た
時
期
を
指

し
示
す
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
『
満
文
老
檔
』
太
宗
の

当
該
記
事
を
確
認
す
る
と
、
前
書
き
に
「
天
聡
二
年
正
月

に
毛
文
龍
か
ら
き
た
書sure han i jai aniya aniya biyade 

m
ao w

en lung ci jihe bithe

」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

毛
文
龍
の
こ
の
書
が
後
金
側
に
届
い
た
の
は
「
天
聡
元
年
」

（
一
六
二
六
）
で
は
な
く
、翌
年
の
「
天
聡
二
年
」（
一
六
二
七
）

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

「
天
聡
元
年
」
の
文
字
の
と
こ
ろ
に
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
左
側
の
折
り
目
に
も
、
同
じ
印
が
割
印
で
捺
さ
れ

て
い
る
。
Ⅳ-
３
の
拝
帖
に
も
割
印
が
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら

く
拝
帖
と
書
を
送
る
際
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
両
方
に
割
印

を
捺
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

「
天
聡
元
年
初
次
来
」
の
下
に
は
、旧
満
文
で
「w

ajiha

」（
終

わ
っ
た
の
意
）
が
書
か
れ
て
い
る
。
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案

存
真
選
輯
』
初
集
に
は
、
毛
文
龍
の
書
が
い
く
つ
か
収
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、「
毛
文
龍
致
金
国
汗
書
三
」（
七
六

頁
）
に
は
「
二
月
に
到
着
し
た
書
を
書
き
終
わ
っ
たjuw

e 
biya de isinjiha bithe aram

e w
ajiha

」
と
、ま
た
同
書
「
毛

文
龍
致
金
国
汗
書
五
」（
七
八-

七
九
頁
）
に
も
「
書
き
終

わ
っ
たaram

e w
ajiha

」
と
い
う
旧
満
文
の
添
え
付
き
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
毛
文
龍
の
寄
越
し
た
書
簡
で
あ
る
か
ら
、
本

文
書
の
「w

ajiha

」
も
「aram

e w
ajiha

」
の
意
味
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

内
容
は
、
毛
文
龍
自
ら
「
今
両
国
相
持
、
終
無
結
局
之
期
、

何
不
一
和
相
約
、
共
図
息
肩
之
策
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
よ

う
に
、
後
金
と
の
和
議
交
渉
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。
興
味

深
い
こ
と
は
、
本
文
中
の
語
句
に
対
す
る
擡
頭
の
用
法
で
あ

る
。
「
先
帝
」
「
皇
上
」「
聖
旨
」
な
ど
、
明
朝
皇
帝
と
そ
の

行
為
に
関
わ
る
語
句
に
敬
意
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
二
字
擡
頭

が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ヌ
ル
ハ
チ
と
ホ
ン
タ
イ
ジ

を
指
す
「
令
先
君
」
や
「
台
臺
」
と
い
っ
た
語
句
に
も
一
字

擡
頭
が
な
さ
れ
て
お
り
、
和
議
交
渉
に
当
た
っ
て
の
文
書
形

式
上
の
配
慮
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
関
連
す
る『
満
文
老
檔
』

太
宗
の
巻
一
一
・
一
二
、
そ
し
て
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』

初
集
に
収
録
さ
れ
た
諸
書
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、
晩
年
の
毛

文
龍
を
め
ぐ
る
明
朝
・
後
金
・
朝
鮮
の
関
係
を
窺
い
得
る
重

要
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
田
川
孝
三
『
毛
文
龍
と
朝
鮮
と
の
關
係
に
つ
い
て
』（
彙
文
堂
書
店
、

一
九
三
二
年
）、
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
、
一
九
五
九
年
）、
神
田
信
夫
「
袁
崇
煥
の
書
簡
に
つ
い
て
」・「『
満
文

老
檔
』
に
見
え
る
毛
文
龍
等
の
書
簡
に
つ
い
て
」（
同
『
清
朝
史
論
考
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）

Ⅳ-

５

金
国
汗
書　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

七
三
・
六
×
五
五
・
八

　
　

天
聡
一
年
（
一
六
二
七
）
一
〇
月
二
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
八
一
四
一

　
　

　

清
の
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
が
明
の
皇
帝
に
送
っ
た
書
。

一
六
二
六
年
、
ヌ
ル
ハ
チ
が
没
し
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
新
た
に

即
位
す
る
と
、
明
の
袁
崇
煥
（
？
―
一
六
三
〇
年
）
は
ヌ
ル

ハ
チ
の
弔
問
を
名
目
に
使
者
を
遣
わ
し
て
、
後
金
に
対
す
る
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内
情
偵
察
を
試
み
た
。
そ
の
後
、
翌
年
に
至
る
ま
で
明
と
後

金
の
間
に
は
講
和
の
締
結
を
目
的
に
し
た
使
者
の
往
来
が
続

い
た
。
こ
の
と
き
、
遼
東
で
ヌ
ル
ハ
チ
と
対
峙
し
て
い
た
袁

崇
煥
は
、
ヌ
ル
ハ
チ
の
死
去
を
機
に
、
後
金
が
明
に
帰
順
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
朝
鮮
征
討
（
丁

卯
の
役
）
に
備
え
て
背
後
の
安
定
を
図
る
た
め
に
明
と
の
交

渉
に
応
じ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
本
文
書
は
、
こ
う
し
た

交
渉
過
程
に
お
い
て
、
明
と
後
金
の
間
に
や
り
と
り
さ
れ
た

書
の
一
つ
で
あ
る
。

　

文
書
の
形
式
は
、
右
方
に
書
の
本
文
が
書
か
れ
て
お
り
、

左
方
に
「
天
聡
元
年
十
月
初
二
日
」
の
日
付
と
満
文
「
天

命
金
国
汗
之
宝abkai fulingga aisin gurun han i doron

」

の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
天
聡
元
年
（
一
六
二
七
）
一
〇
月

は
、
正
月
に
開
始
し
た
朝
鮮
征
討
が
七
月
に
終
結
し
て
お
り
、

ま
た
五
月
に
後
金
軍
に
よ
る
寧
遠
・
錦
州
侵
攻
が
あ
る
な
ど
、

両
国
の
講
和
交
渉
は
も
は
や
破
綻
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

本
文
の
冒
頭
に
「
従
李
喇
嘛
到
後
、
為
両
国
和
事
、
来
往
数

次
、
未
妥
」
と
あ
り
、
数
次
に
わ
た
っ
て
使
者
往
来
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
膠
着
に
陥
っ
て
い
た
当
時
の
状
況
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
明
・
後
金
関
係
を
窺

わ
せ
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
登
場
す
る
「
李
喇
嘛
」
と
は
、
チ
ベ
ッ

ト
の
ア
ム
ド
（Ti. a m

do

）
地
域
出
身
で
あ
る
鎖
南
木
座
（Ti. 

bsob nam
s m

tsho

）
で
あ
り
、
明
と
後
金
の
史
料
で
は
李

喇
嘛
（M

a.Lii Lam
a

）
と
記
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
僧
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
人
の
み
な
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
人
や
漢
人
も
雑
居
す

る
ア
ム
ド
地
域
で
は
、
多
く
の
漢
人
喇
嘛
が
輩
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
は
明
側
に
雇
わ
れ
て
モ
ン
ゴ
ル
や
マ
ン
ジ
ュ

方
面
の
諜
報
・
工
作
活
動
を
行
な
う
僧
侶
も
多
数
存
在
し

た
。
「
李
喇
嘛
」
も
、
そ
う
し
た
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
一
人
で
あ
り
、

袁
崇
煥
麾
下
で
後
金
と
の
講
和
交
渉
に
取
り
組
ん
で
い
た
核

心
人
物
で
あ
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
、
一
九
五
九
年
）、
李
勤
璞
「
明
末
遼
東
邊
務
喇
嘛
」『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

七
一-

三
、
二
〇
〇
〇
年
）、
神
田
信
夫
「
袁
崇
煥
の
書
簡
に
つ
い
て
」（
同
『
清
朝
史

論
考
』
山
川
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
）、片
岡
一
忠
『
中
国
官
印
制
度
研
究
』（
東
方
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）

Ⅳ-

６

毛
文
龍
書　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

二
八
・
二
×
三
九
五
・
〇

　
　

天
聡
三
年
（
一
六
二
九
）
三
月
一
日

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

〇
三
七
〇
二
〇

　

明
の
毛
文
龍
が
清
の
太
宗
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
）
に
送
っ
た
書
。

大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
が
、
中
央
部
の
右
側
は

毛
文
龍
の
書
信
の
内
容
が
書
か
れ
て
お
り
、
左
側
に
は
こ
の

と
き
送
っ
た
礼
物
の
数
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
左
端
と
右

端
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
都
督
毛
文
龍
再
拝
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
こ
の
う
ち
「
文
龍
」
の
と
こ
ろ
に
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

印
文
は
「
平
遼
大
将
軍
印
」
で
あ
る
。
『
明
史
』
巻
二
五
九
「
毛

文
龍
」
伝
に
よ
る
と
、
毛
文
龍
が
左
都
督
と
な
っ
て
将
軍
印

を
使
っ
た
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
こ
で
い
う
将
軍
印
が

本
文
書
の
「
平
遼
大
将
軍
印
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
書
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
と
く
に
記

載
が
な
い
た
め
、
影
印
本
の
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選

輯
』
初
集
の
解
説
で
は
、
不
明
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文

書
の
中
央
部
に
は
無
圏
点
の
旧
満
文
で
メ
モ
の
よ
う
な
も
の

が
二
つ
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、本
文
書
の
経
緯
を
窺
わ
せ
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
の
満
文
の
書
き
入
れ
は
逆
転
し
て
書
か
れ
て

お
り
、そ
の
内
容
は
「
天
聡
三
年
三
月
の
初
日
に
、毛
文
（
中

欠
）
一
人
の
漢
人
と
兵
士
が
行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
逃
げ
て

行
っ
た
ブ
ヤ
ン
ト
ゥ
の
ニ
ル
の
シ
ト
ゥ
ク
に
持
た
せ
て
送
っ

た
文
書süre han i ilaci aniya ilan biyai ice de: m

oo üen
（
中
欠
） em

u nikan jai cooha genehe baci ukam
e gene-

he büyantu nirui situku de +
jafabubi ünggihe bithe:

」

と
あ
る
。
一
行
目
の
末
尾
が
切
れ
て
お
り
「m

oo üen

」
し

か
解
読
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
「m

oo üenlung

」
、
す
な

わ
ち
「
毛
文
龍
」
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
聡

三
年
（
一
六
二
九
）
三
月
初
日
、
毛
文
龍
が
ホ
ン
タ
イ
ジ
に

送
っ
た
書
信
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
二
つ
目
の
満
文
の
書
き
入
れ
は
、「
天
聡
三
年
三
月

初
日
に
毛
文
龍
が
ハ
ン
に
送
っ
た
モ
ノ
の
数
目
の
文
書süre 

han i ilaci aniya ilan biyai ice de m
oo üenlung: han de 

ünggihe jakai ton i bithe

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
部
分
は
、
毛
文
龍
が
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
書
を
送
っ
た
際
に

よ
こ
し
た
礼
物
の
数
目
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
こ
こ

か
ら
左
側
に
は
、「
大
紅
金
蟒
」
や
「
大
緑
鳳
段
」
な
ど
の

礼
物
目
録
が
連
な
っ
て
お
り
、
満
文
書
き
入
れ
の
内
容
と
も

合
致
す
る
。
書
と
紙
面
が
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
別
々
の
文

書
と
い
う
よ
り
は
、
毛
文
龍
の
方
で
一
つ
の
文
書
の
な
か
に

書
信
と
礼
物
数
目
を
書
い
て
き
た
の
に
対
し
、
こ
れ
を
受
け

取
っ
た
ホ
ン
タ
イ
ジ
側
で
そ
れ
ぞ
れ
の
要
旨
を
満
文
で
書
き

込
ん
だ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
満
文
の
書
き
入
れ
は
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
袁
崇

煥
（
？
―
一
六
三
〇
年
）
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
書
に
お

い
て
も
同
様
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
知
り
得
な
い
が
、

清
側
で
は
、
漢
文
で
書
か
れ
た
文
書
を
管
理
す
る
と
き
、
こ

の
よ
う
に
内
容
の
要
旨
を
満
文
で
書
き
入
れ
、
保
管
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
田
川
孝
三
『
毛
文
龍
と
朝
鮮
と
の
関
係
に
つ
い
て
』（
彙
文
堂
書
店
、

一
九
三
二
年
）、
李
光
濤
編
『
明
清
檔
案
存
真
選
輯
』
初
集
（
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
、
一
九
五
九
年
）、
神
田
信
夫
「
袁
崇
煥
の
書
簡
に
つ
い
て
」・「『
満
文

老
檔
』
に
見
え
る
毛
文
龍
等
の
書
簡
に
つ
い
て
」（
同
『
清
朝
史
論
考
』、山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）
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Ⅳ-

７

平
義
成
書　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

五
一
・
四
×
一
二
七
・
一

　
　

崇
徳
四
年
（
一
六
三
九
）

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

二
一
九
八
二
九

　

宗
義
成
が
朝
鮮
の
礼
曹
参
議
に
宛
て
た
書
契
と
別
幅
（
進

上
品
目
録
）
で
あ
る
。
一
四
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
後
半
に

至
る
ま
で
の
日
朝
関
係
史
上
、
国
王
文
書
・
官
文
書
の
様
式

が
使
用
さ
れ
る
局
面
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、「
書
契
」
（
書
簡
、

「
書
」
式
外
交
文
書
）
の
様
式
で
文
書
を
往
復
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
た
。

　

書
契
は
前
半
部
を
欠
く
が
、
録
文
に
よ
っ
て
「
朝
鮮
国
礼

曹
大
人
閣
下
」
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
対
馬
藩
主
は
礼
曹
参
議
と
敵
礼
（
対

等
）
で
あ
る
か
ら
、
時
の
礼
曹
参
議
鄭
太
和
に
宛
て
た
も
の

と
わ
か
る
。
末
尾
に
「
対
馬
州
太
守
拾
遺
平　

義
成
」
の
差

出
書
が
あ
り
、
「
義
成
」
の
二
字
に
重
ね
て
単
廓
陰
刻
方
印

を
押
す
。
こ
の
印
は
「
図
書
」
と
呼
ば
れ
る
私
印
で
あ
り
、

諱
の
「
義
成
」
を
刻
す
。
通
交
者
の
真
偽
を
判
別
す
る
た
め
、

朝
鮮
側
が
銅
製
の
「
図
書
」
を
鋳
造
し
、
こ
れ
を
日
本
側
の

通
交
者
に
賜
与
す
る
こ
と
が
一
五
世
紀
以
来
の
慣
例
と
な
っ

て
い
た
。

　

本
文
中
に
「
乙
亥
載
一
件
」
と
あ
る
の
は
、
一
六
三
五
年

の
柳
川
一
件
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
決
着
後
、
対
馬
側
は
柳

川
氏
と
以
酊
庵
の
「
送
使
」
（
歳
遣
船
）
を
朝
鮮
側
に
返
上

し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
「
答
書
」
（
書
契
）
の
趣

旨
は
「
東
武
」（
江
戸
幕
府
）
に
報
告
さ
れ
た
。
「
執
事
」（
老
中
）

は
、
対
馬
藩
に
対
し
て
、
「
旧
例
」
の
と
お
り
取
り
計
ら
う

よ
う
指
示
を
下
し
た
。
そ
こ
で
、
宗
義
成
は
今
後
も
ひ
き
つ

づ
き
「
使
船
」
（
歳
遣
船
な
ど
）
を
遣
わ
す
こ
と
を
通
知
す

る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
使
節
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
本
文
後

半
部
に
「
么
麽
土
宜
、
具
在
別
幅
」
と
あ
る
の
は
、「
土
宜
」

（
進
上
品
）
の
明
細
は
「
別
幅
」
に
記
載
す
る
と
お
り
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
結
尾
句
は
書
簡
文
の
常
套
句
で
あ
る

「
惶
恐
不
宣
」
を
使
用
す
る
。

　

別
幅
は
冒
頭
に
「
別
録
」
と
い
う
表
題
を
付
す
。
「
金
屏

風
壱
双
・
茶
台
子
〈
附
諸
具
〉
壱
箇
・
銀
台
天
目
弐
箇
・
提

瓶
弐
箇
・
金
紋
紙
弐
百
片
」
の
五
種
を
列
記
し
、「
以
上
で

す
べ
て
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
「
計
」
字
を
記
す
。
「
整
」

字
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
末
尾
の
差
出
書
と
押
印
は
、

書
契
と
同
様
で
あ
る
。

　

通
常
、
書
契
・
別
幅
は
朝
鮮
側
で
保
存
（
な
い
し
廃
棄
）

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
契
・
別
幅
は
清
朝
の
内
閣
大

庫
に
伝
来
し
た
。
一
六
三
七
年
、
清
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
漢
城

の
南
郊
に
あ
る
南
漢
山
城
を
攻
略
し
、
朝
鮮
国
王
仁
祖
（
李

倧
）
に
臣
従
の
礼
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
勅
諭
を
発
し
た

（
丙
子
の
役
）。
そ
の
勅
諭
の
一
か
条
に
お
い
て
、
ホ
ン
タ
イ

ジ
は
日
本
に
遣
使
す
る
意
思
を
表
明
し
、
朝
鮮
を
媒
介
と
し

て
、
通
交
関
係
の
構
築
を
模
索
し
て
い
た
。
一
方
、
清
の
侵

攻
を
受
け
た
朝
鮮
側
は
、
釜
山
浦
に
お
け
る
対
日
貿
易
を
縮

小
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
宗
義
成
は
そ
う
し

た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
朝
鮮
に
遣
使
し
、
幕
府
の
命
令
を

受
け
た
こ
と
を
強
調
す
る
本
書
契
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
側
は
最
新
の
「
倭
情
」
を
清
に
報
告
す

る
た
め
、
瀋
陽
の
兵
部
に
対
し
て
仁
祖
咨
文
を
発
出
し
、
こ

れ
に
本
書
契
・
別
幅
を
添
え
た
の
で
あ
る
。
咨
文
の
内
容
は

対
馬
側
の
恫
喝
行
為
を
強
調
す
る
も
の
で
、
そ
の
背
景
に
は

清
か
ら
の
対
明
戦
争
へ
の
参
加
要
求
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る

意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　
　
　

（
荒
木
和
憲
）

〔
参
考
〕
高
橋
公
明
「
外
交
文
書
、「
書
」・「
咨
」
に
つ
い
て
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』

七
、
一
九
八
二
年
）、
岩
井
茂
樹
「
清
朝
・
朝
鮮
・
對
馬
―
一
九
三
九
年
前
後
東
北
亞

細
亞
形
勢
」（『
明
清
史
研
究
』
二
〇
、
二
〇
〇
四
年
）、
伊
藤
幸
司
「
現
存
史
料
か
ら

み
た
日
朝
外
交
文
書
・
書
契
」（『
九
州
史
学
』
一
三
二
、二
〇
〇
二
年
）、伊
藤
幸
司
「
東

ア
ジ
ア
を
流
転
し
た
対
馬
藩
主
宗
義
成
の
外
交
文
書
」（『
東
風
西
声
』
二
、
二
〇
〇
六

年
）、
荒
木
和
憲
「
中
世
日
本
往
復
外
交
文
書
を
め
ぐ
る
様
式
論
的
検
討
」（『
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
四
、二
〇
二
一
年
）

【
釈
文
①
】

「（
合
衿
上
書
）

奉　
　
　
　
　
　
　
　

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
  　

日
本
国
対
馬
州
太
守
拾
遺
平　

義
（
朱
方
印
）

成　

謹
封     

  

朝
鮮
国
礼
曹
参
議　

閣
下 

 
   

 
   

 
   

 
   

 
   

 
   

  
   

  
   

   
 

」　

 

日
本
国
対
馬
州
太
守
拾
遺
平　
　

義
（
朱
方
印
）

成　
　

奉
書

朝
鮮
国
礼
曹
参
議　

閣
下

維
時
、
暑
月
欝
伊
、

台
候
若
何
、
共
惟
、

本
邦
益
固
金
、

貴
国
弥
安
、
盤
石
千
里
、
其
致
一
也
、
先
是
、
乙
亥
載
一
件

　

坦
夷
之
後
、
所
返
献
之
送
使
幷
以
酊
庵
送
使
、

貴
国
欝
書
之
情
由
、
稟
奏
乎

東
武
、

執
事
即
今
攀
旧
例
、
可
図
議
之
、

休
命
茲
已
受
矣
、
自
今
更
始
、
以
須
差
使
舩
、
故
先
容
、
仍

　

么
麽
土
宜
、
具
在
別
幅
、
伏
冀
采
納
、
余
揔
悉
差
使
口
布
、

　

為
国
順
時
自
愛
、
惶
恐
不
宣
、

寛
永
拾
六
己
卯
歳
五
月　

日

　
　

対
馬
州
太
守
拾
遺
平　
　
　

義
（
朱
方
印
）

成

【
釈
文
②
】

　

別
録

金
屏
風　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
双

茶
台
子 

附
諸
具　
　
　
　
　
　

 

弐
箇

銀
台
天
目　
　
　
　
　
　
　
　

弐
箇

提
瓶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
箇
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金
紋
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
斤

　
　
　
　
　

計

寛
永
拾
六
年
己
卯
歳
五
月　

日

　

対
馬
州
太
守
拾
遺
平　
　
　

義
（
朱
方
印
）

成

Ⅳ-

８

平
義
成
書
（
満
文
訳
） 　

一
通

　
　

紙
本
墨
書　

五
九
・
二
×
四
三
・
六

　
　

崇
徳
四
年
（
一
六
三
九
）
九
月
九
日
～
一
〇
月
二
一
日
ヵ

　
　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵 

一
六
七
五
六
八

　

対
馬
の
宗
義
成
が
朝
鮮
に
送
っ
た
書
契
・
別
幅
（
Ⅳ-

７
）

を
満
文
（
満
洲
語
）
に
訳
し
た
文
書
。
朝
鮮
か
ら
清
に
送
ら

れ
た
文
書
を
謄
録
し
て
編
纂
し
た
『
朝
鮮
国
王
往
来
書
簿
』

の
崇
徳
四
年
（
一
六
三
九
）
九
月
初
九
日
条
に
は
、
「
到
朝

鮮
国
王
来
与
兵
部
文
一
角
又
倭
書
一
紙
」
と
あ
り
、
日
本
の

情
報
を
伝
え
る
朝
鮮
国
王
仁
祖
の
咨
文
と
対
馬
藩
主
宗
義
成

の
書
契
・ 

別
幅
の
二
つ
の
文
書
が
清
に
送
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
本
文
書
は
、
こ
の
う
ち
宗
義
成
の
書
契
を
満

文
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
仁

祖
の
咨
文
は
、
実
物
と
満
文
訳
本
の
い
ず
れ
も
現
存
し
て
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
前
年
の
『
朝
鮮
国
王
往
来
書
簿
』

の
崇
徳
三
年
（
一
六
三
八
）
四
月
一
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
朝

鮮
か
ら
受
け
取
っ
た
咨
文
に
つ
い
て
「
因
在
本
院
訳
奏
、
故

記
之
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
仁
祖
の

咨
文
も
、
対
外
文
書
を
管
掌
し
て
い
た
内
秘
書
院
に
よ
っ
て

満
文
に
翻
訳
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
入
関
前
の
文

書
行
政
は
、
内
国
史
院
・
内
秘
書
院
・
内
弘
文
院
か
ら
な
る

内
三
院
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
入
関
後
に
は
内
閣
に

改
組
さ
れ
る
に
至
る
。

　

本
文
書
の
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
右
端
に

あ
る
「
崇
徳
四
年
一
〇
月
二
一
日
に
奏
し
たw

esihun 

erdem
ungge duici aniya uyun biyai juw

an em
u de 

w
esim

buhe

」
と
い
う
満
文
の
附
記
が
手
が
か
り
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
文
書
作
成
の
経
緯
を
再
構
成
し
て
み
る
と
、
ま
ず

清
は
、
崇
徳
四
年
九
月
九
日
に
朝
鮮
か
ら
対
馬
の
書
契
・
別

幅
を
受
け
取
り
、
早
速
こ
れ
を
満
文
に
訳
す
作
業
に
取
り
掛

か
っ
た
。
こ
う
し
て
満
文
訳
の
本
文
書
が
で
き
あ
が
る
と
、

一
〇
月
二
一
日
に
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
上
奏
し
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
本
文
書
の
作
成
時
点
は
、
文
書
を

接
受
し
た
「
九
月
九
日
」
か
ら
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
上
奏
し
た

「
一
〇
月
二
一
日
」
の
間
で
あ
る
。
文
書
を
接
受
し
て
か
ら

満
文
翻
訳
を
経
て
上
奏
す
る
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
一
ヶ
月
半

程
度
の
時
間
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

文
書
自
体
は
、
お
お
む
ね
原
文
書
で
あ
る
書
契
・
別
幅
の

内
容
を
忠
実
に
逐
語
訳
し
て
い
る
が
、
改
行
・
空
格
の
よ
う

な
文
書
形
式
を
完
全
に
は
反
映
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
省
略
さ

れ
た
箇
所
も
確
認
で
き
る
。
省
略
さ
れ
た
部
分
の
な
か
で
、

と
く
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
原
文
書
の
「
乙
亥
載
一
件
坦
夷

之
後
、
所
返
献
之
送
使
、
并
以
酊
送
使
」
に
当
た
る
部
分
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
満
文
訳
を
見
る
と
、「
坦
夷
」「
返
献
」

「
以
酊
」
の
三
箇
所
が
訳
さ
れ
ず
、
単
に
「○○○○

」
と
空
欄

に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
「
乙
亥
載
一
件
」

と
は
、
Ⅳ-

７
に
も
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
一
六
三
五
年

の
柳
川
一
件
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
は
、
柳
川
一
件

の
終
結
後
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
清
で
は
、
こ
の

事
件
の
顛
末
が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
正
確
に
翻
訳
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
関
す
る
情

報
を
清
朝
が
ど
れ
く
ら
い
確
保
・
理
解
し
て
い
た
の
か
、
そ

の
水
準
を
窺
わ
せ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
慶
俊
）

〔
参
考
〕
宮
崎
市
定
「
清
朝
に
お
け
る
国
語
問
題
の
一
面
」（『
宮
崎
市
定
全
集
』

一
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）、
岩
井
茂
樹
「
清
朝
・
朝
鮮
・
對
馬
―
一
六
三
九

年
前
後
東
北
亞
細
亞
形
勢
」（『
明
清
史
研
究
』
二
〇
、二
〇
〇
四
年
）、
伊
藤
幸
司
「
東

ア
ジ
ア
を
流
転
し
た
対
馬
藩
主
宗
義
成
の
外
交
文
書
」（『
東
風
西
声
』
二
、二
〇
〇
六
年
）

【
釈
文
】

○ ži ben gurun i dui m
a jeo i taišeo si i hafan, ping i 

ceng ni bithe:

日
本
国
の
対
馬
州
の
太
守
拾
遺
官
・
平
義
成
の
書

coohiyan gurun i dorolon i jurgan i am
ban i yam

un i 
fejile jafaha: ere halhūn erin de: am

ban i

朝
鮮
国
の
礼
曹
の
大
人
閣
下
に
献
じ
る
。
こ
の
暑
い
時
に
、

大
人
の

beye be m
aka antaka ni sem

e jobom
e gūnim

bi: m
eni 

gurun aisin i gese beki:

お
体
は
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
る
。
我
が

国
は
金
の
よ
う
に
堅
固
で
あ
る
。

w
esihun gurun, pan si w

ehei gese elhengge: m
inggan 

ba bim
e em

u adali: niohon ulgiyan aniya : em
u ○○○

貴
国
も
磐
石
の
石
の
よ
う
に
太
平
で
あ
る
こ
と
、
千
里
で

あ
っ
て
も
一
の
如
き
で
あ
る
。
乙
亥
年
、
一○○○

am
ala :  ○○○○ benehe elcin, ○○○○

 benehe elcin am
asi 

jifiの
後
、○○○○

送
っ
た
使
節
、○○○○

送
っ
た
使
節
が
戻
っ

て
き
て

w
esihun gurun i karu bithei turgun be 

貴
国
の
答
書
の
所
以
を

dung u i, w
eile alihangge de aliha : te bicibe fe an i oki 

sem
bi: hebšem

e gūniki: 

東
武
の
執
事
に
告
げ
た
。
今
で
あ
っ
て
も
、
旧
の
定
例
に
照

ら
し
た
い
と
い
う
。
議
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。
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am
ba hese be alim

e gaiha : te icem
lem

e urunakū 
cuw

an i elcin takūraki : tuttu ofi 
大
な
る
旨
を
受
け
た
。
今
、
新
し
く
必
ず
船
で
使
節
を
送
り

た
い
。
そ
れ
ゆ
え
に

nenem
e halbure be baim

e, unggire m
ajige jaka be 

gūw
a hoošan de alahabi : alim

e gaiki : gūw
a be 

前
に
納
め
た
こ
と
を
探
し
求
め
て
、
送
っ
た
幾
つ
か
の
物
を

別
幅
に
記
し
て
い
る
。
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
他
は

gem
u elcin i angga alakini : gurun i jalin de, erin be 

daham
e beye be hairanu : olhoro

す
べ
て
使
節
が
口
で
告
げ
よ
う
。
国
の
た
め
に
、
時
に
し
た

が
い
、
自
ら
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
。
恐
れ
な
が
ら

yertere be tucibuci ojirakū[ojorakū] :

自
分
の
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
言
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

kuw
an yung ni juw

an ningguci sohon gūlm
ahūn aniya 

sunja biyai  

寛
永
一
六
己
卯
年
五
月

○ton : 

［
空
格
］ aisin i okto niruha w

eiping em
u juru : 

ts'a tai zi em
ke : in tai tiyen m

u juw
e : m

alu juw
e : 

物
品
。
金
薬
を
塗
っ
た
屏
風
［
＝
金
屏
風
］
一
双
。
茶
台
子

一
個
。
銀
台
天
目
二
個
。
瓶
二
個
。

aisin i okto niruha hoošan juw
e tanggū afaha : 

金
薬
を
塗
っ
た
紙
二
〇
〇
枚
。

w
esihun erdem

ungge duici aniya uyun biyai juw
an 

em
u de w

esim
buhe

崇
徳
四
年
一
〇
月
二
一
日
に
奏
し
た
。
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中文提要（繁體版）

明清中國關係文書之比較研究——以台灣收藏史料為中心

　　本書為東京大學史料編纂所 2019-2020 年度一般共同研究「史料編纂所所藏明清中國檔案關係史料之比較研究」計

畫的成果報告書。

　　東京大學史料編纂所藏有多件敕命、咨文、劄付等明清中國的檔案及其相關文書，大部分是基於明清與日本、琉球

之間的外交關係而送來的「外交文書」，另外也有一部分是作為「美術品、古董品」而流入日本，與外交無關的文書。無

論如何，這些文書不僅是理解中近世東亞國際關係的重要史料，用來具體地檢討日本藏中國檔案的社會價值，也是相當

適合的材料。

　　這些文書已經進行過某種程度的研究，例如史料原本的基礎調查等等。然而，關於其樣式及型態，乃至製作、發送

過程的制度面研究，以及與明清兩朝（尤其在「內政」上）實際發出的同類型文書之間的比較研究，卻都仍嫌不足。發

給日本或琉球的「外交文書」與明晴兩朝的「國內文書」之間究竟有何異同？而以往曾在日本社會中被視為「美術品、

古董品」的文書，在明清兩朝「真正的樣貌」又是如何？

　　本研究從上述的問題意識出發，(1) 在掌握這些文書的樣式、型態、製作、發送等明清時代相關規定的基礎上，(2)

針對「外交文書」及其規定進行對照分析，(3) 進一步從中央研究院歷史語言研究所的內閣大庫檔案，以及何創時書法藝

術基金會的明清書法真跡收藏當中，挑選相關或同類型的文書，進行比較研究。本研究希望從制度與實際兩項層面出發，

盡可能地闡明這些外交文書在史料學上的意義，並達到能夠在東亞區域間共享的程度，試圖為「史料的研究資源化」提

供貢獻。

本研究計畫成員
研究代表者：

　渡邊美季（東京大學大學院總合文化研究科）

共同研究者：

　荒木和憲（國立歷史民俗博物館研究部）、辻大和（橫濱國立大學大學院都市創新研究院）

史料編纂所所內共同研究者：

　岡本真、黑嶋敏、須田牧子

海外研究協力者：

　林慶俊（韓國・東國大學校文化學術院）、劉序楓（台灣・中央研究院人文社會科學研究中心）

中文提要（简体版）

明清中国关系文书之比较研究——以台湾收藏史料为中心

　　本书为东京大学史料编纂所 2019-2020 年度一般共同研究「史料编纂所所藏明清中国档案关系史料之比较研究」计

画的成果报告书。

　　东京大学史料编纂所藏有多件敕命、咨文、劄付等明清中国的档案及其相关文书，大部分是基於明清与日本、琉球

之间的外交关系而送来的「外交文书」，另外也有一部分是作为「美术品、古董品」而流入日本，与外交无关的文书。无

论如何，这些文书不仅是理解中近世东亚国际关系的重要史料，用来具体地检讨日本藏中国档案的社会价值，也是相当

适合的材料。

　　这些文书已经进行过某种程度的研究，例如史料原本的基础调查等等。然而，关於其样式及型态，乃至制作、发送

过程的制度面研究，以及与明清两朝（尤其在「内政」上）实际发出的同类型文书之间的比较研究，却都仍嫌不足。发

给日本或琉球的「外交文书」与明晴两朝的「国内文书」之间究竟有何异同？而以往曾在日本社会中被视为「美术品、

古董品」的文书，在明清两朝「真正的样貌」又是如何？

　　本研究从上述的问题意识出发，(1) 在掌握这些文书的样式、型态、制作、发送等明清时代相关规定的基础上，(2)

针对「外交文书」及其规定进行对照分析，(3) 进一步从中央研究院历史语言研究所的内阁大库档案，以及何创时书法艺

术基金会的明清书法真迹收藏当中，挑选相关或同类型的文书，进行比较研究。本研究希望从制度与实际两项层面出发，

尽可能地阐明这些外交文书在史料学上的意义，并达到能够在东亚区域间共享的程度，试图为「史料的研究资源化」提

供贡献。

本研究计画成员
研究代表者：

　渡边美季（东京大学大学院总合文化研究科）

共同研究者：

　荒木和宪（国立历史民俗博物馆研究部）、辻大和（横滨国立大学大学院都市创新研究院）

史料编纂所所内共同研究者：

　冈本真、黑嶋敏、须田牧子

海外研究协力者：

　林庆俊（韩国・东国大学校文化学术院）、刘序枫（台湾・中央研究院人文社会科学研究中心）
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한국어 요지

明淸中國關係文書의 比較硏究 – 타이완 소재 사료를 중심으로 – 

본 서 는 도 쿄 대 학 사 료 편 찬 소 의 2019-2020 년 도 일 반 공 동 연 구 “ 史 料 編 纂 所 所 藏 明 淸 中 國 公 文 書 
關係史料の比較硏究” 프로젝트의 성과보고서이다 . 

도쿄대학 사료편찬소는 勅命・咨文・箚付를 비롯한 明淸 시대 중국의 공문서와 이와 관련된 문서를 다수 소장하고 
있다 . 그 대다수는 日本과 琉球 간의 외교관계 속에서 입수된 ‘외교문서’ 이지만 , 다른 한편으로 ‘미술품’ 이나 
‘골동품’ 으로 일본에 유입된 , 외교와는 관계가 없는 문서도 포함되어 있다 . 모두 중근세 동아시아의 국제관계를 
파악하는 데에 빼놓을 수 없는 귀중한 사료인 동시에 일본에서 중국 공문서가 어떠한 사회적 가치를 가지고 
있었는지를 구체적으로 검토할 수 있는 좋은 소재이다 . 

이들 문서에 관해서는 이미 사료 원본의 기초적 조사를 비롯하여 어느 정도 연구가 이루어져 있는 상태이다 . 
그러나 문서의 양식・형태나 작성・발급과정에 대한 제도적 연구 , 나아가 명청시대 – 특히 그 ‘국내정치과정’ - 에서 
실제로 발급된 문서와의 비교검토는 아직까지 충분히 이루어져 있지 않다 . 일본과 琉球에 발급된 ‘외교문서’ 는 
명청왕조의 ‘국내문서’ 와 무엇이 같고 무엇이 다른가 . 일본사회에서 ‘미술품’ 혹은 ‘골동품’ 으로 다루어져 온 문서가 
명청왕조에서 사용되던 ‘본래의 모습’ 은 무엇이었는가 . 

이러한 관심에서  출발하여 본 연구 프로젝트에서는 ①이들 문서의 양식・형태・작성・발급과 관련된 명청시대의 
규정 ( 주로 명청시대의 會典 ) 을 파악한 다음 ②해당 문서와 규정 간의 대조 분석을 수행하고 , ③나아가 中央硏究院 
歷史語言硏究所 內閣大庫檔案과 何創時書法藝術基金會의 明淸書蹟 컬렉션에서 관련된 문서를 추출하여 비교검토를 
실시하였다 . 이를 통하여 규정과 실태의 양측면에서 이들 문서의 고문서학적 위치를 가능한 한 상세하게 밝히고 
동아시아 지역에서 공유할 수 있는 ‘사료의 연구자원화’ 에 기여하고자 한다 . 

본 연구 프로젝트의 구성원

연구대표자 : 
와타나베 미키 ( 渡邊美季 , 도쿄대학 총합문화연구과 )

공동연구자 : 
아라키 가즈노리 ( 荒木和憲 , 국립역사민속박물관 연구부 )・쓰지 야마토 ( 辻大和 , 요코하마국립대학 대학원 
도시이노베이션연구원 ) 

사료편찬소 공동연구자 : 
오카모토 마코토 ( 岡本眞 )・구로시마 사토루 ( 黑嶋敏 )・스다 마키코 ( 須田牧子 )

해외연구협력자 : 
임경준 ( 林慶俊 , 한국 동국대학교 문화학술원 )・류쉬펑 ( 劉序楓 , 타이완 중앙연구원 인문사회과학연구중심 )
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English Abstract

Comparative Study on the Existing Chinese Imperial Documents of the Ming-Qing Dynasties in Japan and 
Taiwan

This work is a product of the research project “The Comparative Study on the Existing Chinese Archives of the 
Ming-Qing Dynasties in the Historiographical Institute of the University of Tokyo” during FY2019-FY2020, as part of the 
General Collaboration Project of the Historiographical Institute of the University of Tokyo.
	 The	Historiographical	Institute	of	the	University	of	Tokyo	holds	several	Chinese	official	documents	of	the	Ming-
Qing dynasties such as Chiming ( 敕 命 ), Ziwen ( 咨 文 ), Zhafu ( 箚 付 ), and documents related to them. While many 
of them are so-called ‘diplomatic’ documents brought to Japan or Ryukyu through diplomatic channels, a few are non-
diplomatic documents imported to Japan as antiques or antiquities. Both types of documents are valuable historical materials 
for understanding East Asian international relations in the medieval and early-modern periods as well as useful sources 
specifically	for	examining	the	traditional	value	of	Chinese	official	documents	in	Japanese	pre-modern	society.
 Regarding these documents, some basic examination of the original materials has already been done to some extent. 
However, research on the administrative systems involved in their forms, styles, and making and issuing processes, as well 
as comparative investigations between similar archives actually issued in the Ming-Qing Dynasties, especially in their 
‘domestic’	administration,	has	still	not	been	sufficiently	undertaken.	How	might	the	‘diplomatic’	documents	issued	to	Japan	
or	Ryukyu	share	similarities	with,	or	differ	from,	the	‘domestic’	documents	in	Ming-Qing	China?	What	might	have	been	the	
‘true’	or	original	forms	of	the	Chinese	documents	which	were	treated	as	‘antiques	or	antiquities’	in	Japanese	society?

Based on these questions and interests, our research project started to understand official regulations of the 
Ming-Qing Dynasties, mainly from the Collected Regulations of the Great Ming and Great Qing (Da-Ming and Da-Qing 
Huidian), regarding the forms, styles, and making and issuing processes of the documents in the Historiographical Institute. 
Then, we carried out analysis comparing the regulations with the documents. On that basis, we visited Taipei in Taiwan, 
selected similar or related documents from the Archives of the Grand Secretariat ( 内閣大庫檔案 ) housed at the Institute 
of History and Philology of the Academia Sinica as well as the Ming-Qing calligraphy collection housed at the He Chuang-
shi Calligraphy Foundation ( 何創時書法藝術基金會 ), and conducted comparative analyses. Through this analysis, we 
made clear the paleographical position of the documents in the Historiographical Institute from the viewpoint of both 
official	regulations	and	their	actual	condition	in	order	to	turn	them	into	academic	resources	as	historical	materials	that	can	be	
sharable throughout East Asia.

The members of this research project
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